
令和４年度

花巻市教育委員会

花 巻 の 教 育



あわたくしたちは、花巻市民としての誇りをもち、

早池峰の風かおる豊かな自然と文化を大切にし、

力を合わせて明るいイーハトーブの実現をめざ

します。

花巻市民憲章

１．じょうぶな体を持ち　深い知性を育てます

１．すすんで働き　豊かなまちをつくります

１．ひととふるさとを愛し　世界への眼をひらきます

は な ま き　し み ん け んしょう

はなまきしみん ほこ

はや ち 　 ね かぜ ゆた し ぜ ん ぶ ん か たいせつ

ちから あ あか じ つ げ ん

からだ ふかも ちせ い そだ

はたら ゆた

あい せ か い め

ハヤチネウスユキソウ フ ク ロ ウ コ ブ シ

花花巻市の 鳥花巻市の 木花巻市の

平成 19年 3月 1日制定



目　　　次

　○花巻市の概要……………………………………………………………………………………  1
　○花巻市教育大綱…………………………………………………………………………………  2

◎教育行財政
　○教育委員会
　　・教育委員   ……………………………………………………………………………………  6
　　・機構・事務分掌    ……………………………………………………………………………  7
　　・職員現員表   …………………………………………………………………………………  9
　○教育財政　……………………………………………………………………………………… 13

◎就学前・学校教育
　○令和４年度花巻市学校教育指導指針………………………………………………………… 15
　○花巻市就学前教育プログラム　……………………………………………………………… 25
　○学校等
　　・幼稚園、認定こども園　…………………………………………………………………… 30
　　・保育園   ……………………………………………………………………………………… 31
　　・小規模保育事業所、家庭的保育事業所、事業所内保育事業所、認可外保育施設　 …… 32
　　・学童クラブ　………………………………………………………………………………… 33
　　・地域子育て支援センター、ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｾﾝﾀｰ、こども発達相談センター　 ……… 34
　　・小中学校児童・生徒数及び学級数   ……………………………………………………… 35
　　・特別支援学級、児童生徒数の推移　……………………………………………………… 36
　　・学校施設   …………………………………………………………………………………… 37
　　・学校給食施設  ……………………………………………………………………………… 39
　　・小・中学校の沿革等   ……………………………………………………………………… 40
　　・高等学校、大学・大学院、各種学校、特別支援学校   ………………………………… 55
　○花巻市奨学金（令和４年度）　 ……………………………………………………………… 56
　○令和４年度花巻市教育研究所運営計画　…………………………………………………… 59
　○学校保健統計　………………………………………………………………………………… 65

・令和３年度小学校体力・運動能力調査結果   …………………………………………… 65
・令和３年度中学校体力・運動能力調査結果   …………………………………………… 67

◎社会教育
　○令和４年度花巻市生涯学習・社会教育の基本方針・重点施策 …………………………… 69
　○社会教育委員　………………………………………………………………………………… 72
　○花巻市立図書館　……………………………………………………………………………… 73
　○宮沢賢治記念館　……………………………………………………………………………… 77
　○宮沢賢治イーハトーブ館　…………………………………………………………………… 78
　○花巻新渡戸記念館　…………………………………………………………………………… 79
　○萬鉄五郎記念美術館　………………………………………………………………………… 81

◎文化財
　○花巻市の文化財　……………………………………………………………………………… 83
　○花巻市博物館　………………………………………………………………………………… 90
　○花巻市総合文化財センター　………………………………………………………………… 92
　○石鳥谷歴史民俗資料館　……………………………………………………………………… 93
　○大迫郷土文化保存伝習館　…………………………………………………………………… 94
　○石鳥谷農業伝承館　…………………………………………………………………………… 95

◎花巻市教育のあゆみ
　○花巻市教育のあゆみ　………………………………………………………………………… 96



― 1 ―

２　面　　積

３　人　　口

１　概　　況

花巻市の概要

　　（１）花巻市の面積

　　（１）地区別人口世帯数

　　（２）地目別面積

　　（２）産業別就労者数 15 歳以上就業者

　本市は平成１８年１月１日、旧花巻市、大迫町、石鳥谷町、東和町の１市３町の合併により誕生しました。

　面積は９０８．３９㎢で、岩手県のほぼ中央、西側に奥羽山脈、東側に北上高地の山並みが連なる北上平野に位置

しています。市内には北から南へ北上川が流れ、早池峰国定公園や花巻温泉郷県立自然公園等、県を代表する豊かな

自然環境が広がるとともに、豊富な温泉群を有しています。

　また、宮沢賢治、萬鉄五郎などの著名な先人を輩出するとともに、ユネスコ世界無形文化遺産に登録されている早

池峰神楽をはじめ、鹿踊りなどの郷土芸能、南部杜氏等の伝統技術など、多彩な文化が色濃く伝えられています。

　さらに、いわて花巻空港、東北新幹線、東北自動車道、東北横断自動車道を有し、県内の高速交通網の拠点でもあ

ります。

令和 4 年 1 月 1 日現在

令和 4 年 3 月末現在

令和 2 年 10 月現在

（資料：花巻市市民登録課住民登録人口集計表　外国人住民を含む）

（資料：総務省統計局令和 2 年国勢調査就業状態等基本集計）

（資料：花巻市資産税課）

908.39　㎢
（資料：花巻市統計書（令和 3 年版））　　

区分 総面積 宅地 田 畑 原野 山林 その他

面積 (㎢ ) 908.39 32.32 134.11 27.91 30.06 525.58 158.41

割合 (％ ) 100.0 3.56 14.76 3.07 3.31 57.86 17.44

区　分 人　口 ( 人 ) 世帯数（戸）
男（人） 女（人）

花巻地区 ６６，９７１ ３２，０８５ ３４，８８６ ２８，３９０

大迫地区 ４，６０１ ２，２４９ ２，３５２ １，８１２

石鳥谷地区 １３，４３８ ６，３４７ ７，０９１ ５，２７１

東和地区 ７，９１８ ３，８１６ ４，１０２ ３，０３０

合　計 ９２，９２８ ４４，４９７ ４８，４３１ ３８，５０３

区　分 総　数（人） 構成比（％）
男（人） 女（人）

第 1 次産業 ５，０６２ ２，９３１ ２，１３１ １０．７

第 2 次産業 １２，６４８ ８，８３０ ３，８１３ ２６．６

第 3 次産業 ２８，６５３ １３，００９ １５，６４４ ６０．３

分類不能の産業 １，１４５ ６１９ ５２６ ２．４
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花巻市教育大綱花巻市教育大綱

１ はじめに

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正に伴い、本市では平成 年度から市長が設置

者となる「総合教育会議」を開催し、本市教育の諸課題について市長と教育委員会が認識を共有すると

ともに、平成 年３月には、「第２期花巻市教育振興基本計画」の内容を踏まえた「花巻市教育大綱」

を策定し、教育行政を推進してまいりました。

このたび、新型コロナウイルス感染症の拡大をはじめとする社会情勢の変化に伴う新たな教育課題

等に対応するため、「第３期花巻市教育振興基本計画」を策定したことから、「花巻市教育大綱」も当該

計画を反映させた内容に改定いたしました。

教育は、まちづくりの根幹である「人づくり」を担う分野であり、良好な子育て環境と教育環境の創

出が、本市の未来を創造していく上で重要な要因になると考えておりますことから、市民の皆さんが期

待する「子育て支援」「学校教育」「生涯学習」「芸術文化」の各分野の充実と発展に向けて、教育委員

会と連携した取組を実施してまいります。

花巻市長 上 田 東 一

 

２ 根拠法令

教育大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 条の３に基づき策定します。

◆地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３第 項

「地方公共団体の長は、教育基本法第 条第 項に規定する基本的な方針を参酌し、

その地域の実情に応じ、当該地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な

施策の大綱を定めるものとする。」

 

３ 期間

教育大綱の対象期間は、令和３（ ）年度から令和７（ ）年度までの５年間とします。

 

４ 基本目標及び政策分野別基本方針

  本市が教育行政を通じて実現させようとする「基本目標」及び「政策分野別基本方針」は、多く

の市民の声を反映し策定した、「花巻市まちづくり総合計画」における「人づくり」分野と、「第３

期花巻市教育振興基本計画」に掲げた内容と同一とします。 
  

【基本目標】

  

  

  
  

【政策分野別基本方針】

１ 子育て環境の充実

  

  

  目標とする「市の姿」と「市民の姿」を実現する“人づくり”の第一歩として、「元気な子ども」

「やさしい子ども」「考える子ども」を育成する子育て環境をつくります。

  
｢｢郷郷土土をを愛愛しし、、丈丈夫夫なな体体とと深深いい知知性性をを持持つつ心心豊豊かかなな市市民民がが育育つつままちち」」  
  

～～すすべべててのの市市民民がが学学びび合合いい、、たたくくままししくく生生きき抜抜くく強強ささとと、、

思思いいややりりのの心心をを育育むむ““人人づづくくりり””ををめめざざししてて～～

「「子子育育ててにに喜喜びびをを感感じじ、、安安心心ししてて、、健健ややかかなな成成長長をを育育むむままちち」」  
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２ 学校教育の充実

  

  

  市の将来を担う子どもたちの「郷土への愛着」「丈夫な体」「深い知性」「豊かな心」を育む学校教

育環境をつくります。
 

３ 生涯学習の推進

  

  

  すべての市民が生涯を通じて学び合いながら、広い視野を持って、まちづくりに取り組む環境を

つくります。
 

４ スポーツの振興

  

  

  

  すべての市民が、スポーツを通じて、健康で元気な生活の基本となる「たくましい体と心」を手

にすることができる環境をつくります。
 

５ 芸術文化の振興

  

  

  すべての市民が、地域について学び、芸術や文化に親しむ取り組みを通じて、「郷土愛」と「豊か

な心」を育む環境をつくります。

５ 政策分野別の重点方針

   基本目標と基本方針を踏まえ、関係部署が連携を図り、施策を推進してまいりますが、特に重点

的な取り組みが必要なものを次のように定め、着実な進展を図ってまいります。

１ 子育て環境の充実

○少子化が進行する中、本市の次世代を担う子どもたちが健やかに成長していくためには、子育てを

行う環境の充実を図る必要があることから、親が安心して子育てを行うことができるようにするた

め様々な支援を行います。

○就学前教育の充実を図り、子どもたちが、生涯にわたり心身ともに健康な生活を送ることができる

基盤づくりを進めます。

◆子ども・子育て支援事業計画の推進による子育て支援の充実に努めます

◆子育てに関する情報の提供に努めます

◆基本的生活習慣の定着を促進するため、家庭教育力の向上に努めます

◆就学前プログラムの推進による就学前教育の充実に努めます

◆保育園・幼稚園の環境整備の促進に努めます

◆「花巻市公立保育園・幼稚園の適正配置に関する基本指針」に基づく公立保育園・幼稚園の環境

整備に努めます

◆発達に関する相談機能の充実に努めます

「「子子どどももたたちちがが、、夢夢とと希希望望をを持持ちち、、たたくくままししくく、、いいききいいききとと育育つつままちち」」  

「「市市民民がが、、生生涯涯をを通通じじてて学学びび、、広広いい視視野野をを持持っってて活活動動すするるままちち」」  

「「市市民民がが、、いいつつででもも、、どどここででもも、、いいつつままででもも、、気気軽軽ににススポポーーツツにに親親ししみみ元元気気  

にに活活動動すするるままちち」」  

「「市市民民がが、、地地域域のの歴歴史史やや文文化化、、先先人人にに誇誇りりをを持持ちち、、芸芸術術文文化化にに親親ししむむままちち」」  

２ 学校教育の充実

○各小中学校が、児童生徒の実態や課題を的確に捉え、小中連携の強化を図りながら、「家庭や地域と

連携した学校づくり」や「チーム学校」の概念のもと、「知・徳・体」のバランスのとれた活力ある

児童生徒の育成を目指します。

○学校運営においては、コミュニティ・スクールを導入し、マネジメントの工夫による、創意と調

和に満ちた教育課程の編成や特色ある教育活動を推進し、児童生徒がゆとりをもって楽しく学習

に取り組める環境の構築による学力の向上を図ります。

○いじめへの対応については、「花巻市いじめ防止等のための基本的な方針」に基づき、学校全体が

チームとして機能することで、未然防止、早期発見、早期解決を図るとともに、子どもたちに

「命の大切さ」を伝える教育活動を通じて、「自己肯定感」や「自己有用感」を高める取組を推進

します。

○適切な学校評価の実施と積極的な情報公開に取り組み、保護者や地域と連携した学校運営の充実を

図ります。

◆花巻市学力向上アクションプランを推進し、ＩＣＴの活用も図りながら確かな学力の獲得に努めます

◆学校・家庭・地域の協議の場を設定し、学力向上に向けた家庭・地域の理解促進に努めます

◆発達段階に応じた授業の提供に努めます

◆運動の習慣化による体力・運動能力の向上に努めます

◆家庭と連携した健やかな体づくりの推進による体力の向上に努めます

◆子どもたちがお互いを認め合い、高め合うことができる集団づくりを実現し、高い規範意識と自

己肯定感の醸成に努めます

◆主権者教育の充実等により、社会に参画する力の育成に努めます

◆復興教育と防災教育の充実に努めます

◆ふるさと学習の深化拡充に努めます

◆命の尊厳に向き合う教育を通じて豊かな人間性の育成に努めます

◆特別な支援が必要な児童生徒や不登校児童生徒に対する個に応じた支援体制の充実に努めます

◆家庭と連携した健康づくりの推進から、学校保健の充実に努めます

◆「花巻市立小中学校における適正規模・適正配置に関する基本方針」に基づく、学校統合や小中

一貫校の導入を含めた学校規模の適正化や適正配置の検討に努めます

◆「花巻市学校ＩＣＴ推進計画」に基づく、学校のＩＣＴ環境の整備に努めます

◆市内における高等教育環境の維持に努めます

◆「学校施設長寿命化計画」に基づく計画的な施設改修に努めます

◆より使いやすい奨学金制度を構築し、奨学金を活用した人材確保の推進に努めます

◆食育指導の充実や施設の長寿命化・再編など、学校給食の充実に努めます

◆コミュニティ・スクールを導入し、地域と学校が連携・協働した取組の充実に努めます

◆部活動の適正化と教職員の働き方改革に努めます

３ 生涯学習の推進

○社会経済情勢の変化への対応や地域課題の解決に向け、市民が生涯を通じて学び、広い視野を持ち、

活動していくために、市民が自主的に生涯学習活動をできるよう支援を行います。

○地域と連携して青少年の自立に向けた育成を推進します。

○国際都市の実現に向け、市民の国際理解の醸成を図ります。

◆多様なニーズやライフスタイルに応じた講座の開設に努めます
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２ 学校教育の充実

○各小中学校が、児童生徒の実態や課題を的確に捉え、小中連携の強化を図りながら、「家庭や地域と

連携した学校づくり」や「チーム学校」の概念のもと、「知・徳・体」のバランスのとれた活力ある

児童生徒の育成を目指します。

○学校運営においては、コミュニティ・スクールを導入し、マネジメントの工夫による、創意と調

和に満ちた教育課程の編成や特色ある教育活動を推進し、児童生徒がゆとりをもって楽しく学習

に取り組める環境の構築による学力の向上を図ります。

○いじめへの対応については、「花巻市いじめ防止等のための基本的な方針」に基づき、学校全体が

チームとして機能することで、未然防止、早期発見、早期解決を図るとともに、子どもたちに

「命の大切さ」を伝える教育活動を通じて、「自己肯定感」や「自己有用感」を高める取組を推進

します。

○適切な学校評価の実施と積極的な情報公開に取り組み、保護者や地域と連携した学校運営の充実を

図ります。

◆花巻市学力向上アクションプランを推進し、ＩＣＴの活用も図りながら確かな学力の獲得に努めます

◆学校・家庭・地域の協議の場を設定し、学力向上に向けた家庭・地域の理解促進に努めます

◆発達段階に応じた授業の提供に努めます

◆運動の習慣化による体力・運動能力の向上に努めます

◆家庭と連携した健やかな体づくりの推進による体力の向上に努めます

◆子どもたちがお互いを認め合い、高め合うことができる集団づくりを実現し、高い規範意識と自

己肯定感の醸成に努めます

◆主権者教育の充実等により、社会に参画する力の育成に努めます

◆復興教育と防災教育の充実に努めます

◆ふるさと学習の深化拡充に努めます

◆命の尊厳に向き合う教育を通じて豊かな人間性の育成に努めます

◆特別な支援が必要な児童生徒や不登校児童生徒に対する個に応じた支援体制の充実に努めます

◆家庭と連携した健康づくりの推進から、学校保健の充実に努めます

◆「花巻市立小中学校における適正規模・適正配置に関する基本方針」に基づく、学校統合や小中

一貫校の導入を含めた学校規模の適正化や適正配置の検討に努めます

◆「花巻市学校ＩＣＴ推進計画」に基づく、学校のＩＣＴ環境の整備に努めます

◆市内における高等教育環境の維持に努めます

◆「学校施設長寿命化計画」に基づく計画的な施設改修に努めます

◆より使いやすい奨学金制度を構築し、奨学金を活用した人材確保の推進に努めます

◆食育指導の充実や施設の長寿命化・再編など、学校給食の充実に努めます

◆コミュニティ・スクールを導入し、地域と学校が連携・協働した取組の充実に努めます

◆部活動の適正化と教職員の働き方改革に努めます

３ 生涯学習の推進

○社会経済情勢の変化への対応や地域課題の解決に向け、市民が生涯を通じて学び、広い視野を持ち、

活動していくために、市民が自主的に生涯学習活動をできるよう支援を行います。

○地域と連携して青少年の自立に向けた育成を推進します。

○国際都市の実現に向け、市民の国際理解の醸成を図ります。

◆多様なニーズやライフスタイルに応じた講座の開設に努めます
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白紙用テキスト

◆自主的・自発的学習活動の支援と相談体制の充実に努めます

◆生涯学習に関する講師や地域資源などの情報発信の強化に努めます

◆生涯学習関連施設の充実・利用促進のほか、新花巻図書館の整備検討に努めます

◆関係団体との連携による青少年健全育成活動の推進に努めます

◆少年センターによる街頭補導などによる青少年の非行防止・健全育成に努めます

◆「国際フェア はなまき」等のイベントを開催し、国際理解の醸成に努めます

◆外国人向けの講座開催など、国際都市化に向けた環境づくりに努めます

◆姉妹都市等との周年事業を実施するなど、国際交流の推進に努めます

◆国内友好都市との交流事業を実施し、交流の活性化に努めます

４ スポーツの振興

○スポーツは健康維持と体力の向上のみならず、座学では養えない社会性や礼節等を体得するための

営みでもあることから、元気でたくましい子どもと、生涯にわたって健康でスポーツに親しむ市民

を育成することを目指し、多種多様なスポーツの振興を図ります。

◆楽しくスポーツに取り組める環境づくりを通じて生涯スポーツ活動の推進に努めるほか、スポー

ツ少年団、総合型地域スポーツクラブ等を含めた地域主体のスポーツ活動の育成・定着化・安定

経営に向けた検討に努めます

◆高度な技能を有する指導者の養成やスポーツイベントの積極的な開催を通じて、競技スポーツの

レベル向上に努めます

◆はなまきスポーツコンベンションビューローを核としたスポーツイベント・大規模大会の誘致に努めます

◆施設の市民利用を優先しつつ、交流人口拡大等の観点から合宿誘致の推進に努めます

◆大規模大会などに対応した施設の計画的な改修に努めます

５ 芸術文化の振興

○宮沢賢治や萬鉄五郎をはじめとする多くの先人の事績や早池峰神楽、鹿踊等の郷土芸能、さらには

県内有数の埋蔵文化財包蔵地などの有形・無形の文化財を価値あるものとして後世に伝えていくた

めに、その保護はもちろんのこと、学校や文化・観光施設との連携による有効活用を図ります。

◆各種イベントの開催等を通じて芸術文化に触れる機会を提供するほか、文化会館の施設改修に努めます

◆市民が参加する芸術文化活動への支援に努めます

◆先人に関連した企画展示等の実施により郷土の先人に対する理解の促進に努めます

◆宮沢賢治関連施設の環境整備や関連催事の開催等により賢治さんの香りあふれるまちづくりの

推進に努めます

◆指定文化財の補修等に対する補助制度拡充等による文化財の保護と活用の推進に努めます

◆記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財の調査等の推進に努めます

◆「（仮称）花輪堤ハナショウブ群落保存管理計画」を作成し、花輪堤ハナショウブ群落の調査・

保存管理に努めます

◆文化財保存活用地域計画の作成に努めます

◆「（仮称）花巻城跡保存計画」を作成し、花巻城跡の調査・保存に努めます

◆埋蔵文化財の適切な保護と市民の関心を高めるための企画展や講演会等の開催に努めます

◆博物館が行う特別展、テーマ展、企画展の充実に努めます

◆花巻市史の編さんに努めます

◆郷土芸能等の伝承活動の支援を通じて民俗芸能の伝承に努めます



教育行財政

○　教育委員会

　　・教育委員

　　・機構・事務分掌

　　・職員現員表

○　教育財政
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教教  育育  委委  員員  会会 

１． 教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和 2年 5月 1日現在） 

 

職  名 氏   名 就任年月日 任期 

教 育 長 佐 藤   勝 平成 26年 2月 20日 令和 3年 3月 31日 

委 員 

（教育長職務代理者） 
中 村 弘 樹 平成 21年 3月 25日 令和 3年 3月 24日 

委 員 役 重 眞喜子 平成 26年 3月 25日 令和 4年 3月 24日 

委 員 衣更着   潤 平成 30年 4月 1日 令和 4年 3月 31日 

委 員 熊 谷 勇 夫 平成 31年 3月 25日 令和 5年 3月 24日 

委 員 中 村 祐美子 令和 2年 3月 25日 令和 6年 3月 24日 

佐藤勝教育長 

役重眞喜子委員 
 

中村弘樹委員 

熊谷勇夫委員 衣更着潤委員 

 

中村祐美子委員 

佐藤　勝教育長

中村弘樹委員 役重眞喜子委員

衣更着　潤委員 熊谷勇夫委員

中村祐美子委員

教育委員会

１ 教育委員

（令和 年 月 日現在）

職 名 氏 名 就任年月日 任 期

教 育 長 佐 藤 勝 平成 年 月 日 令和 年 月 日

委 員

（教育長職務代理者）
中 村 弘 樹 平成 年 月 日 令和 年 月 日

委 員 役 重 眞喜子 平成 年 月 日 令和 年 月 日

委 員 衣更着 潤 平成 年 月 日 令和 年 月 日

委 員 熊 谷 勇 夫 平成 年 月 日 令和 年 月 日

委 員 中 村 祐美子 令和 年 月 日 令和 年 月 日

佐藤勝教育長 

役重眞喜子委員 
 

中村弘樹委員 

熊谷勇夫委員 衣更着潤委員

 

中村祐美子委員 

教育委員会

１　教育委員
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２　機構・事務分掌
　　【教育委員会】

教
育
委
員
会

小学校（17）

中学校（11）

教育研究所

幼稚園（２）

保育園（10）

こども発達相談センター

学校給食センター（10）

市史編さん室

石鳥谷歴史民俗資料館花巻市総合文化財センター

総務企画係

学校施設係

管理係

学務係

学校給食管理室

指導係

就学養育係

子育て支援係

保育管理係

こどもセンター

文化財係

埋蔵文化財係

教
　
育
　
機
　
関

補
助
執
行
機
関

教育委員会議、総合教育会議、職員の任免・給与・
服務・研修・福利厚生、例規、公印、文書、総合
企画調整、予算決算の総括、物品の契約、私学振
興、教育行政相談、教育振興基本計画、学区再編
計画及び学校統廃合、教育振興審議会

学校施設の整備・営繕・管理、工事の請負契約、
教育財産の管理

教職員の任免・給与・分限・懲戒・服務・福利厚生、
人事の内申、学級編成、児童生徒の転入学、通学
区域、就学援助、学校保健

教材・教具の整備、学校体育施設開放事業、教育
用情報機器整備、スクールバス、奨学育英

学校給食運営・管理、学校給食施設の整備・維持
管理

教育課程、学習指導、学力向上、生徒指導、特別
支援教育、就学指導、学校適応支援、教職員の研
修、教育研究所、教科用図書、教育振興運動、コ
ミュニティ・スクール、ＩＣＴ活用

幼稚園及び保育園の運営、職員研修、就学前教育、
施設の維持管理、就学前教育振興会議

イーハトーブ花巻子育て応援プラン、学童クラブ

保育園入退所、運営費支払、費用徴収、認可外保
育施設

地域子育て支援センター、ファミリー・サポート・
センター

文化財の保護・管理・調査、民俗芸能の伝承支援・
育成、文化財保護審議会

埋蔵文化財の発掘届受理・保存指導、埋蔵文化財
の調査、報告書の刊行、花巻市総合文化財センター
運営、企画展覧会等企画実施

教
　
育
　
部

教育企画課

学務管理課

学校教育課

こども課

文化財課

花巻市博物館 付属機関
　・花巻市教育振興審議会
　・花巻市社会教育委員
　・花巻市文化財保護審議会
　・花巻市立図書館協議会
　・花巻市教育支援委員会
　・花巻市博物館協議会
　・宮沢賢治記念館運営審議会
　・花巻新渡戸記念館運営協議会
　・宮沢賢治イーハトーブ館運営審議会
　・萬鉄五郎記念美術館運営委員会
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市

　

長

副

市

長

生
涯
学
習
部

生涯学習係

芸術文化係

国際交流室

文化会館

高村光太郎記念館

生涯学園都市会館

賢治まちづくり係

イベント企画係

宮沢賢治童話村

管理係

スポーツ振興係

自然休養村広場

鉛温泉スキー場

東和Ｂ＆Ｇ海洋センター

社会教育委員、予算決算の総括、社会教育基本調
査等、生涯学習講座開催、生涯学習活動支援、青
少年活動支援、２０歳のつどい、生涯学習施設整
備、高村光太郎記念館運営、各種団体の負担金・
補助金

芸術文化推進、先人顕彰推進、市民芸術祭、各種
団体の負担金・補助金、所蔵美術品管理

国際都市化推進、国際姉妹都市・友好都市等交流、
国内友好都市交流、国際交流センター運営

文化会館運営、施設使用許可、自主事業の企画実
施

高村光太郎記念館運営

生涯学園都市会館運営、生涯学習講座開催、生涯
学習活動支援、生涯学習施設整備、まなび学園祭、
ふれあい出前講座

賢治のまちづくり総合調整、賢治関連団体、賢治
ゆかりの地の整備、童話村運営

宮沢賢治関連イベント総合調整、宮沢賢治賞・イー
ハトーブ賞

童話村運営

スポーツ施設運営、スポーツ施設指定管理、鉛温
泉スキー場運営、東和Ｂ＆Ｇ海洋センター運営、
各種スポーツイベント

スポーツ推進審議会、花巻市体育協会連携、体育
協会等補助金、社会体育調査・研修、東和Ｂ＆Ｇ
海洋センター運営、各種スポーツイベント

自然休養村広場運営

鉛温泉スキー場運営

東和Ｂ＆Ｇ海洋センター運営

新花巻図書館整備基本計画試案検討会議、新花巻
図書館整備基本計画策定

市立図書館及び花巻図書館運営、読書活動推進、図書
館協議会、視聴覚教育ライブラリー

宮沢賢治記念館運営、運営審議会、企画展覧会等企画
実施

宮沢賢治イーハトーブ館運営、運営審議会、企画展等
実施、宮沢賢治学会イーハトーブセンター

花巻新渡戸記念館運営、運営協議会、企画展覧会等企
画実施

萬鉄五郎記念美術館運営、運営委員会、企画展覧会等
企画実施

大迫図書館運営、読書活動推進

石鳥谷図書館運営、読書活動推進

東和図書館運営、読書活動推進

補
　
助
　
執
　
行
　
機
　
関

生涯学習課

賢治まちづくり課

スポーツ振興課

新花巻図書館計画室

花巻図書館

大迫図書館

石鳥谷図書館

東和図書館

宮沢賢治記念館

宮沢賢治イーハトーブ館

花巻新渡戸記念館

萬鉄五郎記念美術館

【　市長部局（生涯学習部）　】
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３　職員現員表
　(1) 教育委員会

令和 4 年 4 月 1 日現在

（　　）：兼務職員
※会計年度任用職員の人数は、施設の長及び週 30 時間以上勤務の人数（ただし、事務補助員を除く。）

区　　　　　分

市費負担職員
県費負
担職員

合
　
　
計

備
　
　
考

部

長

級

課

長

級

課

長

補

佐

級

係

長

級

主

査

級

主

任

級

主

事

級

技

能

労

務

職

計

会
計
年
度
任
用
職
員

指

導

主

事

教 育 部 長 1 1 1

事
　
務
　
局

教 育 企 画 課 1 2
(1)
1

1 1 1 7 1 8

学 務 管 理 課 1 1 2 2 2 8 8

学 校 給 食 管 理 室 （1） 1 1 1 3 5 8

学 校 教 育 課 1 2 1 4 9 3 16

こ ど も 課 1 4 3 4 4 2 18 12 30

こ ど も セ ン タ ー （1） 1 1 2 9 11

文 化 財 課 1 2
(1)
2

2 1 8 1 9

小 　 　 計 1 5 13 8 10 8 6 51 37 3 91

教
　
育
　
機
　
関

小 ・ 中 学 校 17 17 11 28
内訳は
別表 (3)

教 育 研 究 所 （1）（3）
(1)
5

（3） 5

幼 稚 園 3 1 1 1 6 5 11
内訳は
別表 (4)

学 校 給 食 セ ン タ ー （1）（1） 32 32 1 33
内訳は
別表 (5)

花 巻 市 博 物 館 1 2 2 1 6 6 12

市 史 編 さ ん 室 （1） （1）（1） 1 1 1 2

石鳥谷歴史民俗資料館 （1）（1） （1）

花巻市総合文化財センター （1）（2）（2）（2）（1）
(1)
2

2

小 　 　 計 1 3 3 3 2 50 62 31 93

補
助
執
行
機
関

保 育 園
(1)
9

9
(1)
18

11 20 7 74 51 125
内訳は
別表 (6)

こども発達相談センター （1） 1 1 2 6 8

小　　計 9 10 18 12 20 7 76 57 133

合　　計 1 6 25 21 31 22 26 57 189 125 3 317
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　(2) 市長部局（生涯学習部）

（　　）：兼務職員
※会計年度任用職員の人数は、施設の長及び週 30 時間以上勤務の人数（ただし、事務補助員及び司書補助員
　を除く。）

令和 4 年 4 月 1 日現在

区　　　　　分

部

長

級

課

長

級

課

長

補

佐

級

係

長

級

主

査

級

主

任

級

主

事

級

技

能

労

務

職

計

会
計
年
度
任
用
職
員

合

　

計

生 涯 学 習 部 長 1 1 1

生 涯 学 習 課 1 3 2 1 1 1 9 9

国 際 交 流 室 （1） （1） 1 1 1 3 1 4

生涯学園都市会館 （1）
(1)
1

（2）
(1)
1

2 8 10

文 化 会 館 （1）
(1)
1

（1） 1 1

高村光太郎記念館 （1） （1） （2） （1） 1 1

賢 治 ま ち づ く り 課 1 1
(1)
1

2 1 6 1 7

宮 沢 賢 治 童 話 村 （1） 5 5

ス ポ ー ツ 振 興 課 1 2 1 1 1 1 7 2 9

自 然 休 養 村 広 場 （1） （2） （1） （1） （1） （1）

鉛 温 泉 ス キ ー 場 （1） （2） （1） （1） （1） （1） 3

東和Ｂ＆Ｇ海洋センター （1） （2） （1） （1） （1） （1）
(1)
5

5

新 花 巻 図 書 館 計 画 室 （1）
(1)
1

（1） 2 1 4 4

補
助
執
行
機
関

花 巻 図 書 館 1 1 2
(1)
1

（1） 5 4 9

大 迫 図 書 館 1 1 2 4 6

石 鳥 谷 図 書 館 1 2 3 4 7

東 和 図 書 館 1 2 3 2 5

花 巻 新 渡 戸 記 念 館 1 1 2 1 3

萬 鉄 五 郎 記 念 美 術 館 （1） 1 1 2 2 4

宮 沢 賢 治 記 念 館 1 1 1 3 4 7

宮沢賢治イーハトーブ館 （1） 1 1 1 2

合　　計 1 5 14 11 9 6 6 2 54 45 99
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　(3) 小・中学校
令和４年４月１日現在

※市費負担職員は、表（1）小・中学校の所属別内訳

区　　　　　分

県費負担職員 市費負担職員

合 

計

校

長

副

校

長

教

諭

等

講

師

等

養
護
教
諭
等

栄
養
教
諭
等

事
務
職
員
等

計

校

務

員

計

小　　
学　　
校

花 巻 小 学 校 1 1 15 2 1 2 22 1 1 23

若 葉 小 学 校 1 1 34 6 2 1 45 1 1 46

桜 台 小 学 校 1 1 26 3 1 1 33 1 1 34

南 城 小 学 校 1 1 21 1 1 1 26 1 1 27

湯 口 小 学 校 1 1 10 1 1 1 15 1 1 16

湯 本 小 学 校 1 1 10 1 1 1 15 1 1 16

矢 沢 小 学 校 1 1 18 1 1 1 1 24 会 1 1 25

宮 野 目 小 学 校 1 1 15 2 1 20 1 1 21

太 田 小 学 校 1 1 9 1 1 13 会 1 1 14

笹 間 第 一 小 学 校 1 1 8 1 1 1 1 14 1 1 15

笹 間 第 二 小 学 校 1 1 3 2 1 1 9 会 1 1 10

大 迫 小 学 校 1 1 9 3 1 1 16 会 1 1 17

石 鳥 谷 小 学 校 1 1 18 1 1 2 24 会 1 1 25

新 堀 小 学 校 1 1 8 1 1 12 会 1 1 13

八 幡 小 学 校 1 1 9 1 1 13 1 1 14

八 重 畑 小 学 校 1 1 8 1 1 12 会 1 1 13

東 和 小 学 校 1 1 17 2 1 1 23 会 1 1 24

小　　計 17 17 238 21 19 5 19 336 17 17 353

中　
学　
校

花 巻 中 学 校 1 1 30 1 2 1 36 1 1 37

花 巻 北 中 学 校 1 1 20 2 1 1 26 1 1 27

南 城 中 学 校 1 1 15 1 1 19 1 1 20

湯 口 中 学 校 1 1 9 1 1 13 会 1 1 14

湯 本 中 学 校 1 1 10 1 1 14 1 1 15

矢 沢 中 学 校 1 1 14 1 1 18 1 1 19

宮 野 目 中 学 校 1 1 12 1 1 1 1 18 1 1 19

西 南 中 学 校 1 1 12 1 1 16 会 1 1 17

大 迫 中 学 校 1 1 8 1 1 1 13 会 1 1 14

石 鳥 谷 中 学 校 1 1 21 1 1 1 26 1 1 27

東 和 中 学 校 1 1 13 1 1 1 1 19 1 1 20

小　　計 11 11 164 4 11 6 11 218 11 11 229

合　　　　　計 28 28 402 25 30 11 30 554 28 28 582
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　(4) 幼稚園（表（1）幼稚園職員数の所属別内訳）

　(5) 学校給食

　(6) 保育園（表 (1) 保育園職員数の所属別内訳）

令和 4 年 4 月 1 日現在

令和 4 年 4 月 1 日現在

令和 4 年 4 月 1 日現在

区　　分 園長 副園長 上席主査 主査 主任 教諭 校務員 計

花巻幼稚園 1 1 1 1 1 会 3 会 1 9

土沢幼稚園 (1) 1 会 1 2

合　　計 1 2 1 1 1 4 1 11

区　　分
県 費 負 担 職 員 市 費 負 担 職 員

所長 次長 栄養教諭・栄養職員 計 所長 次長 調理士 計

花巻学校給食センター 2 2 (1) (1) 15 15

南城学校給食センター 1 1 (1) (1)

湯口学校給食センター 1 1 (1) (1)

湯本学校給食センター 1 1 (1) (1)

矢沢学校給食センター 1 1 (1) (1)

宮野目学校給食センター 1 1 (1) (1)

西南学校給食センター 1 1 (1) (1)

大迫学校給食センター 1 1 (1) (1)

石鳥谷学校給食センター 1 1 (1) (1) 10 10

東和学校給食センター 1 1 (1) (1) 8 8

合　　計 11 11 33 33

区　　分 園長 上席主査 主査 主任 保育士等 調理士 園務員 計

西 公 園 保 育 園 1 1 2 3 6・会 9 1 会 2 25

湯 口 保 育 園 1 1 3 1・会 3 1 会 1 11

宮 野 目 保 育 園 1 1 2 2 5・会 8 1 会 2 22

太 田 保 育 園 1 1 1 1 1・会 5 1 会 1 12

大 迫 保 育 園 1 3 2 3・会 7 1 会 1 18

亀 ケ 森 保 育 園 1 1 2 会 1 会 1 会 1 7

小 山 田 保 育 園 1 2 1・会 1 会 1 会 1 7

上 瀬 保 育 園 1 1 1 1 2・会 1 1 会 1 9

成 島 保 育 園 1 1 6 1・会 3 1 会 1 14

はなまきポラン保育園 (1) (1)

合　　計 9 9 18 11 58 9 9 125

（　　）：兼務職員

（　　）：兼務職員
※市費負担職員は、表（1）学校給食センター職員数の所属別内訳

（　　）：兼務職員
※「保育士等」には看護師、保育支援員を含む
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教育財政

１　一般会計の概要（令和４年度当初予算）

款
本年度 前年度

比較増減Ａ－Ｂ 増減率 (%)
予算額 Ａ 構成比 (%) 予算額 Ｂ 構成比 (%)

1 市 税 11,410,774 23.7 10,812,429 22.1 598,345 5.5

2 地 方 譲 与 税 880,714 1.8 822,184 1.7 58,530 7.1

3 利 子 割 交 付 金 4,800 0.0 7,300 0.0 △ 2,500 △ 34.2

4 配 当 割 交 付 金 18,400 0.0 20,500 0.1 △ 2,100 △ 10.2

5 株式等譲渡所得割交付金 15,800 0.0 12,100 0.0 3,700 30.6

6 法 人 事 業 税 交 付 金 128,463 0.3 74,419 0.2 54,044 72.6

7 地 方 消 費 税 交 付 金 2,228,100 4.6 2,265,000 4.6 △ 36,900 △ 1.6

8 ゴルフ場利用税交付金 13,900 0.0 11,200 0.0 2,700 24.1

9 環 境 性 能 割 交 付 金 41,300 0.1 39,300 0.1 2,000 5.1

10 地 方 特 例 交 付 金 77,400 0.2 330,100 0.7 △ 252,700 △ 76.6

11 地 方 交 付 税 14,130,000 29.3 13,990,000 28.6 140,000 1.0

12 交通安全対策特別交付金 15,200 0.0 14,400 0.0 800 5.6

13 分 担 金 及 び 負 担 金 668,671 1.4 661,585 1.4 7,086 1.1

14 使 用 料 及 び 手 数 料 677,822 1.4 699,239 1.4 △ 21,417 △ 3.1

15 国 庫 支 出 金 6,344,073 13.2 7,038,393 14.4 △ 694,320 △ 9.9

16 県 支 出 金 4,049,992 8.4 4,055,796 8.3 △ 5,804 △ 0.1

17 財 産 収 入 68,295 0.2 100,910 0.2 △ 32,615 △ 32.3

18 寄 附 金 2,000,001 4.2 1,500,001 3.1 500,000 33.3

19 繰 入 金 2,113,811 4.4 985,960 2.0 1,127,851 114.4

20 繰 越 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

21 諸 収 入 674,945 1.4 748,500 1.5 △ 73,555 △ 9.8

22 市 債 2,602,200 5.4 4,709,300 9.6 △ 2,107,100 △ 44.7

合　　計 48,164,662 100.0 48,898,617 100.0 △ 733,955 △ 1.5

(1) 歳　入 単位：千円

款
本年度 前年度

比較増減Ａ－Ｂ 増減率 (%)
予算額 Ａ 構成比 (%) 予算額 Ｂ 構成比 (%)

1 議 会 費 272,006 0.6 280,576 0.6 △ 8,570 △ 3.1

2 総 務 費 6,910,177 14.3 6,630,152 13.6 280,025 4.2

3 民 生 費 15,079,008 31.3 15,134,316 30.9 △ 55,308 △ 0.4

4 衛 生 費 2,920,192 6.1 2,899,417 5.9 20,775 0.7

5 労 働 費 197,504 0.4 179,542 0.4 17,962 10.0

6 農 林 水 産 業 費 3,504,227 7.3 3,403,161 7.0 101,066 3.0

7 商 工 費 1,675,158 3.5 2,074,013 4.2 △ 398,855 △ 19.2

8 土 木 費 5,444,963 11.3 5,956,501 12.2 △ 511,538 △ 8.6

9 消 防 費 1,648,012 3.4 1,615,717 3.3 32,295 2.0

10 教 育 費 4,796,096 9.9 5,191,958 10.6 △ 395,862 △ 7.6

11 災 害 復 旧 費 2,000 0.0 2,000 0.0 0 0.0

12 公 債 費 5,675,318 11.8 5,491,263 11.2 184,055 3.4

13 諸 支 出 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

14 予 備 費 40,000 0.1 40,000 0.1 0 0.0

合　　計 48,164,662 100.0 48,898,617 100.0 △ 733,955 △ 1.5

(2) 歳　出 単位：千円



― 14 ―

２　教育費の概要（令和４年度当初予算）

単位：千円

項　　　　　　　　　目 本年度予算額 Ａ前年度予算額 Ｂ 比較増減Ａ－Ｂ

10 款　教育費 4,796,096 5,191,958 △ 395,862

１項　教育総務費 704,004 732,542 △ 28,538

１目　教育委員会費 4,317 4,340 △ 23

２目　事務局費　 552,794 564,675 △ 11,881

３目　教育研究費 146,893 163,527 △ 16,634

２項　小学校費 547,815 566,496 △ 18,681

１目　小学校管理費 286,610 289,740 △ 3,130

２目　小学校教育振興費 261,205 276,756 △ 15,551

３項　中学校費 315,795 341,090 △ 25,295

１目　中学校管理費 197,706 221,800 △ 24,094

２目　中学校教育振興費 118,089 119,290 △ 1,201

４項　幼稚園費 207,845 238,630 △ 30,785

１目　幼稚園費 207,845 238,630 △ 30,785

５項　社会教育費 1,332,755 1,427,595 △ 94,840

１目　社会教育総務費 352,822 446,552 △ 93,730

２目　公民館費 4,680 5,866 △ 1,186

３目　図書館費 246,340 281,772 △ 35,432

４目　文化会館費 159,309 156,018 3,291

５目　宮沢賢治記念館費 90,124 81,760 8,364

６目　宮沢賢治イーハトーブ館費 42,381 41,203 1,178

７目　花巻新渡戸記念館費 41,647 47,060 △ 5,413

８目　文化財保護費 165,500 167,115 △ 1,615

９目　博物館費 142,784 132,750 10,034

10 目　萬鉄五郎記念美術館費 63,001 43,943 19,058

11 目　高村光太郎記念館費 24,167 23,556 611

６項　保健体育費 1,687,882 1,885,605 △ 197,723

１目　保健体育総務費 213,063 214,300 △ 1,237

２目　体育施設費 567,687 758,514 △ 190,827

３目　学校給食費 907,132 912,791 △ 5,659



就学前・学校教育

○　令和４年度花巻市学校教育指導指針

○　花巻市就学前教育プログラム

○　学　校　等
　　・幼稚園

　　・認定こども園

　　・保育園

　　・小規模保育事業所

　　・家庭的保育事業所

　　・事業所内保育事業所

　　・認可外保育施設

　　・学童クラブ

　　・地域子育て支援センター

　　・ファミリー・サポート・センター

　　・こども発達相談センター

　　・小中学校児童・生徒数及び学級数

　　・特別支援学級

　　・児童・生徒数の推移

　　・学校施設

　　・学校給食施設

　　・小・中学校の沿革等

　　・高等学校

　　・大学・大学院

　　・各種学校

　　・特別支援学校

○　花巻市奨学金（令和４年度）

○　令和４年度花巻市教育研究所運営計画

○　学校保健統計
　　・令和３年度小学校体力・運動能力調査結果

　　・令和３年度中学校体力・運動能力調査結果
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令令和和４４年年度度花花巻巻市市学学校校教教育育指指導導指指針針

花花巻巻市市教教育育委委員員会会学学校校教教育育課課

学校教育課では、第３期花巻市教育振興基本計画に掲げた基本目標を目指して取組を具体化していくために、市内各学

校の実態を的確に把握しながら目指すべき児童生徒像を想定し指導目標を設定しました。

《《花花巻巻市市学学校校教教育育指指導導目目標標》》

１１ 学学力力のの向向上上

１ 「確かな学力」の形成

№№１１ 的的確確なな実実態態把把握握にによよるる授授業業改改善善とと学学力力のの向向上上

①目標

・児童生徒の学習内容の定着状況を、諸調査を活用して客観的に把握し、『いわての授業づく

り３つの視点』を大切にした授業づくりと平成 年告示の学習指導要領で示された『主体

的・対話的で深い学び』を意識した授業づくりに、組織的に取り組むことを目指す。

・花巻市学力向上対策として、「学級・学年経営の充実」「学習者主体の授業改善」「家庭学

習の抜本的改善」の３点の取組が、各学校で組織的に図られることを目指す。

②令和４年度の重点

『学力向上アクションプラン』を活用し、各校における検証と改善のサイクル（ＣＡＰＤサ

イクル）が、組織的、計画的に推進されるようにする。

③主な取組

【学力向上推進事業】

◎「花巻市学力向上アクションプラン」の推進

○諸調査（全国学調・県学調、ＣＲＴ等）を根拠にしたアクションプランの策定と活用

○学力向上推進事業（数学・英語 アップシートを用いた家庭学習取組 全中学校１～３年）

○はなまき授業サポーター、中学サポーターの配置

○家庭・地域の理解促進（教育振興運動推進協議会及び花巻市ＰＴＡ連合会との連携）

○ＣＲＴの実施（市教委依頼対象学年・教科 小３・４ 国算、中１ 国社数理）

○学力向上支援員の配置（諸調査の分析、学校訪問、児童生徒・保護者への講義）

○漢字検定料全額助成（全小学校５・６年 年 回）

【小学校外国語教育推進事業】

○全小学校へＡＬＴを派遣（毎週訪問）

○小中交流研における、児童の学習歴の引き継ぎ

第３期（令和３～令和７）花巻市教育振興基本計画【基本目標】

郷郷土土をを愛愛しし、、丈丈夫夫なな体体とと深深いい知知性性をを持持つつ心心豊豊かかなな市市民民がが育育つつままちち
～すべての市民が学び合い、たくましく生き抜く強さと、思いやりの心を育む“人づくり”をめざして～

 

心心豊豊かかでで深深いい知知性性をを持持ちち、、夢夢やや希希望望のの実実現現にに向向けけててたたくくままししくく生生きき抜抜くく人人間間のの育育成成  

（２）学校教育【実現を目指す基本方針】

子子どどももたたちちがが、、夢夢とと希希望望をを持持ちち、、たたくくままししくく、、いいききいいききとと育育つつままちち
市の将来を担う子どもたちの「郷土への愛着」「丈夫な体」「深い知性」「豊かな心」を育む学校教育環境をつくります

 

２２ 学学校校教教育育のの充充実実【【実実現現にに向向けけたた取取組組】】

１１ 学学力力のの向向上上 ２２ 体体力力のの向向上上

３３ 豊豊かかなな人人間間性性のの育育成成 ４４ 個個にに応応じじたた支支援援体体制制のの充充実実

５５ 学学校校保保健健のの充充実実 ６６ 教教育育環環境境のの充充実実
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【中学校外国語教育推進事業】

○全中学校にＡＬＴを派遣（１クラス年間 時間）

○英語検定料全額助成（全中学校１～３年 年１回）

○小中交流研における、児童の学習歴の確認と引き継ぎ

№№２２ 教教職職員員のの指指導導力力向向上上とと研研究究研研修修のの奨奨励励

①目標

本市における教育課題の解決のため、積極的かつ計画的な研究や研修を推奨し、教職員の資

質の向上と指導力の一層の充実を目指す。

②令和４年度の重点

教育研究所が有する機能を生かし、学校教育上や自校の児童生徒に関する課題に対して実践

的または先進的な研究を推進し、花巻市教職員の資質、指導力の向上を図る。

③主な取組

【教育研究所主催事業】

○研究事業（研究班研究・教育研究所研究発表会）

≪研究班研究≫ＩＣＴ（授業改善、校務支援）、不適応児童生徒への組織的取組

≪教育研究所発表会≫１月 講演と研究発表（研究班研究）

≪授業実践公開研究会≫ 宮野目小・石鳥谷小・花巻中・南城中・湯口中

○研修事業（教科等部会研修会（任意）・小中交流研修・特別研修）

≪職能別研修≫研究主任研修会（ 月）

≪特別研修≫ふくろう講座（検討中 小外国語活動・外国語、中英語、特別支援教育 等）

○副読本作成事業（部分改訂）

○教育情報事業（資料の整理及び活用、所報はなまきの発刊等）

２ 「社会の変化に対応した」教育の推進

№№３３ 小小規規模模校校のの協協働働的的なな学学びびのの場場のの設設定定

①目標

小規模校に在籍する児童の、同年齢集団の学習機会を確保するために、発達課題に応じた協

働的な学びの場を提供する。

②令和４年度の重点

まなび交流事業の計画的な実施を図る。

③主な取組

【まなび交流学習事業】音楽・体育・総合的な学習の時間等の交流学習を支援（笹間地区）

№№４４ 保保幼幼ここ小小連連携携、、小小中中連連携携のの充充実実

①目標

・保育園、幼稚園、認定こども園から小学校への円滑な接続を目指した連携強化を図る。

・中１ギャップの解消と９年間を見越した学力向上と生徒指導の充実を目指す。

②令和４年度の重点

・接続を意識した連携の強化。

・小中交流研における、学区ごとの重点取組（共通取組）事項の確認と実施。

③主な取組

【はなまき保幼こ一体研修事業】保幼こ小連携研修（各種参観・ブロック会議） こども課

【小中連携強化事業】

○学区小中学校において小中連携して家庭学習充実等の検討を実施
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№№５５ 情情報報活活用用能能力力のの育育成成

①目標

・ＩＣＴ機器や各種ソフトウエアの積極的な活用を図りながら、児童生徒の情報活用能力とプ

ログラミング的思考の育成を目指す。

・市アンケート調査の実施と結果の周知により、小学校から高等学校まで継続・連携した指導

を推進し、児童生徒、保護者に対し、情報モラルの確実な理解を促進する。

②令和４年度の重点

・一人一台端末を活用した授業づくりに関する研修に組織的に取り組み、 活用を推進する。

・プログラミング教育の指導法を明らかにし、プログラミング的思考の育成を図る。

・情報機器使用状況調査の結果や分析をもとに、情報モラル教育の充実を図る。

③主な取組

【ＩＣＴ活用推進】学習用タブレット端末の活用推進（授業および家庭への持ち帰り学習）

【ＩＣＴ活用事業】ＩＣＴ支援員の配置（授業支援等）、ＩＣＴ活用研修会

【小中交流研】各校におけるＩＣＴの活用状況及び児童生徒の実態について確認と引き継ぎ

【生徒主体の取組】情報機器利用に関するルールやマナー等について、生徒 児童 会活動を通し

た、生徒 児童 が主体となった取組を実施

【情報機器使用状況調査】情報機器使用状況調査の実施と分析、調査結果を活用した各校での指

導 生徒指導連絡協議会

２２ 体体力力のの向向上上

１ 体力・運動能力の向上

№№６６ 体体力力・・運運動動能能力力のの実実態態把把握握とと向向上上にに向向けけたた改改善善

①目標

児童生徒の体力と健康（肥満等）に係る調査結果を活用し、望ましい生活習慣の確立と運動

習慣の形成に向け、各校の実態に応じた改善策が、計画的・組織的に講じられることを目指す。

②令和４年度の重点

児童生徒の体力と健康（肥満等）に係る調査結果を踏まえ、改善の取組を計画的・組織的に

進め、体力・運動能力の向上を図る。

③主な取組

【体力向上実践推進事業】基礎体力の向上に取り組む実践校の支援

（Ｒ４～５ 湯口小、八幡小、八重畑小）

【小中学校スポーツ振興事業】小学校体育連盟と中学校体育連盟の活動支援

２ 家庭と連携した健やかな体づくりの推進

№№７７ 食食育育指指導導のの充充実実

①目標

・各校が食育全体計画に基づいた教育活動を着実に実践するとともに、望ましい食習慣の確立

のため、家庭との連携を図り食育指導を展開することを目指す。

・地域の食材やそれに関わる人を知ることで、食べ物の大切さを学ぶことを目指す。

②令和４年度の重点

地域の生産者と連携し、児童生徒が食材、特産物について知るとともに、学校での特別活動

や総合的な学習の時間など出前授業等への積極的参画を図る。

③主な取組

【食育全体計画の見直し】栄養教諭との連携。具体的な指導場面、指導内容を設定した計画の立

案。学級担任、保護者との連携など取組の充実を図るための実施体制の確立

【地産地消給食の実施】地元で育まれた食材を生かした給食の提供［学校給食管理室］

【他機関との連携】出前授業、調理実習等における外部講師、授業補助者の活用
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【中学校外国語教育推進事業】

○全中学校にＡＬＴを派遣（１クラス年間 時間）

○英語検定料全額助成（全中学校１～３年 年１回）

○小中交流研における、児童の学習歴の確認と引き継ぎ

№№２２ 教教職職員員のの指指導導力力向向上上とと研研究究研研修修のの奨奨励励

①目標

本市における教育課題の解決のため、積極的かつ計画的な研究や研修を推奨し、教職員の資

質の向上と指導力の一層の充実を目指す。

②令和４年度の重点

教育研究所が有する機能を生かし、学校教育上や自校の児童生徒に関する課題に対して実践

的または先進的な研究を推進し、花巻市教職員の資質、指導力の向上を図る。

③主な取組

【教育研究所主催事業】

○研究事業（研究班研究・教育研究所研究発表会）

≪研究班研究≫ＩＣＴ（授業改善、校務支援）、不適応児童生徒への組織的取組

≪教育研究所発表会≫１月 講演と研究発表（研究班研究）

≪授業実践公開研究会≫ 宮野目小・石鳥谷小・花巻中・南城中・湯口中

○研修事業（教科等部会研修会（任意）・小中交流研修・特別研修）

≪職能別研修≫研究主任研修会（ 月）

≪特別研修≫ふくろう講座（検討中 小外国語活動・外国語、中英語、特別支援教育 等）

○副読本作成事業（部分改訂）

○教育情報事業（資料の整理及び活用、所報はなまきの発刊等）

２ 「社会の変化に対応した」教育の推進

№№３３ 小小規規模模校校のの協協働働的的なな学学びびのの場場のの設設定定

①目標

小規模校に在籍する児童の、同年齢集団の学習機会を確保するために、発達課題に応じた協

働的な学びの場を提供する。

②令和４年度の重点

まなび交流事業の計画的な実施を図る。

③主な取組

【まなび交流学習事業】音楽・体育・総合的な学習の時間等の交流学習を支援（笹間地区）

№№４４ 保保幼幼ここ小小連連携携、、小小中中連連携携のの充充実実

①目標

・保育園、幼稚園、認定こども園から小学校への円滑な接続を目指した連携強化を図る。

・中１ギャップの解消と９年間を見越した学力向上と生徒指導の充実を目指す。

②令和４年度の重点

・接続を意識した連携の強化。

・小中交流研における、学区ごとの重点取組（共通取組）事項の確認と実施。

③主な取組

【はなまき保幼こ一体研修事業】保幼こ小連携研修（各種参観・ブロック会議） こども課

【小中連携強化事業】

○学区小中学校において小中連携して家庭学習充実等の検討を実施
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№№５５ 情情報報活活用用能能力力のの育育成成

①目標

・ＩＣＴ機器や各種ソフトウエアの積極的な活用を図りながら、児童生徒の情報活用能力とプ

ログラミング的思考の育成を目指す。

・市アンケート調査の実施と結果の周知により、小学校から高等学校まで継続・連携した指導

を推進し、児童生徒、保護者に対し、情報モラルの確実な理解を促進する。

②令和４年度の重点

・一人一台端末を活用した授業づくりに関する研修に組織的に取り組み、 活用を推進する。

・プログラミング教育の指導法を明らかにし、プログラミング的思考の育成を図る。

・情報機器使用状況調査の結果や分析をもとに、情報モラル教育の充実を図る。

③主な取組

【ＩＣＴ活用推進】学習用タブレット端末の活用推進（授業および家庭への持ち帰り学習）

【ＩＣＴ活用事業】ＩＣＴ支援員の配置（授業支援等）、ＩＣＴ活用研修会

【小中交流研】各校におけるＩＣＴの活用状況及び児童生徒の実態について確認と引き継ぎ

【生徒主体の取組】情報機器利用に関するルールやマナー等について、生徒 児童 会活動を通し

た、生徒 児童 が主体となった取組を実施

【情報機器使用状況調査】情報機器使用状況調査の実施と分析、調査結果を活用した各校での指

導 生徒指導連絡協議会

２２ 体体力力のの向向上上

１ 体力・運動能力の向上

№№６６ 体体力力・・運運動動能能力力のの実実態態把把握握とと向向上上にに向向けけたた改改善善

①目標

児童生徒の体力と健康（肥満等）に係る調査結果を活用し、望ましい生活習慣の確立と運動

習慣の形成に向け、各校の実態に応じた改善策が、計画的・組織的に講じられることを目指す。

②令和４年度の重点

児童生徒の体力と健康（肥満等）に係る調査結果を踏まえ、改善の取組を計画的・組織的に

進め、体力・運動能力の向上を図る。

③主な取組

【体力向上実践推進事業】基礎体力の向上に取り組む実践校の支援

（Ｒ４～５ 湯口小、八幡小、八重畑小）

【小中学校スポーツ振興事業】小学校体育連盟と中学校体育連盟の活動支援

２ 家庭と連携した健やかな体づくりの推進

№№７７ 食食育育指指導導のの充充実実

①目標

・各校が食育全体計画に基づいた教育活動を着実に実践するとともに、望ましい食習慣の確立

のため、家庭との連携を図り食育指導を展開することを目指す。

・地域の食材やそれに関わる人を知ることで、食べ物の大切さを学ぶことを目指す。

②令和４年度の重点

地域の生産者と連携し、児童生徒が食材、特産物について知るとともに、学校での特別活動

や総合的な学習の時間など出前授業等への積極的参画を図る。

③主な取組

【食育全体計画の見直し】栄養教諭との連携。具体的な指導場面、指導内容を設定した計画の立

案。学級担任、保護者との連携など取組の充実を図るための実施体制の確立

【地産地消給食の実施】地元で育まれた食材を生かした給食の提供［学校給食管理室］

【他機関との連携】出前授業、調理実習等における外部講師、授業補助者の活用
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３３ 豊豊かかなな人人間間性性のの育育成成

１）認め合い、高め合う集団の育成

№№８８ 学学級級経経営営・・集集団団づづくくりりのの充充実実

①目標

教師と児童生徒の信頼関係の構築及び児童生徒相互の好ましい人間関係が育まれる学級経

営を目指し、集団の一員としての自覚と責任の育成、他者との協調性、集団の目標達成に貢献

する態度の育成を図る。

②令和４年度の重点

具体的な学級経営や集団づくりのあり方について指導・支援を行う。

③主な取組

【初任者研修】具体的な学級経営や集団づくりの考え方、方法に関する指導・支援

№№９９ 積積極極的的なな生生徒徒指指導導のの充充実実

①目標

すべての児童生徒の自己指導能力の育成による人格のよりよい発達を目指すことで、将来、

社会において自己実現ができるよう積極的な生徒指導を推進する。

②令和４年度の重点

・生徒指導連絡協議会での研修の充実及び生徒指導主事間の情報交換、指導方針の確認等を行

う。

・花巻市生徒支援員との情報交換を密に行い、問題の事後対応だけではなく、児童生徒理解を

前提とした事前の指導が充実するよう、支援に努める。

③主な取組

【生徒指導連絡協議会】年２回開催（いじめ対策等の研修と学校間の情報の共有）

【学校警察連絡会・スクールサポーター制度】花巻警察署との連携、情報共有、問題行動の未然防止

（２）多面的な力の育成

№№ 多多面面的的なな児児童童生生徒徒理理解解

①目標

「学習」や「運動」に加え「全校・模範的活動分野」の情報収集に努め、児童生徒の活躍が

確実に児童生徒栄誉賞の受賞につながるよう積極的な掘り起こしを行う。

②令和４年度の重点

児童生徒栄誉賞の充実を図る。

③主な取組

【児童・生徒表彰事業】児童生徒栄誉賞の授与

【学校文化活動事業】中学校文化連盟事業への補助、音楽コンクール等出場への支援

（３）復興教育の充実

№№ 防防災災教教育育をを核核ととししたた復復興興教教育育のの実実践践

①目標

いわての復興教育の理念を踏まえ、副読本（初版及び改訂版）の活用を通して復興教育の推

進を図るとともに、防災教育の実践的取組の具体化を目指す。

②令和４年度の重点

実践的な防災教育、復興教育に関わる学校の取組を支援し、その成果を市内に普及する。

③主な取組

【キャリア学習支援事業】被災地訪問等への事業費補助



― 19 ―4 
 

３３ 豊豊かかなな人人間間性性のの育育成成

１）認め合い、高め合う集団の育成

№№８８ 学学級級経経営営・・集集団団づづくくりりのの充充実実

①目標

教師と児童生徒の信頼関係の構築及び児童生徒相互の好ましい人間関係が育まれる学級経

営を目指し、集団の一員としての自覚と責任の育成、他者との協調性、集団の目標達成に貢献

する態度の育成を図る。

②令和４年度の重点

具体的な学級経営や集団づくりのあり方について指導・支援を行う。

③主な取組

【初任者研修】具体的な学級経営や集団づくりの考え方、方法に関する指導・支援

№№９９ 積積極極的的なな生生徒徒指指導導のの充充実実

①目標

すべての児童生徒の自己指導能力の育成による人格のよりよい発達を目指すことで、将来、

社会において自己実現ができるよう積極的な生徒指導を推進する。

②令和４年度の重点

・生徒指導連絡協議会での研修の充実及び生徒指導主事間の情報交換、指導方針の確認等を行

う。

・花巻市生徒支援員との情報交換を密に行い、問題の事後対応だけではなく、児童生徒理解を

前提とした事前の指導が充実するよう、支援に努める。

③主な取組

【生徒指導連絡協議会】年２回開催（いじめ対策等の研修と学校間の情報の共有）

【学校警察連絡会・スクールサポーター制度】花巻警察署との連携、情報共有、問題行動の未然防止

（２）多面的な力の育成

№№ 多多面面的的なな児児童童生生徒徒理理解解

①目標

「学習」や「運動」に加え「全校・模範的活動分野」の情報収集に努め、児童生徒の活躍が

確実に児童生徒栄誉賞の受賞につながるよう積極的な掘り起こしを行う。

②令和４年度の重点

児童生徒栄誉賞の充実を図る。

③主な取組

【児童・生徒表彰事業】児童生徒栄誉賞の授与

【学校文化活動事業】中学校文化連盟事業への補助、音楽コンクール等出場への支援

（３）復興教育の充実

№№ 防防災災教教育育をを核核ととししたた復復興興教教育育のの実実践践

①目標

いわての復興教育の理念を踏まえ、副読本（初版及び改訂版）の活用を通して復興教育の推

進を図るとともに、防災教育の実践的取組の具体化を目指す。

②令和４年度の重点

実践的な防災教育、復興教育に関わる学校の取組を支援し、その成果を市内に普及する。

③主な取組

【キャリア学習支援事業】被災地訪問等への事業費補助
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（４）地域を愛する人材の育成

№№ ふふるるささとと学学習習（（地地域域体体験験・・キキャャリリアア教教育育））のの深深化化拡拡充充

①目標

・地域の伝統や文化を学び、そのよさを継承・発展しようとする意識の向上を目指す。

・児童生徒の発達段階に応じたキャリア教育を組織的･系統的に推進し、総合生活力、人生設計

力の育成を図る。

②令和４年度の重点

・各校のキャリア教育全体計画を把握し、指導目標等の適正化を推進する。

・各校における「キャリア・パスポート」の作成・活用を推進する。

③主な取組

【キャリア学習支援事業】各校の計画による体験活動を充実

【博物館等の市の教育施設の積極的な活用】文化財の活用と講師の派遣［博物館］

（５）命の教育の推進

№№ 道道徳徳教教育育のの充充実実

①目標

道徳教育を学校の教育活動全体で計画的に実施するとともに、「考え・議論する」道徳への

質的転換を図り、児童生徒の道徳性を養うことができる魅力的な授業づくりを目指す。

②令和４年度の重点

・「特別の教科 道徳」の指導と評価についての理解の促進を図り、児童生徒にとって魅力あ

る授業づくりが行われるよう指導、支援を行う。

・各学校における道徳教育の目標を踏まえ、校長の明確な方針の下、道徳教育推進教師を中心

とした推進体制を構築し、全教職員が協力して道徳教育を推進するよう指導、支援を行う。

・道徳科の授業改善及び評価の在り方について研修の充実を図る。

③主な取組

【指導主事訪問】校内研究会等での助言の充実・県事業との連携

№№ いいじじめめ問問題題へへのの対対応応

①目標

・いじめを絶対に許さないという児童生徒の育成を目指す。

・いじめは、社会性を身に付ける途上にある児童生徒が集団で活動する場合、「全ての児童生

徒、全ての学級、全ての学校で起こり得る」ことを前提とし、「いじめ見逃しゼロ」との認

識に立った上で、学校全体及び教職員一人一人が、早期発見、早期対応、未然防止に努める。

②令和４年度の重点

・いじめ防止基本方針に則り、いじめの未然防止及び適切かつ迅速に組織的な対応（いじめ認

知状況の的確な把握と早期対応）が進められるよう指導・支援を行う。

・各校における『いじめ問題対応マニュアル』の共通理解の徹底を図る。また、重大事態また

は、そうなることが予測される事案への対応の在り方を徹底する。

③主な取組

【いじめ防止等のための基本的な方針】方針に基づく指導の充実、ケース会議の開催

【いじめ問題対策連絡協議会】関係機関等で連携して、いじめへの対策の在り方や情報共有を行

うことを目的として設置。保護者や地域の方々へ市内の状況を積極的に公開する。

【いじめ防止を考える日】児童生徒主体のいじめ防止にかかわる取組の実施【令和 年 月１日 水 】

【いじめ認知件数把握】いじめ認知にかかわる確認と月ごとの確実な実態把握
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４４ 個個にに応応じじたた支支援援体体制制のの充充実実

№№ 特特別別支支援援教教育育のの充充実実

①目標

・発達障がい等の特別な支援を必要とする児童生徒への的確な教育的支援を充実するため、ふ

れあい共育推進員の配置や専門家及び専門機関との連携を図る。

・巡回教育相談体制を充実し、児童生徒のニーズに応じた支援の充実を図る。

・『いわて特別支援教育推進プラン』の「つなぐ（就学から卒業後までの一貫した支援の充実）」

「いかす（各校種における指導・支援の充実）」、「支える（教育環境の充実・県民理解の促

進）」の充実を目指す。

②令和４年度の重点

教育相談員、こども課との連携による情報共有と個別支援の充実を図り、市教委・学校・保

護者・関係機関とで協力して児童生徒の支援を進められる体制の充実を図る。

③主な取組

【特別支援事業】

○花巻市特別支援教育推進事業に係る専門家・巡回相談員チームの設置

○ふれあい共育の推進（ふれあい共育推進員の配置と推進員の研修の実施）

○特別支援教育コーディネーター会議の実施

○ＷＩＳＣ Ⅳ知能検査講習会の受講

○ことばの教室における通級指導等の環境と指導体制の整備

№№ 不不登登校校児児童童生生徒徒へへのの対対応応

①目標

・生徒支援員、地域福祉課、児童相談所、生徒指導主事等と連携し、未然防止、早期発見、早

期対応、事後指導など適切な対応を行う。

・教育相談室、適応指導教室等、保護者が児童生徒についての悩みを気軽に相談できる体制の

充実に努める。

・児童生徒の情報を共有し、共通理解の下で適切な指導が進められるよう関係機関との連携強

化に努める。

②令和４年度の重点

ＳＳＷとの連携を図った確実な情報収集、小・中学校間の確実な引継ぎ体制の構築、生徒支

援ケース会議等をもとにした段階的な不登校児童生徒への対応や支援のあり方を相談できる体

制の充実を図る。

③主な取組

【教育相談事業】

○学校不適応指導の充実（ＳＳＷ〔学校教育課〕、生徒支援員〔学校〕の配置）

○問題を抱える児童生徒・保護者への教育相談（教育相談員５名の配置）

○不登校児童生徒のための適応指導教室「風の子ひろば」の設置

５５ 学学校校保保健健のの充充実実

№№ 学学校校保保健健のの充充実実とと家家庭庭とと連連携携ししたた健健康康づづくくりり

①目標

・学校における保健指導及び各種検診等の充実を図り、児童生徒の健康管理に努める。

・児童生徒の望ましい基本的生活習慣の確立を目指す。

・学校保健の推進向上を図る学校保健会との連携及び活動の支援に努める。

②令和４年度の重点

生活アンケートを基に、部活動時間の適正化や家庭での生活習慣の改善を図る。

③主な取組

【学校保健事業】学校保健管理の支援、学校保健会の活動支援、災害共済等の事務

【生活アンケートの活用】結果分析をもとにした各関係機関との連携指導の強化
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４４ 個個にに応応じじたた支支援援体体制制のの充充実実

№№ 特特別別支支援援教教育育のの充充実実

①目標

・発達障がい等の特別な支援を必要とする児童生徒への的確な教育的支援を充実するため、ふ

れあい共育推進員の配置や専門家及び専門機関との連携を図る。

・巡回教育相談体制を充実し、児童生徒のニーズに応じた支援の充実を図る。

・『いわて特別支援教育推進プラン』の「つなぐ（就学から卒業後までの一貫した支援の充実）」

「いかす（各校種における指導・支援の充実）」、「支える（教育環境の充実・県民理解の促

進）」の充実を目指す。

②令和４年度の重点

教育相談員、こども課との連携による情報共有と個別支援の充実を図り、市教委・学校・保

護者・関係機関とで協力して児童生徒の支援を進められる体制の充実を図る。

③主な取組

【特別支援事業】

○花巻市特別支援教育推進事業に係る専門家・巡回相談員チームの設置

○ふれあい共育の推進（ふれあい共育推進員の配置と推進員の研修の実施）

○特別支援教育コーディネーター会議の実施

○ＷＩＳＣ Ⅳ知能検査講習会の受講

○ことばの教室における通級指導等の環境と指導体制の整備

№№ 不不登登校校児児童童生生徒徒へへのの対対応応

①目標

・生徒支援員、地域福祉課、児童相談所、生徒指導主事等と連携し、未然防止、早期発見、早

期対応、事後指導など適切な対応を行う。

・教育相談室、適応指導教室等、保護者が児童生徒についての悩みを気軽に相談できる体制の

充実に努める。

・児童生徒の情報を共有し、共通理解の下で適切な指導が進められるよう関係機関との連携強

化に努める。

②令和４年度の重点

ＳＳＷとの連携を図った確実な情報収集、小・中学校間の確実な引継ぎ体制の構築、生徒支

援ケース会議等をもとにした段階的な不登校児童生徒への対応や支援のあり方を相談できる体

制の充実を図る。

③主な取組

【教育相談事業】

○学校不適応指導の充実（ＳＳＷ〔学校教育課〕、生徒支援員〔学校〕の配置）

○問題を抱える児童生徒・保護者への教育相談（教育相談員５名の配置）

○不登校児童生徒のための適応指導教室「風の子ひろば」の設置

５５ 学学校校保保健健のの充充実実

№№ 学学校校保保健健のの充充実実とと家家庭庭とと連連携携ししたた健健康康づづくくりり

①目標

・学校における保健指導及び各種検診等の充実を図り、児童生徒の健康管理に努める。

・児童生徒の望ましい基本的生活習慣の確立を目指す。

・学校保健の推進向上を図る学校保健会との連携及び活動の支援に努める。

②令和４年度の重点

生活アンケートを基に、部活動時間の適正化や家庭での生活習慣の改善を図る。

③主な取組

【学校保健事業】学校保健管理の支援、学校保健会の活動支援、災害共済等の事務

【生活アンケートの活用】結果分析をもとにした各関係機関との連携指導の強化
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６６ 教教育育環環境境のの充充実実

（１）児童生徒の安全確保

№№ 学学校校安安全全体体制制のの整整備備

①目標

・児童生徒の登下校を中心とした見守り活動を実施するスクールガードを組織化するとともに

通学路の安全対策に取り組む。

・災害や校内における事故、食物アレルギー発症への対応等に対し、危機管理マニュアルの見

直しや対処の仕方の共通認識を図るなど、児童生徒の万が一の事故等に備え、日常的に緊急

対応できる体制づくりを目指す。

②令和４年度の重点

通学路安全点検の計画的推進とスクールガードの組織化を推進する。

③主な取組

【学校安全確保事業】スクールガードリーダーの委嘱と巡回指導、巡回相談等

【通学路の安全対策の推進】関係機関との連携による危険箇所の把握・改善

【心肺蘇生及び救急研修】花巻市消防本部との連携（ 使用に関わる研修会の実施）

【学校安全体制の推進】児童生徒の事故や食物アレルギー発症等の緊急対応マニュアルの整備

学校教育課・学校給食管理室

（２）魅力・活力ある学校経営

№№ 確確かかなな教教育育課課程程のの編編成成とと特特色色ああるる学学校校経経営営

①目標

実授業数を確保したゆとりある教育課程編成のもとに、教育活動の質を向上させ、学習効果

の最大化を図るカリキュラム・マネジメントの推進に努め、地域や学校の特色を生かした学校

経営を目指す。

※カリキュラム・マネジメントの推進（児童生徒や学校・地域の実態の適切な把握、教育内

容や時間の適切な配分、必要な人的・物的体制の確保、教育課程の実施状況の評価と改善）

②令和４年度の重点

・教務主任会議や学校経営に係る報告書、計画書の確認等を通して、学校の方針が明確となる

ための学校経営計画の立案と実施を支援する。

・生活アンケート等を通して、部活動の適正化に向けての具体的な取組を推進する。

③主な取組

【確かな教育課程編成】教務主任会議の開催 教育課程及び学校経営計画の確認

【学校図書館支援事業】図書館支援員の配置 学校図書館の環境整備、利用促進のための指導支

援、図書ボランティアとの連携

№№ 学学校校経経営営ママネネジジメメンントト（（働働きき方方改改革革））

①目標

教員の勤務環境の改善および業務内容の効率化等を図ることで、教員が児童生徒と向き合え

る時間の確保を目指す。

②令和４年度の重点

・勤務時間の把握と検証に努め、教職員の勤務時間の意識化や適正管理を行う。 学務管理課

・夏季休業期間中における学校閉庁日の拡大

・統合型校務支援システムの導入に向けた調査・検討及び導入準備

・花巻市部活動等の在り方に関する方針の周知と実施

・各中学校の部活動方針と各部活動の年間活動計画の作成

・各中学校への部活動指導員の配置と活用の在り方の検討
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③主な取組

【部活動の在り方検討会議】花巻市部活動等の在り方に関する方針の検証、各中学校の部活動方

針の作成等、関係団体との協議

№№ 社社会会にに開開かかれれたた教教育育課課程程のの推推進進

①目標

・「学校評議員制度」と「いわて型コミュニティ・スクール」を発展的に解消し、これまで取

り組んできた「教育振興運動（地域学校協働活動）」と「小中連携教育」をさらに充実させ

るため、中学校区に一つの学校運営協議会の設置を目指す。

・小学校から中学校までの９年間、学校、保護者及び地域住民が「目指す子ども像」を共有し

協働することで、「地域とともにある学校づくり」を推進し、教育環境の向上を図る。

・家庭や地域と連携を強化しながら、目標達成型の学校経営の取組を推進し、家庭・地域との

協働による学校経営の推進を図る。

・学校評価や教育活動の公開等を積極的に行い、信頼される学校づくりを目指す。

・地域の人的・物的資源の積極的な活用や社会教育との連携を図る。

②令和４年度の重点

・コミュニティ・スクールの更なる導入に向けて、学校関係者等との調整、準備を推進する。

・目標達成型の学校経営の取組を推進するとともに、「まなびフェスト」を活用した「学校評

価」を実施し、学校評議員又は学校運営協議会委員の参画による学校関係者評価の推進を図

る。

・学校地域協働連携事業による学校と地域の協働による実践活動の普及を図る。

③主な取組

・令和４年度に学校運営協議会を設置する地区（花巻北、湯口、矢沢、大迫、東和中学校区）

への支援を実施するとともに、令和５年４月１日までに市内全中学校区への学校運営協議会

設置に向けて、学校関係者等との調整、準備を進める。

・学校運営協議会を設置した場合は、地域コーディネーターを配置できることから、地域コー

ディネーターを中心とした、学校と地域の協働による教育課程の実践を推進する。

・「まなびフェスト」を活用した「学校評価」を実施し、学校経営計画の改善に生かす。

《《成成果果指指標標 》》第第３３期期花花巻巻市市教教育育振振興興基基本本計計画画（（令令和和３３年年策策定定））

指標項目（県学習定着度状況調査、全国体

力・運動能力、運動習慣等調査 肯定回答） 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標値 

将来の夢や目標をもっている児童生徒
の割合

小

中

運動やスポーツが好きな児童生徒の割
合（ は「生活アンケート」からの参考値）

小

中

自分によいところがあると思っている
児童生徒の割合

小

中

児童生徒の学力の定着状況
＜全教科平均値を県平均 として表示＞

小 －

中 －

9 
 

《《成成果果指指標標 》》花花巻巻市市学学力力向向上上策策のの要要点点（（平平成成 年年策策定定、、令令和和元元年年度度部部分分改改定定））

岩手県学習定着度状況調査の児童生徒質問紙の項目から、花巻市学力向上策の３つの要点の取組

状況を図る。ただし、令和元年度に岩手県学習定着度状況調査の実施主体である岩手県教育委員会

が児童生徒質問紙調査の内容を一部変更したことにより、前年度までの実績値と直接比較ができな

い項目がある。なお、これら変更された質問項目に係る令和２年度の目標値は令和元年度の県の実

績値として表示している。

指標項目（県学習定着度状況調査 児童生徒質問紙

肯定回答） 現状値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 

生
活
・
学
習
環
境
の
向
上

学校に行くのは楽しいと思いますか
小

中

自分にはよいところがあると思いますか
小

中

先生やまわりの人は、あなたのよいところ

を認めてくれていると思いますか

小

中

学級は、お互いに助け合ったり、お互いの

よさを認め合ったりできている学級だと思

いますか

小

中

学級には、授業中の先生からの質問や、教

科書の問題の答えなどについて、間違って

も認めあえる雰囲気がありますか

小

中

学
習
者
主
体
の
授
業
改
善

普段の授業で、自分の考えを発表する機会

が与えられていると思いますか↓Ｒ１変

更

授業では、学級の友達との間で話し合う活

動を通して、自分の考えを深めたり、広げ

たりすることができていると思いますか

小

中

普段の授業で、目標（めあて・ねらい）が

示されていると思いますか↓Ｒ１変更

授業中、課題の解決に向けて、自分で考え、

自分から取り組んでいると思いますか

小

中

普段の授業で、最後に学習内容を振り返る

活動をよく行っていると思いますか↓Ｒ

１変更

授業の中の振り返る活動で、その時間の学

習内容で何が大切だったか分かったと感じ

ていますか

小

中

先生は、あなたが授業やテストでわからな

かったところや、理解していないところに

ついて、分かるまで教えてくれますか

小

中

家
庭
学
習
の
抜
本
的
改
善

学校の授業以外で、１日にどれくらいの時
間、勉強しますか（小 ・ 年→ 時間以上、
中→ 時間以上、勉強している）

小

中

家で、自分で計画を立てて勉強しています

か

小

中

家で勉強する内容は、次のどれが多いです

か（宿題だけでない回答 ）↓Ｒ１変

更

学校の宿題などに加え、弱点を克服する学

習に取り組んだり、発展的な問題に取り組

んだりしていますか

小

中
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全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査及及びび岩岩手手県県学学習習定定着着度度状状況況調調査査

◆◆ 教教科科調調査査平平均均正正答答率率一一覧覧 ※平均正答率は、小数点以下を四捨五入して、整数値で示しています。【単位％】 
小小学学校校６６年年生生 国国語語 算算数数 中中学学校校３３年年生生 国国語語 数数学学

花花巻巻市市 ６６３３ ６６６６ 花花巻巻市市 ６６６６ ５５３３

岩手県 ６５ ６８ 岩手県 ６６ ５４

全国 ６５ ７０ 全国 ６５ ５７

【【小小学学校校】】 国国語語、、算算数数とともも全全国国、、県県ととのの比比較較でで課課題題。。特特にに算算数数はは全全国国ととのの比比較較でで大大ききなな課課題題。。

【【中中学学校校】】 国国語語はは全全国国ととのの比比較較でで望望ままししいい傾傾向向。。数数学学はは全全国国ととのの比比較較でで大大ききなな課課題題。。

◆◆ 県県のの平平均均正正答答率率ととのの比比較較 ※平均正答率は、小数点以下を四捨五入し、整数値で示しています。英語（ＩＢＡ）

１，０００点満点は、１００点満点に換算し表示しています。 【単位％】 
小小学学校校５５年年生生 国国語語 算算数数 中中学学校校２２年年生生 国国語語 数数学学 英英語語

花花巻巻市市 ５５３３ ５５６６ 花花巻巻市市 ６６６６ ３３８８ ６６５５

岩手県 ５３ ５５ 岩手県 ６３ ４０ ６７

【【小小学学校校】】 国国語語、、算算数数とともも県県ととのの比比較較でで概概ねね望望ままししいい傾傾向向。。

【【中中学学校校】】 国国語語はは県県ととのの比比較較でで望望ままししいい傾傾向向。。数数学学、、英英語語とともも県県ととのの比比較較でで課課題題。。

◆◆ 令令和和３３年年度度小小５５以以前前のの学学年年ににおおけけるる平平均均正正答答率率ととのの差差一一覧覧 ※数値は花巻市と県・全国の平均正答率の差を表し

ています。令和元年度から全国学調国語Ａ［知識］・Ｂ［活用］は国語、算数・数学Ａ［知識］・Ｂ［活用］は算数・

数学にそれぞれ一体化されています。 【単位％】 

【【小小学学校校】】 学学級級・・学学年年経経営営のの充充実実とと児児童童のの家家庭庭学学習習習習慣慣のの定定着着にによよりり、、学学力力をを高高くく維維持持すするる取取組組がが重重要要。。

【【中中学学校校】】 学学習習者者主主体体のの授授業業改改善善とと家家庭庭学学習習のの質質的的・・量量的的改改善善にによよりり、、数数学学、、英英語語のの学学力力向向上上のの取取組組がが重重要要。。
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令令和和３３年年度度 全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査のの結結果果（（小小学学校校６６年年生生、、中中学学校校３３年年生生））――全全国国・・県県ととのの比比較較かからら――

 

令令和和３３年年度度 岩岩手手県県学学習習定定着着度度状状況況調調査査のの結結果果（（小小学学校校５５年年生生、、中中学学校校２２年年生生）） －－県県ととのの比比較較かからら－－

同同一一集集団団ににおおけけるる岩岩手手県県学学習習定定着着度度状状況況調調査査県県比比及及びび全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査全全国国比比のの経経年年変変化化
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平成２１年５月１８日策定

平成２８年４月１日改訂

令和３年４月１日改訂

花 巻 市 教 育 委 員 会

花花巻巻市市就就学学前前教教育育ププロロググララムム

～０歳からの健やかな成長を目指して～

ⅠⅠ ププロロググララムムのの策策定定ににああたたっってて

１１ 趣趣旨旨

乳幼児期は、基本的生活習慣を養い、心情・意欲・態度・コミュニケーション能力等、生涯にお

ける人間形成の基礎が培われる極めて重要な時期です。したがって、０歳から人として尊重され、

生きる喜びを感じながら成長していくことが、その後の望ましい生き方につながることを認識し、

社会全体で力を合わせて乳幼児の健やかな成長を支えることが必要です。

国においては、平成１８年１２月に改正した教育基本法において、「家庭教育」「幼児期の教育」

の条文を新設し、国や地方公共団体がその振興に努めるべきことを規定しました。また、平成 年

３月に国が示した保育所保育指針・幼稚園教育要領・幼保連携型認定こども園教育・保育要領にお

いて、子どもに育みたい資質・能力等が共通化され明確に示されました。さらに、令和元年 月１

日には、子ども・子育て支援を充実させる観点から、幼児教育・保育の無償化がスタートするなど

幼児教育の重要性に対する認識が高まりを見せています。そのような中、花巻市教育委員会は令和

３年３月に「第３期花巻市教育振興基本計画」を策定し、子どもたちが、恵まれた自然環境、文化

的環境に囲まれ、家庭や地域の人々に温かく見守られながら生涯にわたり心身共に健康な生活を送

ることができる基盤づくりを進めることを就学前教育の充実を図る取組として掲げました。
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ただし、本プログラムは毎年度評価を行い、その結果に基づき必要に応じて、見直しを行うもの
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とします。

ⅡⅡ 社社会会のの変変化化とと就就学学前前教教育育のの情情勢勢

１１ 社社会会のの変変化化とと就就学学前前教教育育

現在、急速な少子化の進行、家族形態の多様化や保護者の就労形態の変化、地域コミュニティの

縮小などの社会環境の変化が複合的に絡み合い、子どもたちの生活も様々な影響を受けています。

このことは、例えば屋外で元気に遊ぶ子どもの姿の減少、家庭内や地域において人と関わる経験が

少ない子どもの増加や、生活リズムが乱れている子どもの増加、また、子育てについて不安や悩み

を抱える保護者の増加や家庭の養育力の低下などに表れています。

このような状況の中、家庭、保育園・幼稚園・認定こども園・小学校（以下「保幼こ小」といい

ます。）、地域が連携をとり、社会全体で力を合わせて子どもの命を守り、健やかな成長を支えるこ

とがますます重要になっています。

２２ 就就学学前前教教育育のの重重要要性性

家家庭庭教教育育のの面面かからら

子どもにとって家庭は、心身の発達の基盤を形成する場であり、家庭の愛情の中で育つことが

何よりも大切です。家族との信頼関係を確立することが子どもの発達の第一歩となり、社会生活

の出発点となることから、家庭が子どもに与える影響は極めて大きいものです。

しかし、近年、家族形態や保護者の就労形態の多様化等により、家族でふれあう時間や経験豊

かな祖父母などから子育てについて学ぶ機会が減少している傾向にあります。保護者が、子ども

の発達を待てずに厳しい態度で接したり、逆に手をかけすぎたりすることで、子どもの自立の芽

を摘んでいる場合も見られます。

そこで、社会生活の原点である家庭での子どもへの関わりについてもう一度見直し、基本的生

活習慣、食生活、遊び、体づくり等、乳幼児の育ちについて理解を深めながら、子どもの自立心

を育んでいくことが大切になっています。

就就学学時時のの子子どどもものの育育ちちのの面面かからら

乳幼児期は、身体的・情緒的・知的な面や人間関係の面で、日々急速に成長する時期です。保

育園・幼稚園・認定こども園では、この時期の重要性を十分考慮し、家庭では経験できない集団

生活を通して子どもの健やかな成長を促しています。

子どもたちは、大きな期待や希望をもって小学校に入学し、新たな環境の中で学習や運動に励

んでいます。しかし、中には、人との関わりが上手くできず集団生活になじめない子ども、基本

的な生活習慣が身についていない子ども、人の話を聞くことができない子ども等の姿が見られま

す。

そこで、子どもの発達や学びの連続性を考慮し、保幼こ小それぞれの発達過程においてぜひ身

に付けておきたいことを共通理解し、連携・接続しながら取組の充実を図っていくことが必要と

なります。
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地地域域でで支支ええるる子子育育ててのの面面かからら

子育てに関する悩みは様々ですが、保護者同士で話してみると自分の悩みが小さなことだと気

づいたり、悩んでいるのは自分だけではないことを知り安心できたりすることもあります。

しかし、保護者同士で話したり誰かに相談したりする機会がなく、多くの悩みを抱えたまま子

育てを行っている場合が見られます。

これは、かつては地域の行事などを通して自然に形成されていた地域とのつながりやふれあい

が持ちにくく、子育てにおいても孤立しやすい状況が生じているためではないかと考えられます。

また、地域で行われている子育て支援の取組についての情報が十分に伝わっていないことも考え

られます。

そこで、地域での取組を含め、保護者が育児相談や情報収集しやすい環境、保護者相互が交流

したり学習したりする機会の充実を図り、子育てに対する不安感が緩和できるような子育て支援

体制の充実を図っていく必要があります。

ⅢⅢ 目目指指すす子子どどもものの姿姿とと基基本本方方針針

１１ 花花巻巻市市のの就就学学前前教教育育ににおおいいてて目目指指すす子子どどもものの姿姿  
本プログラムで育成を目指す心身ともに健全な子どもとは、基本的生活習慣を身に付け、周囲の

環境や人と関わりながら活動するとともに、経験を基によく考えて行動する子どものことです。

このことから、市の就学前教育における目指すこども像を「元気な子ども」、「やさしい子ども」、

「考える子ども」とします。

 
２２ 花花巻巻市市のの就就学学前前教教育育のの基基本本方方針針 

家庭、保幼こ小、地域が連携・接続して０歳からの取組を推進することにより、社会で心豊かに

たくましく生きていくことができる「元気な子ども」、「やさしい子ども」、「考える子ども」の育成

を目指します。

ⅣⅣ 取取組組方方針針とと施施策策

１１ 取取組組方方針針

家庭における教育力の向上支援に努めます。 
保幼こ小の連続性を考慮した保育・教育の充実に努めます。 
地域における子育て支援体制の充実に努めます。 

 
２２ 具具体体的的なな施施策策  

家家庭庭ににおおけけるる教教育育力力のの向向上上支支援援  
家庭は、子どもにとって社会生活の出発点となります。また、家庭教育は、心豊かにたくまし

く生きていく子どもを育てるうえで極めて重要な役割を果たすものであることから、就学前の子

どもを持つ保護者の意識を高め、関係機関等との連携を強化しながら家庭教育力の向上を目指し
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ます。 
①① 就就学学前前教教育育振振興興会会議議のの設設置置  

公私立保育園・幼稚園・認定こども園、保護者代表、校長会、行政機関等の合同会議を設置

し、乳幼児の保育・教育について課題を共有化し改善の方向を探ります。 
◇ 就学前教育プログラムの具体的取組内容の検討 
◇ 就学前教育プログラムの具体的取組の評価と改善 

②② 保保護護者者へへのの子子育育てて支支援援 
保護者の子育てに関する悩みや子育てに参考となる情報や研修会の情報を提供し、乳幼児期

の教育に関する理解が広がり、また深まるよう全ての家庭へ働きかけます。 
◇ 家庭教育に関するパンフレットの配布 
◇ 地域で開催される子育てに関する研修会や活動の情報を提供 

③③ 保保幼幼ここ小小ででのの子子育育てて相相談談事事業業のの充充実実  
就学前の子どもを持つ保護者の相談に対して、保育園・幼稚園・認定こども園と小学校との

連続性を意識しながら保護者の不安を緩和するよう相談に応じます。 
◇ 各園での子育て相談の機会の充実 
◇ 保護者の悩みの保幼こ小間での共通理解 

 
保保幼幼ここ小小のの連連続続性性をを考考慮慮ししたた保保育育・・教教育育のの充充実実  
乳幼児の保育・教育が小学校以降の生活や学習の基盤となることから、保育園・幼稚園・認定

こども園において保育・教育内容の充実を図っていきます。各園での集団生活を通して、人とか

かわる力や自立心、道徳心、豊かな感性を培うためのより効果的な方法を探り実践していくとと

もに、家庭と連携しながら基本的生活習慣を定着させるよう取り組みます。  
①① 保保育育園園・・幼幼稚稚園園・・認認定定ここどどもも園園ででのの取取組組のの充充実実  

現状の課題や問題点を確認しながら、これに対応する教育指導内容を工夫し、基本的なねら

いや目指すものの共有化を図り連携・接続を推進します。 
◇ 各園での「全体的な計画」作成と実践の支援 
・集団生活のなかで乳幼児の主体的な活動である『遊び』の環境について配慮 
・郷土の自然や文化に触れたり身近な人と関わったりする『体験』機会の充実 
・保護者への働きかけを含めた食育計画に基づく実践 
・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の実現に向けた指導と幼児理解に基づいた評価の

実施 
◇ 計画的な各園環境整備の推進 
・良好な保育・教育環境の整備 

◇ 子どもの発達や学びの連続性を考慮した保育・教育のあり方についての保育園と幼稚園、

認定こども園の合同研修・研究 
②② 保保幼幼こ小小連連携携・・接接続続のの推推進進  

子どもの発達や学びの連続性から、保育園・幼稚園・認定こども園と小学校との連携、教育

内容等の接続を推進していきます。 
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◇ 子どもの発達や学びの連続性を考慮した保育・教育のあり方についての合同研修や意見交

換（保育者・小学校教員間の交流）  
◇ 幼児・児童間の交流 
◇ 幼児・児童の保護者間の交流 

③③ 特特別別なな支支援援をを要要すするる乳乳幼幼児児へへのの支支援援  
特別な支援を要する乳幼児について、集団生活への適応及び全体的な発達の促進を目指して、

関係機関と連携をとりながら個々の実態に即したきめ細かな支援に取組みます。 
◇ 専門の施設との連携による個に応じた支援 
・こども発達相談センター 
・イーハトーブ養育センター 
・幼児ことばの教室 

◇ 支援の必要な乳幼児への支援員の配置 
・特別な支援の必要な乳幼児の実態把握 
・実態に応じた加配措置 

◇ 特別な支援を要する幼児に関する教育相談 
・こども発達相談センターによる巡回訪問支援（就園児対象） 
・教育相談室による巡回相談支援（年長児対象） 
・幼児ことばの教室によることばの相談支援 
・適切な就学指導と就学先選択に関わる支援 

地地域域ににおおけけるる子子育育てて支支援援体体制制のの充充実実  
地域における子育て活動の支援や相談体制、学習機会の充実を図りながら、地域の子どもたち

を地域が一体となって守り育てていこうという意識を高め、子育てしやすい環境の整備に努めま

す。 
①① 地地域域のの教教育育力力をを活活用用ししたた子子育育てて支支援援  

子どもたちの育成について、地域での取組がより推進されるよう、地域コミュニティ会議や

教育振興協議会、自治会等に働きかけます。 
②② 育育児児相相談談、、情情報報収収集集、、保保護護者者相相互互のの交交流流等等ががししややすすいい体体制制づづくくりり  

主に在宅の親子を対象にした育児相談や情報収集、保護者相互の交流等ができる体制の充実

を図り、子育ての不安感の緩和に努めます。 
③③ ここどどももセセンンタターーをを拠拠点点ととししたた子子育育てて活活動動支支援援  

こどもセンターを拠点に、子育てサークルやボランティアの活動等が積極的に行えるように

支援を行い、乳幼児の生活体験がより豊かになるように努めます。 
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学　校　等
１　幼　稚　園

２　認定こども園

令和４年５月１日現在

令和４年５月１日現在

区
分 施　設　名 設置・運営主体 設置日

学

級

数

定

　

員

園

児

数

園長 所　在　地 電 話
ＦＡＸ

( ※は電話
と同じ）

公
　
　
立

花 巻 幼 稚 園 花巻市 S2.4.15 2 140 41 柏田　志保 城内 10 － 5 23-5301 ※

土 沢 幼 稚 園 花巻市 S53.4.1 1 60 7 柏田　志保 東和町土沢 5 区 132 42-3604 ※

私
　
　
立

大 谷 幼 稚 園
学校法人
麻生大谷学園

S39.4.1 9 320 154 松本　弘子 愛宕町 7 － 34 22-4575 ※

湯口大谷幼稚園
学校法人
麻生大谷学園

S49.4.1 3 160 33 髙橋　静子 湯口字平林 47 － 1 28-2328 ※

ゆ も と 幼 稚 園
学校法人
湯本学園

S52.2.10 3 200 45 菊池　幸江 湯本 3 － 79 － 11 27-3216 27-3242

中央みのり幼稚園
学校法人
花北みのり学園

S45.4.1 4 180 55 千田　節子 大谷地 451 － 1 24-1553 24-3068

花巻ささま幼稚園
学校法人
笹間学園

S50.4.1 4 105 60 多田　　恵 北笹間 21 － 63 29-2736 ※

類 型 施　設　名 設置・運営主体 認可日

幼
保
区
分

定
　
員

園
児
数

園長 所　在　地 電 話 ＦＡＸ

私
立
（
幼
保
連
携
型
）

縢乃こども園 社会福祉法人睦会 H28.3.25
幼 10 7

打田　修子 中根子字明堂 26 23-6274 23-6345
保 60 59

たかきこども園
学校法人
豊水久田野学園

H29.3.27
幼 15 13

照井　義彦 高木 20-200-308  24-1300 24-9622
保 30 29

みなみこども園
学校法人
豊水久田野学園

H31.3.25
幼 48 25

照井　睦子 桜木町二丁目 209 23-4051 23-0593
保 60 53

やさわこども園
社会福祉法人
やさわ

H30.3.22
幼 15 11

内海　洋子 矢沢 9-18 31-2021 31-3339
保 60 64

にじいろこども園
社会福祉法人
セントラル

H31.3.25
幼 15 10

高橋きぬ代 東宮野目 13-95-4 41-3022 41-3023
保 60 76

島こども園
社会福祉法人
すみれ会

R3.3.29
幼 15 14

川村　優子 東十二丁目 14-36-3 23-5096 23-5098
保 60 68

にまいばしこども園
社会福祉法人
二枚橋

R3.3.29
幼 15 13

髙橋　雅子
二枚橋町南一丁目

58-1
26-2529 41-4008

保 60 66

第二若葉保育園
社会福祉法人
花巻保健福祉会

R3.3.29
幼 10 2

中村　浩希 南川原町 135-8 24-7423 24-6632
保 60 67

ぴっころこども園
社会福祉法人
ちひろ会

R4.3.28
幼 15 6

小瀬川ちはる 諏訪町二丁目 4-7  29-5722 29-5744
保 60 61

つちざわこども園
社会福祉法人
浄心会

R3.3.29
幼 15 9

諏訪　心一 東和町土沢 2 区 315 42-3820 42-3814
保 70 62
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３　保　育　園 令和４年５月１日現在

区
分

施　設　名 設置・運営主体 認可日 定員 園児数 園長 所　在　地 電  話
ＦＡＸ

( ※は電話と同じ）

公
　
　
　
立

西 公 園 保 育 園 花巻市 S27.4.1 110 99 白藤　祝子 南万丁目 1008-1  23-2193 ※

宮 野 目 保 育 園 花巻市 S27.4.1 90 92 藤 田 　 紅 西宮野目 6-100  26-2128 ※

湯 口 保 育 園 花巻市 S38.4.1 60 39 奥谷　典子 上根子字中野 13-13  28-2940 ※

太 田 保 育 園 花巻市 S38.4.1 45 28 藤 井 　 香 太田 32-155-3  28-2058 ※

大 迫 保 育 園 花巻市 S36.4.1 90 66 高橋　博子 大迫町大迫 4-22-1  48-3226 48-3292

亀 ケ 森 保 育 園 花巻市 S34.12.1 30 11 高橋由貴子 大迫町亀ケ森 8-129-2  48-2127 ※

小 山 田 保 育 園 花巻市 S38.4.1 60 19 梅津　陽子 東和町北川目 2 区 290  42-2215 ※

上 瀬 保 育 園 花巻市 S40.4.1 60 22 川村　清子 東和町舘迫 4 区 33-1  44-3117 ※

成 島 保 育 園 花巻市 S48.4.1 45 29 菅原久美子 東和町安俵 9 区 307  42-2216 ※

私
　
　
　
　
　
立

若 葉 保 育 園
社会福祉法人
花巻保健福祉会

S42.8.1 90 91 中 村 　 憲 若葉町二丁目 1-22  23-6634 22-4338

め ぐ み 保 育 園
社会福祉法人
めぐみ福祉会

S54.4.1 60 59 後藤恵美子 山の神 384-1  24-1452 24-5619

松 園 保 育 園
社会福祉法人
松園福祉会

S56.2.18 60 62 高橋トモ子 松園町 391-8  24-6605 24-6947

花巻太陽の子保育園
社会福祉法人
花巻太陽の子保育園

H7.3.23 90 83 石川　千智 星が丘一丁目 10-15  22-4445 22-4462

花巻太陽の子保育園 分園
社会福祉法人
花巻太陽の子保育園

H31.3.26 30 15 石川　千智 星が丘一丁目 8-2 41-4923 41-4924

お ひ さ ま 保 育 園
社会福祉法人
大谷会

H24.3.29 60 66 成 田  恭 子 上根子字米倉 220-2  29-4096 29-4097

南 城 保 育 園
学校法人
豊水久田野学園

H29.3.30 60 65 伊藤絵里子 桜町四丁目 230  23-3153 ※

日 居 城 野 保 育 園
社会福祉法人
松園福祉会

H29.3.30 80 81 太田代明子 天下田 121-1  41-3330 41-3332

湯 本 保 育 園
学校法人
湯本学園

H29.3.30 45 51 髙橋美紀子 湯本 3-59  27-2718 ※

笹 間 保 育 園
学校法人　　　　　　　
笹間学園

R2.3.17 45 42 寺林　拓也 北笹間 17-77  29-2038 ※

み ど り の 保 育 園
株式会社                 
グリーン・ライフ

R2.3.24 50 84 髙木　宏子 不動 33 番 5  41-8311 41-8312

わこのいえ保育園
特定非営利活動法人　　
わこの家

R2.3.25 45 53 髙橋久美子 城内 211-3  41-5217 41-5216

こどものくに保育園
公益財団法人
総合花巻病院

R4.3.29 60 51 阿部みゆき 東町 12-58 29-5222 29-5225

石 鳥 谷 保 育 園
社会福祉法人
石鳥谷町保育協会

H17.3.29 90 81 山田由美子
石鳥谷町北寺林 7-58-
6

 45-2453 ※

石鳥谷善隣館保育園
社会福祉法人
石鳥谷町保育協会

H8.1.17 80 69 菅野　志保
石鳥谷町上口二丁目
4-2

 45-3810 ※

八 幡 保 育 園
社会福祉法人
石鳥谷町保育協会

H8.1.17 60 64 八重樫裕美 石鳥谷町八幡 1-30-7  45-2256 ※

八 重 畑 保 育 園
社会福祉法人
石鳥谷町保育協会

H8.1.17 60 54 高橋　郁子 石鳥谷町猪鼻 7-53-4  47-2012 ※

新 堀 保 育 園
社会福祉法人
石鳥谷町保育協会

H8.1.17 75 56 近江佳奈子 石鳥谷町新堀 40-27-8  45-3403 ※
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４　小規模保育事業所

５　家庭的保育事業所

６　事業所内保育事業所

７　認可外保育施設

区分 施　設　名 設置・運営主体 認可日 定員 園児数 園長 所　在　地 電  話 ＦＡＸ

公立 はなまきポラン保育園 花巻市 H30.4.1 19 0 白藤　祝子 西大通り二丁目 13-8 22-7511 22-7511

私
　
　
立

わ こ の 家
特定非営利活動法人
わこの家

H27.4.1 12 4 瀬川　和子 花城町 8-8 23-3522 23-3522

ピュア・チャイルド園
社会福祉法人
睦会

H29.3.28 12 7 打田　公平 若葉町二丁目 12-34 29-6061 29-6062

ひ よ こ 保 育 園 小田中好明 H30.3.22 19 15 小田中好明 下似内 10-23-1 41-4150 41-4150

ぎ ん ど ろ 保 育 園
社会福祉法人
ちひろ会

H30.4.26 12 11 及川みなみ 石神町 364 41-6122 41-6100

つ く し 保 育 園
社会福祉法人
松園福祉会

R2.3.30 12 12 高橋アユ美 松園町 365-13 23-2769 23-5005

よ つ ば 保 育 園
特定非営利活動法人
女性と子の未来

R2.4.28 12 9 伊藤　るり子 西宮野目 7-171-2 29-6620 29-6620

令和４年５月１日現在

令和４年５月１日現在

令和４年５月１日現在

令和４年５月１日現在

区分 施　設　名 設置・運営主体 認可日 定員 園児数 園長 所　在　地 電  話 ＦＡＸ

私立 青 空 保 育 園 大塚　渚 R2.3.30 5 3 大 塚 　 渚 石鳥谷町好地 5-75-1
080-9633-

4536

区分 施　設　名 設置・運営主体 認可日 定員 園児数 園長 所　在　地 電  話 ＦＡＸ

私立 み つ ば 保 育 園
国立病院機構
花巻病院

H30.3.27 19 6 中屋敷裕子 諏訪 500 21-3217 21-3218

施　設　名 設置・運営主体 園児数 所　在　地 電  話 備　　考

た ん ぽ ぽ え ん
特定非営利活動法人
たんぽぽえん

25 西宮野目 2-102 26-2330

託 児 所 タ ン タ ン
岩手ヤクルト販売
株式会社

4 桜台一丁目 58-3 24-3924 事業所内保育所

工藤医院職員託児サービス 医療法人工藤医院 0 坂本町 2-25 23-2715 院内保育所

く く る 保 育 園
一般社団法人
恵幸会

9 野田 352-2 29-6868 企業主導型保育園

マ マ こ ど も 保 育 園 医療法人ハピネス 12 高木 19-53-3 41-6677 企業主導型保育園
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８　学童クラブ 令和４年４月１日現在

施　設　名 運営主体 開設年月 児童数 対象小学校 所　在　地 電  話
ＦＡＸ

( ※は電話と同じ）

銀 河 学 童 ク ラ ブ 運営協議会 H8.2 71 花巻小学校 花城町 5-13 23-0852 ※

わかば学童クラブ 保護者会 R4.4 179 若葉小学校 若葉町二丁目 17-40 24-2070 41-3012

桜 台 学 童 ク ラ ブ 運営協議会 H12.2 113 桜台小学校 四日町一丁目 1-3 24-7042 ※

南 城 学 童 ク ラ ブ 運営協議会 S63.11 63 南城小学校 桜町四丁目 230 22-4478 ※

湯 口 学 童 ク ラ ブ 運営協議会 H13.4 59 湯口小学校 円万寺字法船 50-1 28-4055 ※

湯 本 学 童 ク ラ ブ 運営協議会 H3.4 59 湯本小学校 大畑 3-331-1 27-4507 ※

矢 沢 学 童 ク ラ ブ 運営協議会 H8.4 85 矢沢小学校 高木 20-81-1 24-8080 ※

宮野目学童クラブ 保護者会 H3.4 92 宮野目小学校 西宮野目 6-353-11 26-3090 ※

太 田 学 童 ク ラ ブ 運営協議会 H14.4 49 太田小学校 太田 32-490 28-4755 ※

笹 間 学 童 ク ラ ブ 運営協議会 H13.4 43
笹間第一小学校
笹間第二小学校

中笹間 15-1 29-2999 ※

早池峰学童クラブ 運営委員会 H14.4 24 大迫小学校 大迫町大迫 18-3 41-8277 ※

石鳥谷学童クラブ 運営協議会 H15.4 31 石鳥谷小学校 石鳥谷町好地 7-34-12 45-1178 ※

新 堀 学 童 ク ラ ブ 運営協議会 H14.4 22 新堀小学校 石鳥谷町新堀 46-2-1 45-1689 ※

八 幡 学 童 ク ラ ブ 運営協議会 H12.4 28 八幡小学校 石鳥谷町八幡 1-125-1 45-4593 ※

八重畑学童クラブ 運営協議会 H25.4 40 八重畑小学校 石鳥谷町猪鼻 7-38-1 29-6556 ※

東 和 学 童 ク ラ ブ 運営協議会 H23.4 96 東和小学校 東和町安俵 11 区 12-1 42-4001 ※

わこの家学童クラブ NPO 法人 H28.4 29 花巻小学校　外 花城町 8-17 41-3016 ※

花 南 わ ん ぱ く
学 童 ク ラ ブ

社会福祉法人 H29.4 82 南城小学校　外 諏訪町二丁目 4-7 29-5735 29-5736



９ 地域子育て支援センター

令和４年４月１日現在

区分 施　設　名 設置・運営主体
代表者

及び所属長
所　在　地

TEL
FAX

こどもセンター 花巻市
こども課長兼
こどもセンター所長
大 川　尚 子

花城町1-47
（生涯学園都市会館
内）

TEL：21-4388
FAX：24-5055

宮野目保育園
地域子育て支援セン
ター

花巻市 同上
西宮野目6-100
（宮野目保育園内）

TEL：26-5655
FAX：　同上

大迫保育園
地域子育て支援セン
ター

花巻市 同上
大迫町大迫4-22-1
(大迫保育園内)

TEL：48-3292
FAX：　同上

若葉保育園
地域子育て支援セン
ター

社会福祉法人
花巻保健福祉会

理事長
中 村 美喜子

若葉町２丁目1-22
(若葉保育園内）

TEL：23-6400

石鳥谷町
地域子育て支援セン
ター

社会福祉法人
石鳥谷町保育協
会

理事長
山 本 純 雄

石鳥谷町北寺林7-58-6
(石鳥谷保育園内)

TEL：45-1004
FAX：　同上

つちざわこども園
地域子育て支援セン
ター

社会福祉法人
浄心会

理事長
諏 訪 千 秋

東和町土沢２区315
（つちざわこども園
内）

TEL：080-2835-5193
(直通）
FAX：42-3814

10 ファミリー・サポート・センター

令和４年４月１日現在

区分 施設名 設置・運営主体 担当課 所　在　地
TEL
FAX

公立
はなまきファミリー・
サポート・センター

花巻市
こども課長兼
こどもセンター所長
大 川　尚 子

花城町1-47
（生涯学園都市会館こ
どもセンター内）

TEL：24-5055
FAX：　同上

11 こども発達相談センター

令和４年４月１日現在

区分 施　設　名 設置・運営主体
代表者

及び所属長
所　在　地

TEL
FAX

公立 こども発達相談センター花巻市
こども課長兼
こどもセンター所長
大 川　尚 子

高松3-56-1
TEL：29-4416
FAX ：  同上

公
　
　
立

私
　
　
立

※就学前の子どもとその保護者が遊び、交流の場の提供、子育て相談、子育て情報の提供などを行う子育て支
援の拠点で、登録のうえ無料で利用いただける施設です。また、子育てサークル等の活動支援を行います。

※子育て家庭の負担の軽減を図るため、児童の預かり、送迎等の援助を希望する者（おねがい会員）と当該援
助を行うことが可能とする者（あずかり会員）との会員制の子育て支援ネットワークです。アドバイザーが相
互援助活動に関する連絡、調整を行います。

※発達の遅れに心配のある就学前児童について、発達障害を早期に発見し発達を促すための指導、助言を行う
「発達相談」のほか、保護者の子どもへの関わり方を学ぶ場として「親子教室」を開設しています。また、市
内の幼稚園、保育園と連携して巡回訪問や保育者研修会を実施しています。

―34―
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学　校　名
児　童　・　生　徒　数 学　級　数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 普通計 特別 合計 普通 特別

小
　
　
　
　
学
　
　
　
　
校

花 　 巻 35 47 51 42 39 44 258 8 266 11 3 

若 　 葉 106 109 102 94 110 119 640 38 678 22 8 

桜 　 台 96 94 92 88 90 96 556 13 569 18 4 

南 　 城 60 81 68 76 69 65 419 6 425 14 3 

湯 　 口 20 25 34 37 29 33 178 2 180 7 2 

湯 　 本 33 18 25 28 29 30 163 11 174 6 2 

矢 　 沢 59 59 53 70 60 51 352 13 365 12 3 

宮 野 目 58 54 65 52 48 49 326 10 336 12 2 

太 　 田 15 14 14 12 18 18 91 3 94 6 2 

笹 間 第 一 17 11 19 21 14 18 100 2 102 6 2 

笹 間 第 二 3 2 3 1 1 10 1 11 3 1 

大 　 迫 17 16 20 22 19 17 111 4 115 6 3 

石 鳥 谷 48 38 39 43 42 43 253 19 272 12 4 

新 　 堀 8 16 6 9 16 15 70 4 74 5 2 

八 　 幡 10 19 24 19 23 23 118 6 124 6 2 

八 重 畑 12 12 15 13 13 14 79 2 81 6 2 

東 和 54 52 63 48 49 60 326 16 342 12 3 

小 計 651 667 690 677 669 696 4,050 158 4,208 164 48 

中
　
　
　
学
　
　
　
校

花 巻 139 167 169 475 20 495 14 4 

花 巻 北 103 85 110 298 13 311 10 4 

南 城 80 91 56 227 2 229 8 2 

湯 口 23 39 31 93 2 95 4 2 

湯 本 28 44 44 116 4 120 5 2 

矢 沢 56 75 50 181 6 187 7 3 

宮 野 目 61 58 45 164 6 170 6 2 

西 南 40 49 43 132 5 137 6 2 

大 迫 15 17 19 51 5 56 3 2 

石 鳥 谷 78 120 103 301 13 314 10 3 

東 和 66 60 53 179 7 186 6 2 

小 　 計 689 805 723 2,217 83 2,300 79 28 

合　　　計 1,340 1,472 1,413 677 669 696 6,267 241 6,508 243 76 

※項目欄中、普通は普通学級、特別は特別支援学級である。

12　小中学校児童・生徒数及び学級数 令和４年５月１日現在
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13　特別支援学級

(1) 小学校 (2) 中学校令和４年５月１日現在 令和４年５月１日現在

各年５月１日現在
14　児童・生徒数の推移

学校名 種別 児童数 学級数

花 巻 小
知的障がい 5 1
情緒障がい 2 1
身 体 虚 弱 1 1

若 葉 小

知的障がい 18 3
情緒障がい 17 3
身 体 虚 弱 2 1
難 聴 1 1

桜 台 小
知的障がい 10 2
情緒障がい 2 1
身 体 虚 弱 1 1

南 城 小
知的障がい 3 1
情緒障がい 2 1
身 体 虚 弱 1 1

湯 口 小
知的障がい 1 1
難 聴 1 1

湯 本 小
知的障がい 6 1
情緒障がい 5 1

矢 沢 小
知的障がい 6 1
情緒障がい 5 1
身 体 虚 弱 2 1

宮 野 目 小
知的障がい 7 1
情緒障がい 3 1

太 田 小
知的障がい 2 1
情緒障がい 1 1

笹 一 小
知的障がい 1 1
情緒障がい 1 1

笹 二 小 身 体 虚 弱 1 1

大 迫 小
知的障がい 1 1
情緒障がい 2 1
身 体 虚 弱 1 1

石 鳥 谷 小
知的障がい 15 2
情緒障がい 3 1
身 体 虚 弱 1 1

新 堀 小
知的障がい 3 1
情緒障がい 1 1

八 幡 小
知的障がい 2 1
情緒障がい 4 1

八 重 畑 小
知的障がい 1 1
情緒障がい 1 1

東 和 小
知的障がい 8 1
情緒障がい 7 1
弱 視 1 1

計 158 48

学校名 種別 生徒数 学級数

花 巻 中 知的障がい 8 1

情緒障がい 11 2

身 体 虚 弱 1 1

花 巻 北 中 知的障がい 9 2

情緒障がい 3 1

身 体 虚 弱 1 1

南 城 中 知的障がい 1 1

情緒障がい 1 1

湯 口 中 知的障がい 1 1

身 体 虚 弱 1 1

湯 本 中 知的障がい 3 1

情緒障がい 1 1

矢 沢 中 知的障がい 3 1

情緒障がい 2 1

身 体 虚 弱 1 1

宮 野 目 中 知的障がい 5 1

情緒障がい 1 1

西 南 中 知的障がい 1 1

情緒障がい 4 1

大 迫 中 知的障がい 3 1

情緒障がい 2 1

石 鳥 谷 中 知的障がい 6 1

情緒障がい 6 1

身 体 虚 弱 1 1

東 和 中 知的障がい 5 1

情緒障がい 2 1

計 83 28

年度 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

小学校 5,846 5,793 5,710 5,638 5,599 5,496 5,509 5,449 5,330 5,173 5,007 4,959 4,803 4,670 4,543 4,442 4,433 4,279 4,208 

中学校 3,245 3,193 3,152 3,084 3,007 2,939 2,813 2,873 2,801 2,867 2,790 2,747 2,684 2,638 2,580 2,491 2,374 2,399 2,300 

計 9,091 8,986 8,862 8,722 8,606 8,435 8,322 8,322 8,131 8,040 7,797 7,706 7,487 7,308 7,123 6,933 6,807 6,678 6,508 

前年比（小） △ 152 △ 53 △ 83 △ 72 △ 39 △ 103 13 △ 60 △ 119 △ 157 △ 166 △ 48 △ 156 △ 133 △ 127 △ 101 △ 9 △ 154 △ 71

前年比（中） △ 59 △ 52 △ 41 △ 68 △  77 △ 68 △ 126 60 △ 72 66 △ 77 △ 43 △ 63 △ 46 △ 58 △ 89 △ 117 25 △ 99

前年比（計） △ 211 △ 105 △ 124 △ 140 △ 116 △ 171 △ 113 0 △ 191 △ 91 △ 243 △ 91 △ 219 △ 179 △ 185 △ 190 △ 126 △ 129 △ 170
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区　　　　　分

花

　

巻

若

　

葉

桜

　

台

南

　

城

湯

　

口

湯

　

本

矢

　

沢

宮

野

目

太

　

田

笹
間
第
一

笹
間
第
二

大

　

迫

校
地
面
積
㎡

建 物 敷 地 11,569 9,939 17,339 8,853 7,788 12,241 10,446 12,212 4,402 7,237 5,070 7,247 

屋外運動場 11,126 8,304 7,664 7,673 13,979 10,276 10,924 11,039 10,781 10,670 7,376 6,002 

そ の 他 6,703 1,100 21,558 1,554 2,402 1,150 3,497 5,350 1,188 1,474 1,079 745 

計 29,398 19,343 46,561 18,080 24,169 23,667 24,867 28,601 16,371 19,381 13,525 13,994 

建
築
面
積
㎡
R
換
算

校
舎

保 有 面 積 6,644 6,611 5,953 4,668 3,640 4,641 5,147 4,287 2,635 3,534 1,573 2,741 

建 築 年 度 S55 H14 S53 S60 S56 S54 S48 H10 S44 S56 S58 H5

屋
内
運
動
場

保 有 面 積 1,278 1,254 1,531 971 790 1,010 839 1,057 593 790 715 1,137 

建 築 年 度 S55 H7 H11 S60 S56 S54 S48 H6 S45 S56 S59 H5

教室保有
状況

普 通 教 室 22 26 25 20 11 17 21 15 8 9 4 8 

特 別 教 室 8 8 10 7 10 7 11 6 6 9 7 7 

プールの
保有状況

建 築 年 度 H10 H15 S54 H12 H9 S56 H16 H14 S55 S53 S59 H5

構 造 FRP FRP ｱﾙﾐ FRP FRP ｱﾙﾐ FRP FRP ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ ｽﾃﾝ FRP

規 模 25 × 13  
15 × 5

25 × 11  
25 × 5

25 × 13  
5 × 10

25 × 11  
25 × 5

25 × 13  
15 × 5

25 × 13  
10 × 5

25 × 11  
25 × 5

25 × 11  
25 × 5

25 × 13  
10 × 5

25 × 15  
10 × 5

25 × 11  
10 × 5

25 × 16

相 撲 場 建 築 年 度 S61 H6

区　　　　　分

石

鳥

谷

新

　

堀

八

　

幡

八

重

畑

東

和

計

校
地
面
積
㎡

建 物 敷 地 12,781 6,325 3,120 5,648 10,628 152,845 

屋外運動場 11,615 7,372 4,466 8,489 18,968 166,724 

そ の 他 9,780 3,279 2,692 1,244 5,851 70,646 

計 34,176 16,976 10,278 15,381 35,447 390,215 

建
築
面
積
㎡
R
換
算

校
舎

保 有 面 積 4,655 2,689 2,480 2,519 6,414 70,831 

建 築 年 度 S54 S63 S56 S58 H22

屋
内
運
動
場

保 有 面 積 986 825 567 981 1,605 16,929 

建 築 年 度 S54 S63 S53 S58 H22

教室保有
状況

普 通 教 室 20 7 8 10 19 250 

特 別 教 室 9 8 8 7 8 136 

プールの
保有状況

建 築 年 度 S55 S42 S43 S44 H22

構 造 ｺﾝｸﾘｰﾄ 鋼板 鋼板 ｺﾝｸﾘｰﾄ FRP

規 模 25 × 12   
12.5 × 8

25 × 10  
25 × 5

25 × 10   
25 × 5

25×11.4 
25 × 5

25 × 16

相 撲 場 建 築 年 度

15　学校施設

（1）　小学校

令和４年５月１日現在
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（2）　中学校

（3）　幼稚園

区　　　　　分

花

　

巻

花

巻

北

南

 

城

湯

 

口

湯

 

本

矢

 

沢

宮

野

目

西

 

南

大

 

迫

石

鳥

谷

東
 

和

計

校
地
面
積
㎡

建 物 敷 地 15,244 9,714 5,892 9,088 9,586 10,740 9,644 9,340 15,900 16,665 14,567 126,380 

屋外運動場 23,797 22,784 15,737 12,568 15,964 18,826 17,413 18,866 14,100 35,675 23,101 218,831 

そ の 他 1,088 1,044 4,677 655 1,008 2,160 1,768 4,052 2,715 11,107 16,274 46,548 

計 40,129 33,542 26,306 22,311 26,558 31,726 28,825 32,258 32,715 63,447 53,942 391,759 

建
築
面
積
㎡
R
換
算

校
舎

保 有 面 積 6,502 3,842 3,459 2,823 3,296 3,941 3,538 3,918 2,601 7,167 4,880 45,967 

建 築 年 度 H7 S62 S58 H28 S49 S52 S51 H20 H29 H21 H13

屋
内
運
動
場

保 有 面 積 1,454 1,237 1,048 1,185 998 803 898 1,643 1,369 1,590 1,618 13,843 

建 築 年 度 H4 S62 S58 H29 S51 S53 S51 H21 H30 H19 H14

教室保有
状況

普 通 教 室 19 13 10 3 7 12 9 8 3 14 10 108 

特 別 教 室 14 11 11 8 11 12 11 11 6 17 11 123 

プールの
保有状況

建 築 年 度 H13 H 元 S60 S52 H11 S52 H22 H22 H14

構 造 FRP FRP FRP ｱﾙﾐ FRP ｱﾙﾐ FRP FRP FRP

規 模 25 × 13 25 × 13 25 × 13 25 × 15 25 × 13 25 × 15 25 × 15 25 × 16 25 × 13

柔剣道場
建 築 年 度 S48 S63 S61 H28 H 元 S57 S60 H21 H6 H19 H14

面 積 ㎡ 457 403 400 396 400 401 401 451 410 465 509 4,693 

区　　　　　分
花
　
巻

土
　
沢

計

校
地
面
積
㎡

建物敷地 2,434 656 3,090 

屋外運動場 1,339 788 2,127 

その他 1,422 1,422 

計 3,773 2,866 6,639 

建
築
面
積
㎡
Ｒ
換
算

校
舎

保有面積 768 360 1,128 

建築年度 S56 S60

屋
内
運
動
場

保有面積

建築年度

教室保有
状況

普通教室 4 2 6

特別教室

合計

282,315

387,682

118,616

788,613

117,926

30,772

364

259
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名　　　称 面積
建築
年度

所　在　地
電話番号・FAX 番号

所管学校
児　童
生徒数

所長 次長
栄　養
教職員

調理士
（会）
調理士

（会）
仕分

作業員

花 巻 学 校
給食センター

㎡

S63

〒 025-0097
花巻市若葉町二丁目 16 番 22 号

（花巻中学校）
電話　0198-22-2321
ＦＡＸ　0198-21-4828

若 葉 小 学 校
桜 台 小 学 校
花 巻 中 学 校
花巻北中学校

人 人 人 人 人 人

607 2,053

１
（
学
務
管
理
課
学
校
給
食
管
理
室
室
長
兼
務
）

１
（
学
務
管
理
課
学
校
給
食
管
理
室
次
長
兼
務
）

2 15 4

南 城 学 校
給食センター

459 H6

〒 025-0021
花巻市南城 110 番地１

（南城小学校）
電話（FAX 兼）　0198-21-1315

花 巻 小 学 校
南 城 小 学 校
南 城 中 学 校

920 1 民間委託

湯 口 学 校
給食センター

322 H3

〒 025-0042
花巻市円万寺法船 96 番地 6

（湯口小学校）
電話（FAX 兼）　0198-38-1615

湯 口 小 学 校
湯 口 中 学 校

275 1 民間委託

湯 本 学 校
給食センター

259 S53

〒 025-0303
花巻市大畑第 3 地割 331 番地 1

（湯本小学校）
電話（FAX 兼）　0198-37-1715

湯 本 小 学 校
湯 本 中 学 校

294 1 民間委託

矢 沢 学 校
給食センター

303 H10

〒 025-0016
花巻市高木 20 地割 81 番地 1

（矢沢小学校）
電話（FAX 兼）　0198-24-8715

矢 沢 小 学 校
矢 沢 中 学 校

552 1 民間委託

宮 野 目 学 校
給食センター

335 H13

〒 025-0002
花巻市西宮野目第 6 地割 156 番地 2

（宮野目中学校）
電話（FAX 兼）　0198-26-3317

宮野目小学校
宮野目中学校

506 1 民間委託

西 南 学 校
給食センター

275 S56

〒 025-0133
花巻市中笹間 15 地割 1 番地

（笹間第一小学校）
電話（FAX 兼）　0198-29-2015

太 田 小 学 校
笹間第一小学校
笹間第二小学校
西 南 中 学 校

344 1 民間委託

大 迫 学 校
給食センター

467 H29
〒 028-3203
花巻市大迫町大迫第 1 地割 4 番地 58
電話（FAX 兼）　0198-48-2088

大 迫 小 学 校
大 迫 中 学 校

171 1 民間委託

石 鳥 谷 学 校
給食センター

889 H14

〒 028-3163
花巻市石鳥谷町八幡第 4 地割 100 番地 1
電話　0198-45-2715
FAX　0198-45-2835

石鳥谷小学校
新 堀 小 学 校
八 幡 小 学 校
八重畑小学校
石鳥谷中学校

865 1 9 1 5

東 和 学 校
給食センター

526 H13

〒 028-0114
花巻市東和町土沢５区 20 番地
電話　0198-42-4518
FAX　0198-42-4523

東 和 小 学 校
東 和 中 学 校

528 1 8 2

16　学校給食施設 令和４年５月１日現在
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17　小・中学校の沿革等

花 巻 小 学 校 若 葉 小 学 校

≪主な沿革≫ ≪主な沿革≫

≪教育目標≫ ≪教育目標≫

≪研究主題≫

≪研究主題≫

校 長　菅　野　広　紀
郵便番号　025 － 0075
住　　所　花巻市花城町 5 － 13
電 話　0198 － 23 － 2376
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 23 － 2377

校 長　本　舘　憲　和
郵便番号　025 － 0097
住　　所　花巻市若葉町二丁目 17 － 30
電 話　0198 － 23 － 3305
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 24 － 3030

明治６年４月　一日市町妙円寺に創立

明治９年11月　一日市町西本陣跡に移転

明治32年４月　花巻尋常高等小学校と改称

昭和８年10月　現在地に新築移転

昭和９年４月　花巻尋常小学校と改称

昭和15年４月　高等小学校を併置

昭和16年４月　花巻国民学校と改称

昭和22年４月　花巻小学校と改称

昭和43年４月　若葉小学校新設により、学区改編

昭和54年４月　桜台小学校新設により、学区改編

昭和56年３月　新校舎完成

平成11年６月　プール改築完成

平成17年10月　耐震補強工事完了

平成24年９月　屋外環境整備工事完了

平成28年９月　第一体育館改修工事完了

　　　　　　　（窓枠耐震化、照明 LED 化）

昭和41年４月　上中小学校を改め、若葉小学校として

　　　　　　　上根子地内に創立 ( 学区の一部は湯口

　　　　　　　小学校に編入 )

昭和43年４月　花巻小学校の学区の一部を編入し、

　　　　　　　現在地に新築移転

昭和47年９月　校舎増築（西校舎）

昭和51年２月　校舎増築（東校舎）

昭和51年４月　ぎんどろ分校設置

　　　　　　　（平成 15 年 3 月閉校）

昭和54年４月　桜台小学校新設により、学区改編

平成８年11月　屋内運動場完成

平成15年３月　新校舎完成、新プール完成

平成16年３月　屋外環境整備工事完了

平成29年10月　屋内運動場屋根等改修工事完了

令和２年１月　屋内運動場 LED 工事完了

・心豊かで　助けあう子

・よく考え　学びあう子

・ねばり強く　きたえあう子

　豊かな心をもち、自ら学び、進んでたくましく

行動する若葉の子の育成

・進んで学習する子

・豊かな心で助けあう子

・体を鍛える子

・責任をもって行動する子一人一人の学びを高める授業の創造

～主体的・対話的な学びを育む授業づくりと

ＩＣＴ機器の活用を通して～

個々の学びを支え合う学級集団づくり

～関係性を育む授業づくりを通して～
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桜 台 小 学 校 南 城 小 学 校

≪主な沿革≫ ≪主な沿革≫

≪教育目標≫ ≪教育目標≫

≪研究主題≫

≪研究主題≫

校 長　横　手　勝　美
郵便番号　025 － 0068
住　　所　花巻市下幅 292
電 話　0198 － 24 － 6066
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 24 － 2258

校 長　熊　谷　直　樹
郵便番号　025 － 0021
住　　所　花巻市南城 110 － 1
電 話　0198 － 23 － 2144
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 23 － 2045

心豊かに　たくましく　励まし合い　高まる児童 ｢心豊かでたくましく、意欲的な子ども｣ の育成

　・かしこい子ども

　・やさしい子ども

　・たくましい子ども

学びの楽しさを味わう子供の育成

～算数科の授業改善を通して～

主体的な学びに向かう児童の育成

～算数科における「考える・表現する」活動を通して～

昭和54年４月　花巻小学校及び若葉小学校の学区を

　　　　　　　改編し分離独立（学校給食共同調理場

　　　　　　　併設）

平成３年１月　校舎増築

平成７年３月　学校給食共同調理場を閉鎖

　　　　　　　（南城小学校に移転）

平成８年１月　給食調理場跡を改造し、教室等を増設

平成12年２月　体育館改築

平成15年１月　図書館改修

平成18年11月　耐震補強工事完了

平成20年11月　創立 30 周年記念式典挙行

平成29年３月　特別支援学級用 2 教室増築

平成30年10月　創立 40 周年記念式典挙行

令和３年８月　長寿命校舎改修工事設立委員会発足

令和３年10月　授業実践公開研究会

令和４年４月　花巻北小中校区学校運営協議会発足

明治５年　　　横町小学校設置

明治12年　　　愛育小学校と改称

明治25年　　　西十二丁目尋常小学校設立

明治42年　　　下根子小学校と合併し、根子尋常小学

　　　　　　　校と改称

大正12年７月　南城小学校と改称

昭和４年４月　南城尋常小学校と改称

昭和15年５月　南城尋常高等小学校と改称

昭和16年４月　南城国民学校と改称

昭和22年４月　南城小学校と改称

昭和50年７月　校舎増築 ( 北校舎 )

昭和60年６月　校舎改築 ( 南校舎 )

平成７年３月　学校給食共同調理場併設

平成13年６月　プール改築

平成19年１月　耐震補強工事完了

平成24年４月　北上市立成田小学校と統合

平成26年９月　校庭大規模改修工事

令和２年 1 2月　賢治ルーム開設
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湯 口 小 学 校 湯 本 小 学 校

≪主な沿革≫ ≪主な沿革≫

≪教育目標≫

≪教育目標≫

≪研究主題≫

≪研究主題≫

校 長　佛　川　恒　明
郵便番号　025 － 0042
住　　所　花巻市円万寺字法船 96 － 6
電 話　0198 － 28 － 2220
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 28 － 2780

校 長　 内　田　留美子
郵便番号　025 － 0303
住　　所　花巻市大畑 3 － 331 － 1
電 話　0198 － 27 － 2525
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 27 － 2109

（ゆ）夢をもち（ぐ）ぐんぐん（ち）力をのばす

  子どもの育成

・心のあたたかい子ども

・進んで学ぶ子ども

・体をきたえる子ども

・根気強い子ども

「心豊かで　たくましく生きる　湯本っ子」の育成

・ かしこく 　よく考える子ども（知）

・ やさしく 　思いやりのある子ども（徳）

・たくましく　体をきたえる子ども（体）

主体的に学び続ける子どもの育成

～他者や自己との対話で意欲を高める指導の工夫～

主体的に考え表現する児童の育成

～「３つの対話」を位置づけた授業改善～

明治６年４月　上根子地内の民家に創立

明治９年６月　円万寺地内の民家に移転し、二ツ堰

　　　　　　　小学校と称す

明治12年　　　　円万寺地内の旧役場に移転

明治22年４月　二ツ堰尋常小学校と改称

明治43年12月　円万寺地内に新築移転

大正４年４月　湯口尋常高等小学校と改称

昭和14年４月　現在地に新築移転

昭和16年４月　湯口国民学校と改称

昭和22年４月　湯口村立湯口小学校と改称

昭和29年４月　花巻市立湯口小学校と改称

昭和43年４月　宝閑小学校を統合

昭和56年４月　新校舎完成

平成４年２月　湯口学校給食共同調理場完成

平成18年１月　耐震補強工事完了

平成24年４月　花巻市立前田小学校と統合

平成27年９月　学校公開研究会（算数）

令和２年 11月　授業実践研究会

明治９年７月　松山寺本堂の一部を充て台小学校

　　　　　　　を創立

明治17年９月　沢畑に新築移転

明治20年４月　台簡易小学校と改築

明治25年４月　台尋常小学校と改築

明治35年４月　池田に新築移転

明治39年５月　湯本尋常小学校と改称

大正14年６月　松木田に新築移転

昭和16年４月　湯本国民学校と改称

昭和22年４月　湯本小学校と改称

昭和29年４月　花巻市立湯本小学校と改称

昭和54年３月　学校給食共同調理場併設

昭和54年９月　新校舎完成

昭和56年10月　プール完成

平成４年２月　ランチルーム「ふれあいの間」完成

平成19年１月　耐震補強工事完了
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矢 沢 小 学 校 宮野目小学校

≪主な沿革≫ ≪主な沿革≫

≪教育目標≫

≪教育目標≫

≪研究主題≫

≪研究主題≫

校 長　谷　村　晴　子
郵便番号　025 － 0016
住　　所　花巻市高木 20 － 81 － 1
電 話　0198 － 23 － 2179
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 23 － 2664

校 長　三　浦　建　成
郵便番号　025 － 0002
住　　所　花巻市西宮野目 6 － 353 － 1
電 話　0198 － 26 － 3119
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 26 － 3775

美しい心をもちよく考え進んで実行する元気な子ども

・自ら高める子

・自ら学ぶ子

・自らきたえる子

　心豊かで、自ら学ぶ意欲をもち、心身ともに

健康な児童の育成

・明るく親切な子ども

・進んで学習する子ども

・じょうぶでたくましい子ども

「主体的・対話的で深い学び」に向かう児童の育成

～「伝え合う活動」を取り入れた学習指導の工夫～

学び合いを通した確かな学力の育成

～表現を大切にした算数科の授業づくり～

昭和47年４月　矢沢小学校・矢沢第二小学校・島

　　　　　　　小学校を統合し、矢沢小学校創立

昭和49年４月　新校舎竣工

昭和50年７月　矢沢学校給食共同調理場竣工

昭和55年２月　校舎増築

昭和59年10月　相撲場完成

平成元年10月　ランチルーム完成

平成７年10月　コンピュータ教室設置

平成11年３月　矢沢学校給食共同調理場改築工事竣工

平成11年７月　矢沢学童クラブ、北校舎に移設

平成14年1 0月　創立 30 周年記念事業

平成17年３月　プール完成

平成18年２月　耐震補強工事完了

平成19年12月　プレールーム脇に絵本図書室設置

明治７年　　　区内に小学校４校創立

明治20年　　　区内の小学校を合併し、羽々尋常

　　　　　　　小学校を創立

明治22年　　　宮野目尋常小学校と改称

明治30年　　　宮野目尋常高等小学校と改称

昭和16年４月　宮野目国民学校と改称

昭和22年４月　宮野目小学校と改称

昭和38年11月　花巻空港新設により、現在地に新築

　　　　　　　移転

昭和40年３月　全校舎完成

平成11年２月　新校舎完成

平成15年７月　新プール完成
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太 田 小 学 校 笹間第一小学校

≪主な沿革≫ ≪主な沿革≫

≪教育目標≫

≪教育目標≫

≪研究主題≫

≪研究主題≫

校 長　藤　田　聖　子
郵便番号　025 － 0037
住　　所　花巻市太田 32 － 61
電 話　0198 － 28 － 2212
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 28 － 2692

校 長　浅　沼　清　智
郵便番号　025 － 0133
住　　所　花巻市中笹間 15 － 1
電 話　0198 － 29 － 2320
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 29 － 2415

未来を拓く太田の子

・考える子

・明るくおおらかな子

・たくましい子

・進んで学ぶ子ども

・思いやりのある子ども

・身体をきたえる子ども

共に学び、共に育ち合う子供の育成

～対話的な活動を通し、「数学的な

　　見方・考え方」を深める指導の在り方～
共に学び、共に育ち合う子供の育成

～自分の考えをもち主体的に学び合う力を高める

　　指導の在り方～

明治５年　　　杉ノ目の民家を借り受け、下河原

　　　　　　　簡易学校を設置

明治42年　　　泉屋敷尋常小学校を統合、下河原に

　　　　　　　新築移転し太田尋常小学校と改称

明治43年　　　太田尋常高等小学校と改称

昭和16年４月　太田国民学校と改称

昭和22年４月　太田小学校と改称

昭和43年４月　山口小学校を統合

昭和46年３月　現在地に新築移転

平成元年９月　校舎等大規模改造工事完了

平成６年２月　創立120 周年記念並びに校舎等大改修

　　　　　　　工事竣工記念式典

平成18年４月　特別支援学級「つくし学級」開設

平成19年６月　耐震補強工事完了

平成22年４月　特別支援学級「たんぽぽ学級」開設

平成30年４月　特別支援学級「ひかり学級」開設

平成31年４月　特別支援学級「のぞみ学級」開設

明治７年８月　笹間学校創立

明治20年　　　村内５校を統合し、笹間尋常

　　　　　　　小学校を創立

明治31年９月　新校舎完成

明治34年３月　笹間尋常高等小学校と改称

大正５年10月　現在地に新築移転

昭和８年３月　笹間尋常小学校と改称

昭和15年２月　笹間尋常高等小学校と改称

昭和16年４月　笹間国民学校と改称

昭和22年４月　笹間小学校と改称

昭和27年６月　笹間第一小学校と改称

昭和56年10月　新校舎完成

昭和56年11月　学校給食共同調理場完成

平成６年10月　創立 120 周年記念式典

平成19年１月　耐震補強工事完了

平成20年４月　特別支援学級「やまびこ学級」開設

平成26年９月　創立140 周年を記念し、校庭遊具

　　　　　　　を整備

平成28年４月　特別支援学級「こだま学級」開設
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笹間第二小学校 大 迫 小 学 校

≪主な沿革≫ ≪主な沿革≫

≪教育目標≫

≪教育目標≫

≪研究主題≫

≪研究主題≫

校 長　小　原　　賢
郵便番号　025 － 0136
住　　所　花巻市横志田 6 － 142 － 8
電 話　0198 － 29 － 2327
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 29 － 3166

校 長　宮　川　琢　夫
郵便番号　028 － 3203
住　　所　花巻市大迫町大迫 18 － 3
電 話　0198 － 48 － 2226
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 48 － 4146

　夢と希望をもち、未来を切り拓く力を身につける

笹二っこの育成

・みんなと仲良くする子

・自ら考え、進んで学ぶ子

・ねばり強くきたえる子
　新しい時代をたくましく、幸せに生きていく

子どもの育成

・よく考え、進んで学習する子ども

・明るく、思いやりのある子ども

・よい習慣をもち、進んで自分を鍛える子ども
共に学び、共に育ち合う子供の育成

～主体的に学ぶ少人数・複式教育を目指して～

「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指した

ＩＣＴ活用のあり方

～タブレットＰＣのよさを生かした授業づくり～

明治９年７月　横志田小学校創立

明治20年　　　村内５学校を統合し、笹間尋常

　　　　　　　小学校を創立

明治34年11月　横志田・尻平川両村合同で、私立

　　　　　　　田川尋常小学校設置

明治41年４月　笹間尋常高等小学校横志田分教場

　　　　　　　となる

大正９年９月　現在地に新築移転

昭和25年４月　横志田小学校となる

昭和27年６月　笹間第二小学校と改称

昭和58年３月　新校舎完成

平成26年４月　特別支援学級開設（病弱）

平成27年３月　特別支援学級廃止（病弱）

平成29年４月　特別支援学級開設（情緒）

平成31年４月　特別支援学級開設（病弱）

明治６年７月　到岸寺内を仮教場として開校

明治29年４月　大迫町立大迫尋常高等小学校と改称　

　　　　　　　高等科を併設

大正12年４月　ダルトン・プラン教育を実施

昭和12年５月　校門前「いろは橋」落成

昭和16年４月　大迫国民学校と改称

昭和18年７月　校歌制定

昭和41年９月　完全給食開始

昭和55年７月　ベルンドルフ第一・第二小学校と

　　　　　　　姉妹校締結

平成６年２月　新校舎落成　

平成９年４月　「ふれあいぶどう園」設置

平成10年４月　「ことばの教室」開設

平成17年４月　文科省指定学力向上拠点形成事業

平成18年１月　市町合併により花巻市立大迫小学校

　　　　　　　と改称

平成21年４月　花巻市立外川目小学校と統合

平成29年８月　給食センター化開始

平成30年４月　特別支援学級開設（情緒）

令和３年４月　花巻市立内川目小学校・

　　　　　　　亀ケ森小学校と統合

令和３年４月　特別支援学級開設（病弱）

令和４年４月　特別支援学級開設（知的）
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石鳥谷小学校 新 堀 小 学 校

≪主な沿革≫ ≪主な沿革≫

≪教育目標≫

≪教育目標≫

≪研究主題≫

≪研究主題≫

校 長　小　野　紀　子
郵便番号　028 － 3101
住　　所　花巻市石鳥谷町好地 7 － 34 － 1
電 話　0198 － 45 － 2012
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 45 － 2012

校 長　菅　原　秀　文
郵便番号　028 － 3111
住　　所　花巻市石鳥谷町新堀 46 － 2 － 1
電 話　0198 － 45 － 3021
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 45 － 3021

・めあてをもって学ぶ子（学力の向上）

・自他を大切にする子　（思いやりの心の育成）

・体をきたえる子（心身の健康づくり）

・よく考え、進んで学習する子ども（かしこく）

・礼儀正しく、思いやりのある子ども（やさしく）

・たくましく、やりぬく子ども（たくましく）

・健康で、明るい子ども（あかるく）

学ぶ楽しさを感じる子どもの育成

～自分の考えをもち、深め広げるための算数科の

授業づくり～

 学ぶ楽しさを感じる子どもの育成

～「考える・わかる・できる」算数の授業を通して～

昭和55年４月　旧石鳥谷小、大瀬川小、八日市小

　　　　　　　を統合し、石鳥谷町立石鳥谷小学校

　　　　　　　として開校

昭和55年７月　プール完成

昭和56年２月　校歌・校章制定

平成元年10月　創立 10 周年記念式典・祝賀会を挙行

平成11年10月　創立 20 周年記念石小フェスティバル

　　　　　　　を挙行

平成14年４月　ことばの教室開設

平成18年１月　市町合併により校名を花巻市立石鳥谷

　　　　　　　小学校と改称

平成19年４月　情緒障がい「あおぞら学級」開設

平成20年12月　耐震補強工事完了

平成21年10月　創立 30 周年記念式典・祝賀会を挙行

平成26年10月　体育館屋根改修 : 蛍光灯 LED 化

平成29年９月　プール改修工事

令和元年11月　創立 40 周年記念式典を挙行

令和３年４月　病弱・身体虚弱「ひまわり学級」開設

明治８年６月　新堀学校創立

明治33年１月　新堀尋常小学校と改称

明治34年４月　現在地に新校舎落成

明治35年４月　新堀尋常高等小学校と改称

昭和16年４月　新堀国民学校と改称

昭和22年４月　新堀小学校と改称

昭和30年４月　石鳥谷町立新堀小学校と改称

昭和42年８月　プール完成

昭和63年７月　新校舎完成

平成元年２月　体育館完成

平成18年１月　市町合併により花巻市立新堀小学校

　　　　　　　と改称

平成30年７月　体育館 LED 照明
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八 幡 小 学 校 八重畑小学校

≪主な沿革≫ ≪主な沿革≫

≪教育目標≫

≪教育目標≫

≪研究主題≫ ≪研究主題≫

校 長　近　藤　澄　江
郵便番号　028 － 3163
住　　所　花巻市石鳥谷町八幡１－ 125 － 1
電 話　0198 － 45 － 3309
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 45 － 3309

校 長　野　里　帝　夫
郵便番号　028 － 3131
住　　所　花巻市石鳥谷町猪鼻 7 － 38 － 1
電 話　0198 － 47 － 2114
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 47 － 2114

豊かな人間性と創造力をもち、たくましく生きる

子どもの育成

　・進んで　学ぶ子ども

　・健康で　たくましい子ども

　・礼儀正しく　助け合う子ども

　・ねばり強く　よく働く子ども

・よく考える子ども
・思いやりのある子ども
・じょうぶな子ども
・やりぬく子ども

認め合う児童の育成

～ＩＣＴを活用した協働的な学びの工夫・改善を

通して～

主体的に学ぶ子どもの育成
～算数科における言語活動を充実させた授業づくりを

通して～

明治６年　　　八幡・寺林・黒沼各学校を創立

明治22年　　　合併により八幡村となり八幡 ･ 黒沼・

　　　　　　　南林の各小学校となる

明治25年　　　統合して八幡尋常小学校と改称

明治34年　　　八幡尋常高等小学校となる。尋常科

　　　　　　　4 年 ･ 高等科 4 年

明治42年　　　現在地の八幡村大字八幡字堂前に新築

昭和16年４月　国民学校令により八幡国民学校と改称

昭和22年４月　八幡村立八幡小学校と改称

昭和30年４月　合併により石鳥谷町立八幡小学校

　　　　　　　と改称

昭和30年９月　八幡小学校校歌制定

昭和43年８月　プール完成

昭和47年 　　創立 100 周年記念式典

昭和56年10月　新校舎完成

平成14年11月　八幡小学校創立 130 周年記念式典

平成18年１月　市町合併により花巻市立八幡小学校

　　　　　　　と改称

平成19年３月　校庭東側に防球ネット設置

平成20年３月　耐震補強工事完了

平成25年７月　プール改修工事

平成30年８月　体育館 LED 照明交換作業工事完了

令和２年1 1月　花巻市教育委員会指定授業実践研究会   

　　　　　　　（算数）開催

明治６年　　　五大堂小学校設置
明治25年　　　八重畑・五大堂・滝田の各尋常小学校
　　　　　　　と改称
明治31年　　　八重畑高等小学校設置
大正６年　　　八重畑尋常高等小学校設置
昭和16年４月　八重畑国民学校と改称
昭和22年４月　八重畑小学校と改称
昭和31年　　　石鳥谷町内で初の学校給食完全給食
　　　　　　　実施
昭和44年　　　学校プール完成
昭和49年　　　創立 100 周年記念式典
昭和58年　　　新校舎完成
平成15年　　　創立 130 周年記念式典
平成18年１月　市町合併により花巻市立八重畑小学校
　　　　　　　と改称
平成22年４月　特別支援学級を設置
平成26年12月　プール外周改修工事
平成27年６月　東京フィルハーモニー管弦楽団ワーク
　　　　　　　ショップ
平成28年３月　八重畑学童クラブ移設
平成29年７月　宮古工業高等学校機械科模型班
　　　　　　　生徒による津波模型出前授業実施
平成30年６月　プールろ過機配管改修工事
　　　　12月　校地外周フェンス改修工事
令和元年11月　花巻市教育委員会指定授業実践公開
　　　　　　　研究会開催 ( 道徳科 )
令和３年　      岩手県環境保全活動知事表彰
令和４年４月　特別支援学級開設 ( 情緒 )
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東 和 小 学 校

≪主な沿革≫

≪教育目標≫

≪研究主題≫

校 長　東海林　泰　史
郵便番号　028 － 0115
住　　所　花巻市東和町安俵 11 区 12 － 1
電 話　0198 － 29 － 4334
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 42 － 4788

校是　「共に築く　新たな歴史」

目標　「かしこい子　心豊かな子　たくましい子」

　・よく考え　進んで学習する子ども

　・明るく　思いやりのある子ども

　・元気よく　心身をきたえる子ども

自分の思いを豊かに表現し、共に学び合う子供の育成

～主体的・対話的で深い学びの実現に向け、

ＩＣＴを活用した授業デザイン～

平成23年４月　土沢小、成島小、浮田小、谷内小、

　　　　　　　田瀬小、小山田小の６校を統合し、

　　　　　　　開校

平成24年４月　落成式典及び祝賀会

平成26年10月　ＰＴＡによる緑化植樹

平成27年８月　校歌二部合唱曲へ編曲

平成27年10月　校歌を教えてもらう会開催

平成28年12月　岩手県学校歯科保健優良校受賞

　　　　　　　岩手県学校安全優良校受賞

平成30年11月　岩手県ＰＴＡ連合会団体年次表彰受賞

平成30年12月　岩手県歯科保健優良賞受賞

令和元年10月　平成 30、令和元年度花巻市教育委員会

　　　　　　　指定授業実践公開研究会（国語科）

令和元年11月　第 55 回岩手県社会科教育研究会花巻

　　　　　　　大会

令和３年　　　開校 10 周年記念事業（講演会・記念誌）
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花 巻 中 学 校 花巻北中学校

≪主な沿革≫ ≪主な沿革≫

≪教育目標≫

≪教育目標≫

≪研究主題≫

≪研究主題≫

校 長　柏　木　廣　喜
郵便番号　025 － 0097
住　　所　花巻市若葉町二丁目 16 － 22
電 話　0198 － 23 － 2151
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 23 － 2152

校 長　佐　藤　敦　士
郵便番号　025 － 0001
住　　所　花巻市天下田 182
電 話　0198 － 24 － 8766
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 24 － 8105

・ものごとを正しく見つめ　判断できる人

・勤労を重んじ　責任をもって行動できる人

・創意工夫し　美を求める人

・心や体をきたえ　ねばり強い人

・自分や他人を尊重し　社会性豊かな人

「心豊かで、たくましく生きる人に」

・進んで学習し、思慮深い生徒　　（自主）

・強い体で、ねばり強い生徒　　　（実践）

・心豊かで、協力する生徒　　　　（協調）

主体的に学び続ける生徒の育成

～いわての授業づくり３つの視点からの授業改善～ 一人一人が「わかる」と実感できる学びのあり方

～授業と家庭学習のサイクル改善を通して～

昭和22年４月　里川口に創立

昭和30年１月　文部省建築モデルスクールとして

　　　　　　　現在地に新築移転

昭和63年４月　花巻北中学校新設により、学区再編

平成元年２月　学校給食共同調理場完成

平成７年８月　新校舎完成

平成14年７月　プール完成

平成19年４月　ホットスプリングスミドルスクール

　　　　　　　姉妹校調印

平成22年１月　大連市西崗区訪問団来校

平成23年11月　国立教育政策研究所・花巻市教育

　　　　　　　委員会指定「魅力ある学校づくり

　　　　　　　調査研究事業」学校公開研究会

平成28年10月　70 周年記念式典・祝賀会

平成28年11月　花巻市教育委員会指定学校公開研究会

平成29年４月　花巻学校給食センター学校から分離

昭和63年４月　花巻市立花巻北中学校創立

　　　　　　　（花巻中学校から分離独立）

昭和63年７月　テニスコート 4 面完成

平成元年７月　プール完成

平成３年２月　クラブハウス完成

平成５年３月　３教室増築

平成６年３月　コンピューター 22 台設置

平成11年６月　太陽光発電設備設置

平成16年11月　自転車置き場増設

平成17年10月　校舎屋根全面塗装工事完了

平成18年２月　グラウンド用防球ネット設置

平成20年４月　文部科学省指定生徒指導総合連携推進

　　　　　　　事業指定校（～平成 21 年度）

平成25年10月　屋外照明 LED 工事完成

平成29年10月　創立 30 周年記念式典・記念講演・

　　　　　　　祝賀会開催

平成30年８月　体育館・格技場 LED 工事完成

平成30年10月　授業実践公開研究会
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南 城 中 学 校 湯 口 中 学 校

≪主な沿革≫ ≪主な沿革≫

≪教育目標≫
≪教育目標≫

≪研究主題≫

≪指導理念≫

≪研究主題≫

校 長　瀬　川　勝　司
郵便番号　025 － 0021
住　　所　花巻市南城 251
電 話　0198 － 23 － 4146
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 23 － 4659

校 長　澤　口　良　夫
郵便番号　025 － 0042
住　　所　花巻市円万寺字法船 23
電 話　0198 － 28 － 2233
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 28 － 2279

自ら学び　心ゆたかで　たくましい生徒

・真理を求め　進んで学習する生徒

・明朗で　心身ともにたくましい生徒

・正しく判断し　行動に責任をもつ生徒

・自分や他人を尊び　社会性豊かな生徒

「知・徳・体の調和のとれた生徒の育成」

(1) 自ら求め学習する生徒（自己教育力）　【継続】

(2) 自ら心身を鍛える生徒（逞しい心と体）【自主】

(3) 明るく思いやりのある生徒（豊かな心）【明朗】

(4) 自他の良さを活かす生徒（個性の伸長）【感謝】

(5) すすんで働き協力する生徒（勤労と社会性）【協働】

共に考え、学びを深める生徒の育成

～伝え合う活動を重視した授業を通して～

ふるさと ( 花巻 ) に学び、ふるさと ( 花巻 ) を語れる

南城中生を育てる

生徒の「わかった」・「できた」を引き出す指導の

あり方

～「つかむ・かかわる・ふりかえる」学びを通して～

昭和27年３月　花巻中学校南分教室として西十二丁目

　　　　　　　釜場に開校

昭和28年４月　南城中学校となる

昭和58年11月　現在地に新築移転

昭和60年８月　プール竣工

昭和61年12月　格技場「賢心館」完成

平成９年10月　文部省指定武道（剣道）推進校・

　　　　　　　学校公開

平成15年11月　創立 50 周年記念式典

平成25年７月　創立 60 周年記念事業実施

昭和44年４月　花巻市立前田中学校と花巻市立

　　　　　　　湯口中学校が統合し、新制花巻市立

　　　　　　　湯口中学校創立

昭和47年３月　全校舎落成

平成元年３月　柔剣道場「若杉館」落成

平成28年10月　新校舎へ移転

平成29年６月　新屋内体育館完成

平成30年２月　湯口中学校落成記念式典・祝賀会

令和元年10月　統合 50 周年記念式典・祝賀会
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湯 本 中 学 校 矢 沢 中 学 校

≪主な沿革≫ ≪主な沿革≫

≪教育目標≫ ≪教育目標≫

≪研究主題≫ ≪研究主題≫

校 長　菅　原　正　浩
郵便番号　025 － 0304
住　　所　花巻市湯本 4 － 1
電 話　0198 － 27 － 2719
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 27 － 2261

校 長　佐々木　律　夫
郵便番号　025 － 0014
住　　所　花巻市高松 5 － 42
電 話　0198 － 31 － 2022
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 31 － 2095

・自ら進んで学習する生徒　　　　　　「英知」

・心身共にたくましい生徒　　　　　　「錬磨」

・思いやりのある心の豊かな生徒　　　「敬愛」

・心をこめて仕事をする生徒　　　　　「協働」

～支え合い・励まし合い・鍛え合い、共に成長し、

世界ぜんたいを幸福にする力を磨く～

「主体的に学ぶ生徒の育成」

～自身の学びや変容を自覚できる授業づくりの

工夫を通して～

「生徒が意欲的に取り組める授業のあり方について」

昭和22年４月　創立（旧青年学校独立校舎と小学校

　　　　　　　校舎の一部を使用）

昭和50年４月　現在地に新築移転

平成元年３月　柔剣道場「平成館」完成

平成20年３月　耐震補強工事完了

平成27年10月　授業公開研究会「復興教育」

令和２年 1 1月　授業実践研究会「主体的に学ぶ

　　　　　　　生徒の育成」

昭和22年４月　創立

昭和27年３月　校舎増築

昭和53年７月　新校舎完成

昭和59年11月　校舎増築

平成２年３月　屋外環境整備完了

平成12年３月　プール完成

平成19年７月　耐震補強工事完了

令和元年10月　学校公開研究会「道徳」
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宮野目中学校 西 南 中 学 校

≪主な沿革≫ ≪主な沿革≫

≪教育目標≫

≪教育目標≫

≪生活信条≫
≪研究主題≫

≪研究主題≫

校 長　佐　藤　孝　之
郵便番号　025 － 0002
住　　所　花巻市西宮野目 6 － 156 － 2
電 話　0198 － 26 － 2117
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 26 － 4132

校 長　千　葉　龍太郎
郵便番号　025 － 0131
住　　所　花巻市轟木 7 － 12
電 話　0198 － 29 － 2321
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 29 － 2886

・創造性を持ち、自ら進んで学習する生徒

・思いやりの心を持ち、行動する生徒

・仲間と協力して、より良い生活を築く生徒

・礼儀正しく、節度のある生徒

・自ら進んで体を鍛える生徒 広い視野に立ち希望に向かって自ら学ぶ

創造的な人間の育成

心はいつでもあたらしく毎日何かしらを発見する　　

　　　　　　　　　～高村光太郎～

主体的・対話的な学習活動における自己調整力の育成

～協働的な学びを利用した相互評価を通して～

共に学び、共に育ち合う子供の育成

～「対話」を重視した授業づくりを通して～

　　　Season3・更なる充実へ

昭和22年４月　創立

昭和27年12月　新築移転

昭和51年10月　花巻空港拡張に伴い、現在地に新築

　　　　　　　移転

　　　　11月　学校給食共同調理場併設

平成14年３月　同調理場改築

平成18年11月　校舎耐震補強工事完了

平成29年１月　プール改修工事（床・フェンス・

　　　　　　　門扉等）

昭和35年４月　太田中学校と笹間中学校が統合し

　　　　　　　西南中学校を創立

昭和36年９月　新校舎（現在地）の一部が完成し、

　　　　　　　授業開始

昭和39年５月　新校舎が全面竣工

平成４年２月　校舎大規模改造工事完了

平成20年６月　校舎改築工事完了

平成22年１月　体育館・柔剣道場完成

平成22年11月　校舎落成創立 50 周年記念式典

平成23年３月　プール・クラブハウス棟完成屋外

　　　　　　　環境整備工事完了

平成28年２月　体育館天井耐震改修工事完了

令和元年1 0月　花巻市教育委員会指定学校公開研究会
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大 迫 中 学 校 石鳥谷中学校

≪主な沿革≫ ≪主な沿革≫

≪教育目標≫ ≪教育目標≫

≪研究主題≫

≪研究主題≫

校 長　菅　原　俊　博
郵便番号　028 － 3202
住　　所　花巻市大迫町外川目 27 － 22 － 1
電 話　0198 － 48 － 2221
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 48 － 2216

校 長　沼　田　弘　二
郵便番号　028 － 3163
住　　所　花巻市石鳥谷町八幡 6 － 37 － 1
電 話　0198 － 45 － 3117
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 45 － 3118

心豊かで、たくましい生徒の育成

　１　よく考え、進んで学習する生徒

　２　ねばり強く、思いやりのある生徒

　３　よく働き、社会に奉仕する生徒

１　自ら求めて学び　考えを深める生徒　【自主】

２　たくましく自己を鍛え　活力にみちた生徒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【練磨】

３　勤労と責任を重んじ　互いに協力し合う生徒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【協働】

４　自他を敬愛し　思いやりのある生徒　【敬愛】
語り合い深め合う学びを通して、自己の生き方を考え

る生徒の育成

～考え、議論する道徳授業の実践研究を通して～ 生徒が「わかる・できる」から「使う・伝える」に

つなげる実践指導

昭和42年４月　５校を廃止して大迫町立大迫中学校

　　　　　　　設置

昭和44年３月　統合中学校卒業式を新校舎生徒ホール

　　　　　　　で行う

昭和44年４月　実質統合中学校として発足

昭和44年11月　新校舎落成式、校歌・校旗制定

昭和54年10月　校門・記念碑建立

平成７年２月　柔剣道場落成

平成９年11月　統合 30 周年記念式典挙行

平成18年１月　市町合併により花巻市立大迫中学校

　　　　　　　と改称

平成19年４月　米国ジェーシービルＭＳと姉妹校提携

平成20年10月　統合 40 周年記念合唱曲「迫
こ こ

中から

　　　　　　　はじまる」制定

平成24年11月　いわてユネスコ文化賞受賞

平成29年８月　センター給食開始

　　　　　　　新校舎完成　

平成29年10月　統合 50 周年記念式典挙行

平成30年８月　新体育館完成

令和３年１月　グラウンド工事完了

令和３年1 0月　花巻市教育委員会指定学校公開研究会

昭和39年４月　統合石鳥谷町立石鳥谷中学校創立

　　　　　　　校舎は石鳥谷、新堀、八幡、八重畑の

　　　　　　　4 校舎

昭和40年３月　校歌・校旗制定

昭和42年３月　新校舎に移転

昭和43年１月　校舎・体育館落成

昭和48年４月　石鳥谷町立山屋中学校を統合

平成４年12月　第２体育館完成

平成６年11月　統合 30 周年記念式典・祝賀会

平成11年８月　技術室更新

平成18年１月　市町合併により花巻市立石鳥谷中学校

　　　　　　　と改称

平成20年３月　新体育館・柔剣道場完成

平成21年10月　新校舎完成

平成23年３月　プール・クラブハウス棟完成屋外環境

　　　　　　　整備工事完了

平成23年10月　校舎改築記念式典・祝賀会

平成26年10月　統合 50 周年記念石中祭

平成28年３月　体育館・柔剣道場天井板　耐震対応

　　　　　　　改修工事
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東 和 中 学 校

≪主な沿革≫

≪教育目標≫

≪研究主題≫

校 長　阿　部　久　幸
郵便番号　028 － 0114
住　　所　花巻市東和町土沢 5 区 20 
電 話　0198 － 42 － 4221
Ｆ Ａ Ｘ　0198 － 42 － 4222

・自ら進んで学び、自ら考え判断して行動する生徒（知）

・豊かな心を持ち、より良く生きようとする生徒（徳）

・心身を鍛え、たくましく生き抜く生徒（体）

自分の考えを深め、学び合う生徒の育成

～小中連携の推進と、ユニバーサルデザインの

視点を取り入れた学習指導～

昭和36年４月　東和町立東和中学校設置

　　　　　　　生徒数 1,173 名

昭和40年11月　校舎落成式

昭和42年４月　障がい児学級設置

昭和45年11月　10 周年記念式典

昭和47年６月　クラブ室完成

昭和49年５月　格技場・プール完成

昭和55年３月　４校共同調理場完成

昭和63年３月　第１回少年少女短期留学生派遣

　　　　　　　（米国クリントン市）

平成４年12月　全天候型テニスコート設置

平成13年12月　新校舎完成

平成15年３月　新体育館・柔剣道場・プール完成

平成15年６月　新校舎落成記念式典

平成16年12月　夜間照明施設・クラブハウス完成

平成18年１月　市町合併により花巻市立東和中学校と

　　　　　　　改称

平成20年４月　東和中・田瀬中が統合し、新生東和

　　　　　　　中学校となる

平成23年12月　50 周年記念式典

令和２年1 0月　60 周年記念式典

令和３年８月　体育館照明 LED 化
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１８　高等学校

１９　大学・大学院

２０　各種学校

２１　特別支援学校

令和４年５月１日現在

令和４年５月１日現在

令和４年５月１日現在

令和４年５月１日現在

学　校　名 学　科　名 校長名 教職員数 生徒数 学級数 所　在　地 電　話

県立花巻北高等学校 普通科 須 川 和 紀 49 人 688 人 18 本館 54 23-4134

県立花巻南高等学校

普通科

・人文科学学系

・自然科学学系

・ｽﾎﾟｰﾂ健康科学学系

・国際科学学系

山 田 浩 和 56 人 583 人 15 中北万丁目 288-1 23-4236

県立花巻農業高等学校

生物科学科

環境科学科

食農科学科

小 船 光 浩 45 人 268 人 9 葛 1-68 26-3131

県立花北青雲高等学校

情報工学科

ビジネス情報科

総合生活科

佐々木伸良 52 人 426 人 12
石鳥谷町北寺林

　　　　11-1825-1
45-3731

県 立 大 迫 高 等 学 校 普通科 三 田 正 巳 26 人 56 人 3 大迫町大迫 9-19-1 48-3228

私立花巻東高等学校 普通科 小田島順造 76 人 737 人 23 松園町 55-1 41-1135

学校名 学　部 学　科 学長名 教職員数 学　生　数 所　在　地 電　話

富士大学

経済学部

大学院

経済学科
経営法学科

経済・経営ｼｽﾃﾑ研究科
岡 田 秀 二

専　任　36 人
非常勤　87 人
職　員　40 人

経済学科
経営法学科
小計

大学院

合計

218 人
533 人
751 人

14 人

765 人

下根子 450-3 23-6221

学　校　名 科種別 校長名 教職員数 生徒数 学級数 所　在　地 電　話

花巻高等看護専門学校 看護科 大 島 俊 克 13 人 123 人 3 御田屋町 4-56 22-4133

岩手理容美容専門学校
理容科
美容科

勝 又 　 明 12 人 68 人 4 若葉町 2-14-39 23-4239

学　校　名 校長名 教職員数 児童・生徒数 学級数 所　在　地 電　話

県立花巻清風支援学校　本校

小 澤 千 殖

89 人 140 人 34 太田 27-207-4 28-2421

遠 野 分 教 室 小 学 部 9 人 11 人 4
遠野市東舘町 11-28

（遠野市立遠野小学校内）
0198-62-3351

遠 野 分 教 室 中 学 部 3 人 6 人 2
遠野市松崎町白岩 11-30

（遠野市立遠野中学校内）
0198-62-2211

北 上 分 教 室 2 人 0 人 0
北上市村崎野 17-10

（県立中部病院内）
0197-68-2091

北上みなみ分教室小学部 6 人 10 人 3
北上市相去町葛西壇 12-2

（北上市立南小学校内）
0197-72-5910

北上みなみ分教室中学部 4 人 4 人 2
北上市相去町滝の沢 7-2

（北上市立南中学校内）
0197-72-5920
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花花巻巻市市奨奨学学金金（（令令和和４４年年度度））

向学心に燃える優秀な学生で、経済的事由により修学困難な者に対し、学資の貸与を行い、有能な

人材を育成する。 
 

（１）花巻市に住所を有する者の子弟または市内の児童養護施設入所者であった者 
（２）令和４年４月に高等学校以上の学校に在学する者 
（３）人物、学業とも優れ、かつ経済的理由により修学困難と認められる者 

 

学資金 令和４年度貸与月額 新規採用者 継続採用者 

高等学校（高等専門学校1～3年を含む） １５，０００円以内 ３人 １０人 

大 学 ・ 短 期 大 学 ・ 大 学 院 
（看護専門学校・各種学校等を含む） 

３０，０００円以内 ２０人 ６７人 

計  ２３人 ７７人 

 
入学一時金 令和４年度貸与金額 高等学校 大学等 

令和４年４月入学者で学資金の 
貸与を受ける方のうち希望者 
※初回交付時のみ貸与 

１００，０００円を 
上限とする希望金額 

２人 １１人 

 

奨学生採用時から正規の修学期間まで 
 

（１）返還方法は、貸与決定時に提出する奨学金返還計画書により月賦等の方法により返還 
（無利子、全額返還） 

（２）返還期限は、貸与終了後翌月もしくは６か月を経過した後、１５年以内 

提出書類 
①  奨学資金貸与申請書 
②  誓約書 
③  家庭状況書 
④ 連帯保証人１名の承諾書 
⑤ 学校長の奨学生推薦書 
⑥ 履歴書 
⑦ 受験票その他の受験を証するものの写し、合格通知書の写し、または在学証明書 
※申請時に「受験票その他の受験を証するものの写し」を提出した者は後日合格通知書の写 
しを提出するものとする 

⑧ 同一世帯員の所得に関する証明書等 
○給与所得のみの場合「令和３年分給与所得の源泉徴収票」を添付のこと 
○事業所得等がある場合、確定申告書の写し又は市民税・県民税申告書の写しを添付のこと 

⑨ 連帯保証人 1 名の印鑑証明書 
⑩ 奨学資金振込先口座届 

 

[対  象]花巻市奨学金の返還者で、花巻市内の認可保育園等（公立以外）に保育士として勤務 
している者 

[補助額]返還月額の半額 
 

[対  象]花巻市奨学金の返還者で、市内の大学を卒業し、市内に居住している者 
[補助額]返還月額の半額 
 

[対  象]花巻市奨学金の返還者で、返還期限を５年以上とし、新卒で市内の対象介護サービス事業所

等に就職し、対象資格に基づく業務に５年以上継続して従事する予定の者

[補助額]返還月額の半額（最大５年間） 
 

[対  象]花巻市奨学金の返還者で、市内の産科医療機関に、助産師又は看護師として就職し、就職後、

２か月以上１年以内の方であって、就職日から３年以上、同一の産科医療機関に継続して勤

務する予定の者（ただし、花巻市、北上市、遠野市及び西和賀町内の産科医療機関において、

助産師又は看護師として産科に従事していた場合は、退職後３か月以上経過していること、

また、看護師は、産科医療機関での看護経験が１年以上であること）

[補助額]返還月額の半額（最大３年間） 
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花花巻巻市市奨奨学学金金（（令令和和４４年年度度））

向学心に燃える優秀な学生で、経済的事由により修学困難な者に対し、学資の貸与を行い、有能な

人材を育成する。 
 

（１）花巻市に住所を有する者の子弟または市内の児童養護施設入所者であった者 
（２）令和４年４月に高等学校以上の学校に在学する者 
（３）人物、学業とも優れ、かつ経済的理由により修学困難と認められる者 

 

学資金 令和４年度貸与月額 新規採用者 継続採用者 

高等学校（高等専門学校1～3年を含む） １５，０００円以内 ３人 １０人 

大 学 ・ 短 期 大 学 ・ 大 学 院 
（看護専門学校・各種学校等を含む） 

３０，０００円以内 ２０人 ６７人 

計  ２３人 ７７人 

 
入学一時金 令和４年度貸与金額 高等学校 大学等 

令和４年４月入学者で学資金の 
貸与を受ける方のうち希望者 
※初回交付時のみ貸与 

１００，０００円を 
上限とする希望金額 

２人 １１人 

 

奨学生採用時から正規の修学期間まで 
 

（１）返還方法は、貸与決定時に提出する奨学金返還計画書により月賦等の方法により返還 
（無利子、全額返還） 

（２）返還期限は、貸与終了後翌月もしくは６か月を経過した後、１５年以内 

提出書類 
①  奨学資金貸与申請書 
②  誓約書 
③  家庭状況書 
④ 連帯保証人１名の承諾書 
⑤ 学校長の奨学生推薦書 
⑥ 履歴書 
⑦ 受験票その他の受験を証するものの写し、合格通知書の写し、または在学証明書 
※申請時に「受験票その他の受験を証するものの写し」を提出した者は後日合格通知書の写 

しを提出するものとする 
⑧ 同一世帯員の所得に関する証明書等 
○給与所得のみの場合「令和３年分給与所得の源泉徴収票」を添付のこと 
○事業所得等がある場合、確定申告書の写し又は市民税・県民税申告書の写しを添付のこと 

⑨ 連帯保証人 1 名の印鑑証明書 
⑩ 奨学資金振込先口座届 

 

[対  象]花巻市奨学金の返還者で、花巻市内の認可保育園等（公立以外）に保育士として勤務 
している者 

[補助額]返還月額の半額 
 

[対  象]花巻市奨学金の返還者で、市内の大学を卒業し、市内に居住している者 
[補助額]返還月額の半額 
 

[対  象]花巻市奨学金の返還者で、返還期限を５年以上とし、新卒で市内の対象介護サービス事業所

等に就職し、対象資格に基づく業務に５年以上継続して従事する予定の者

[補助額]返還月額の半額（最大５年間） 
 

[対  象]花巻市奨学金の返還者で、市内の産科医療機関に、助産師又は看護師として就職し、就職後、

２か月以上１年以内の方であって、就職日から３年以上、同一の産科医療機関に継続して勤

務する予定の者（ただし、花巻市、北上市、遠野市及び西和賀町内の産科医療機関において、

助産師又は看護師として産科に従事していた場合は、退職後３か月以上経過していること、

また、看護師は、産科医療機関での看護経験が１年以上であること）

[補助額]返還月額の半額（最大３年間） 
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就学に向けた支援が必要な者に対して、奨学金の返還免除による経済的支援を行い、経済的な事情

により進学を断念せざるを得ない者の後押しをすることにより、将来に向けた支援を行う。 

（１）花巻市に住所を有する者の子弟 
（２）令和４年３月に高等学校等を卒業し、令和４年４月に大学、短期大学、専修学校専門課程等に

在学する者のうち、卒業後に市内に居住する意志を持つ以下のいずれかの者 
ア 生活保護世帯の子弟 
イ 児童養護施設入所者であった者（※市内の児童養護施設に入所していた場合、保護者の住

所が市外でも可） 
ウ ひとり親家庭で非課税世帯の子弟 
エ 特別支援学校高等部在籍していた者 
オ （独）日本学生支援機構給付奨学金採択者 
 

 令和４年度貸与月額 新規採用者 継続採用者 

学資金 ２０，０００円 ７人 １６人 

奨学生採用時から正規の修学期間まで 
 

貸与決定時に提出する奨学金返還計画書により月賦等の方法により 10 年以上 15 年以内で返還。 
（無利子）ただし、市内に居住している期間分は返還免除。 
[例：返還期間を 10 年に設定] 
返還期間中全期間市内に居住した場合→全額返還免除 
市内に６年居住し市外に転出した場合→市外に転出した時点から残りの期間分（４年）のみを返還 

 
 

提出書類 
① 奨学資金貸与申請書 
② 誓約書 
③  家庭状況書 
④  連帯保証人１名の承諾書 
⑤  学校長の奨学生推薦書 
⑥  履歴書 
⑦  受験票その他の受験を証するものの写し、合格通知書の写し、または在学証明書 

※申請時に「受験票その他の受験を証するものの写し」を提出した者は後日合格通知書の写 
しを提出するものとする 

⑧  連帯保証人 1 名の印鑑証明書 
⑨ （独）日本学生支援機構が発行する大学等奨学生採用候補者決定通知の写し（※該当者のみ） 
⑩  奨学資金振込先口座届 
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就学に向けた支援が必要な者に対して、奨学金の返還免除による経済的支援を行い、経済的な事情

により進学を断念せざるを得ない者の後押しをすることにより、将来に向けた支援を行う。 

（１）花巻市に住所を有する者の子弟 
（２）令和４年３月に高等学校等を卒業し、令和４年４月に大学、短期大学、専修学校専門課程等に

在学する者のうち、卒業後に市内に居住する意志を持つ以下のいずれかの者 
ア 生活保護世帯の子弟 
イ 児童養護施設入所者であった者（※市内の児童養護施設に入所していた場合、保護者の住

所が市外でも可） 
ウ ひとり親家庭で非課税世帯の子弟 
エ 特別支援学校高等部在籍していた者 
オ （独）日本学生支援機構給付奨学金採択者 
 

 令和４年度貸与月額 新規採用者 継続採用者 

学資金 ２０，０００円 ７人 １６人 

奨学生採用時から正規の修学期間まで 
 

貸与決定時に提出する奨学金返還計画書により月賦等の方法により 10 年以上 15 年以内で返還。 
（無利子）ただし、市内に居住している期間分は返還免除。 
[例：返還期間を 10 年に設定] 
返還期間中全期間市内に居住した場合→全額返還免除 
市内に６年居住し市外に転出した場合→市外に転出した時点から残りの期間分（４年）のみを返還 

 
 

提出書類 
① 奨学資金貸与申請書 
② 誓約書 
③  家庭状況書 
④  連帯保証人１名の承諾書 
⑤  学校長の奨学生推薦書 
⑥  履歴書 
⑦  受験票その他の受験を証するものの写し、合格通知書の写し、または在学証明書 
※申請時に「受験票その他の受験を証するものの写し」を提出した者は後日合格通知書の写 
しを提出するものとする 

⑧  連帯保証人 1 名の印鑑証明書 
⑨ （独）日本学生支援機構が発行する大学等奨学生採用候補者決定通知の写し（※該当者のみ） 
⑩  奨学資金振込先口座届 

令和４年度花巻市教育研究所運営計画

Ⅰ　運営方針

Ⅱ　本年度の重点

Ⅲ　組織及び役割分担

　未来に生きる花巻市の児童生徒の健やかな成長と確かな学力の向上をめざし、花巻市教育研究
所が有する機能を生かし、学校教育上の課題解決及び教職員の資質向上に関する専門的・技術的
事項の調査研究、研修を推進し、本市の教育水準の向上に努める。

１　学校教育上の課題に関する先導的な研究を推進する。

　(1)  研究班による共同研究を充実させるとともに、研究成果の普及を図る。

　(2)  ブロック制を生かした研究交流、保幼こ小中連携の積極的推進に努める。

２　教職員の資質の向上と指導力の育成を図る研修会を推進する。

　(1)  新学習指導要領の理解に基づいた授業改善に関する研修の充実を図る。

　(2)  自主的計画に基づく、授業研究を中心とした教科等部会研修の充実を図る。

３　児童生徒・保護者・教職員からの教育に関する相談に応じ、課題解決の支援を行う。

所
　
長

研 　 究 　 事 　 業

研 　 修 　 事 　 業

教 育 相 談 事 業

教 育 情 報 事 業

副読本等作成事業

ふくろう講座

教育相談室・適応指導教室

（1）生徒指導

（2）適応指導

（3）就学指導

（4）特別支援教育

（1）教科等部会研修

（2）小中交流研修

（3）職能別研修

（4）特別研修

（1）研究班研究

（2）研究発表会  ※講演含む

（3）授業実践公開研究会

（1）資料収集整理活用

（2）教育情報の発信

（1）小学校社会科「わたしたちの花巻」

（2）小学校「小学生のための宮沢賢治」

運
営
委
員
会

ICT( 授業改善・校務支援 ) 研究班

不適応児童生徒への組織的取組研究班

　１　組織
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　校長会または副校長会からの推薦者と各校研究主任が運営委員として教育研究所の運営に

当たる。

　２　事務局役割分担

　３　教育研究所運営委員会

１　研究事業

職　名 人数 主たる職務内容 備　考

所 　 長 １名 教育研究所運営の統括 兼務（学校教育課長）

次 　 長 １名 教育研究所運営に関すること 兼務（主任指導主事兼指導係長）

主 任 主 査 １名 教育研究所運営に関すること 兼務（学校教育課長補佐）

主 　 任 ５名 教育研究所企画・立案・事業（研究）推進
兼務（主任指導主事、指導主事
及び学力向上支援員）

教育相談員 ５名
教育相談に関すること（特別支援教育、適応指導、
生徒指導）、適応指導教室に関すること

専任（会計年度任用職員）

計 13 名

　教育研究所は、教育課程及び教材の調査研究、教育指導技術の調査研究、教育に関する実態調
査、教育相談、適応指導、生徒指導、教職員の研修、その他必要な調査研究等の事業を行う。
　また、教育相談室と適応指導教室（風の子ひろば）の運営と特別支援教育の推進を行う。

　本市における教育上の諸課題に関する調査・研究を推進し、有効な課題解決の方策を明らかに
するものである。研究の対象は、本市の課題として重要かつ緊急性があり、各教科・領域・総合
的な学習の時間の指導、学校・学級経営、生徒指導、教育相談、特別支援教育、少人数学級・少
人数指導、復興教育、キャリア教育、情報教育等、主として学校教育に関するものとする。
　研究班による共同研究を推進し、その成果を教育研究所研究発表会及び発表会資料等の発行で
公開する。

Ⅳ　各事業について

(1)  研究班研究

　本市の課題である「確かな学力」の向上、「豊かな人間性」の育成に関わり、教育の質的向上を図るため

に研究員を委嘱し、調査・研究を実施する。

①  研究班は、研究主題を設け年間計画に沿って研究する。複数年研究に取り組むことを原則とし、その成

　果を教育研究所研究発表会で発表する。

②  一つの班に、教諭等から数名を研究員として委嘱する。各班に指導主事等が加わり、助言・支援等を継

　続的に行う。
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③　令和４年度研究班（単年研究）

(2)　研究発表会

　市内の小・中学校教職員が一堂に会し、今日的な課題や、各教科・領域、特別支援教育等の指導の在り

方などについて、先進的な実践や研究を行う講師の講演や、研究所・市事業における研究成果の発表を聴

講することにより、指導力向上を図ることを目的とする。

①　期日：令和５年１月１９日（木）

②　内容：・講師による講演

　　　　　・研究班研究の発表

　　　　　・市事業成果の発表など

(3)　授業実践公開研究会（花巻市教育委員会指定）

①　趣　旨：日常的に取り組んでいる校内研究の内容及び成果について、ブロック内の教職員を対象　　

　　　　　　に授業公開及び研究協議を行うことにより、校内研究の充実及び教員の指導力向上を図る。

　　　　　　　※　原則６年に１度、ブロック内で輪番に公開。

②　参加者：ブロック内小中学校全教職員（原則）　※希望者も参加可

③　日　程：以下のとおり

研究班 研究内容

・ＩＣＴ (授業改善・校務支援）
研究班

【教科研究】各教科における、資質・能力の育成を目指し、効果的な端末の

活用方法のあり方について

【校務支援研究】各小中学校における、校務上の端末活用について

・不適応児童生徒への組織的
取組研究班

不適応児童生徒への組織的な対応について、校内体制づくりのあり方や組
織的な取組について

ブロック 学　校 期日 主題等（令和３年度時点）

花巻中央 花巻中学校
11 月９日

（水）

主体的に学び続ける生徒の育成
～いわての授業づくり３つの視点からの授業改善と評価

方法の工夫～

花巻南 南城中学校
11 月８日

（火）
共に考え、学びを深める児童・生徒の育成
～伝え合う活動を重視した授業を通して～

花巻西 湯口中学校
10 月 12 日

（水）
生徒の「わかった」・「できた」を引き出す指導のあり方

～授業における「振り返り」の工夫を通して～

花巻北 宮野目小学校
10 月 14 日

（金）
学び合いを通した確かな学力の育成

～表現を大切にした算数科の授業づくり～

石鳥谷 石鳥谷小学校
11 月 10 日

（木）
学ぶ楽しさを感じる子どもの育成

～算数科における自分の考えをもつための授業づくり～
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(1)  教科等部会研修

　　市内の小・中学校児童生徒の学習活動の一層の充実を期するため、授業研究を中心とした自主的研修を

　推進する。

　　①　対    象：市内小・中学校に勤務する教職員のうち希望者

　　②　形　　態：◆ 複数校５人以上の有志による 10 程度の部会で、部会ごとに日程を設定し、１回以上

   の授業研究会を行う。

　　　　　　　　  ◆ 職別部会（養護教諭、栄養教職員）では授業研究会に限らない。

　　　　　　　　  ◆ 下記以外の部会を設定することもできる（ＩＣＴなど）。

　　　　　　　　  ◆ 複数の部会が合同で研修を行うこともできる。

　　　　　　　　  ◆ 各部の部長、その他必要な役員は互選とする。

　　③　研修内容：◆ 部会の研修テーマに基づき、授業研究会、模擬授業、実践交流、実技

   研修等を自主的に企画し実施する（１回以上の授業研究会は必須）。

　　　　　　　　  ◆ 実施後、各部の部長が報告書を作成し、事務局に提出する。

　　④　そ の 他：◆ 基本的に講師、助言者は部会内から選出とするが、部会外から招聘する場合には事

   前に事務局に相談のうえ、派遣申請を依頼する。

　　　　　　　　  ◆ 部会ごとに消耗品を購入することができる。執行する場合は事務局に事前相談のう

   え、立替払いをせずに納品書と請求書を事務局に届ける。

(2)  小中交流研修

　学習指導、生徒指導等における課題解決のために、中学校区ごとに小学校と中学校の教職員が集まり、

情報交換や意見交流、授業交流等を行い、児童生徒の実態把握及び指導の方向性や手立ての共有化を図る。

①　各中学校区で、担当校を中心に期日、会場、内容等を計画し、研修を実施する。

②　実施後は担当校で報告書を作成し、事務局に提出する。

③　「家庭学習の充実」はどの学区でも位置付け、小中連携して「家庭学習の手引き（きまり）」を作成する。

④　ＩＣＴ活用及び小学校で教科化された外国語の授業交流、情報交換等はどの学区でも位置付けること。（外国

　　語はＲ６まで）

　本市における教育上の重要な諸課題の解決のため、中部教育事務所と連携し、教職員の現職教
育を積極的、効率的に推進し、教職員の資質の向上と指導力の一層の充実を図る。
　特に、自主計画に基づく教科等部会研修を中心とした研修事業を推進する。

＜教育研究所　教科等部会（例）＞

【小学校部会】

　1国語　2社会　3算数　4理科　5生活　6音楽　7図工　8家庭　9体育　10 外国語（活動）

　11 道徳　12 総合的な学習の時間　13 特別活動　14 特別支援教育

　15 養護教諭

【中学校部会】

　1国語　2社会　3数学　4理科　5音楽　6美術　7保健体育　8技術　9家庭

　10 外国語　11 道徳　12 総合的な学習の時間　13 特別活動　14 特別支援教育

　15 養護教諭

【小・中部会】

　1栄養教職員　　※人数や状況によっては、小・中部会として活動する部会もある。

２　研修事業
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３　教育相談事業

４　教育情報事業

５　副読本等作成事業

(3)  職能別研修

　　管理職及び主任等の資質の向上と、職務の遂行のために必要な専門的な能力の育成を目的とした研修を、

　岩手県教育委員会と連携して効率的に推進する。

　　　※研修日程については、「Ⅴ　事業日程」参照。

(4)  特別研修

　①　ふくろう講座

　　　ア　趣　　旨：教科、領域、生徒指導、学級経営等について、講師の講義、演習を通して研修を　　

　　　　　　　　　　深めることで、教職員の資質向上、指導力の向上に資する。

　　　イ　対　　象：市内小・中学校教員の希望者

　　　ウ　内　　容：長期休業中（夏）に研修講座を開設する。

　(1)  生徒指導

　　　教育相談員を教育相談室（まなび学園内）に配置し、来談・電話への対応及び学校訪問を実施する。

　(2)  適応指導

　　　①　教育相談員を適応指導教室「風の子ひろば」（まなび学園内）に配置し、当該児童生徒の指導に当

　　　　たる。

　　　②　教育相談員による来談・電話への対応及び学校訪問を実施する。

　(3)  就学指導

　　　教育相談員による来談・電話への対応及び学校訪問を実施する。

　(4)  特別支援教育

　　　教育相談員による来談・電話への対応及び学校訪問を実施する。

　(1)  資料の収集、整理及び活用

　　　①　教育に関する図書整備

　　　②　研究物、教育資料等の収集・整理

　(2)  教育情報の発信

　　　①　研究物、教育資料等の提供

　　　②　所報「はなまき」の発行（年１回）

　(1)  小学校社会科「わたしたちの花巻」（部分改訂・隔年）

　(2)  小学校「小学生のための宮沢賢治」（印刷・配布）
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＜運営・研究・研修に係る日程＞

＜職能別研修に係る日程（岩手県教育委員会主催事業）＞

＜職能別研修に係る日程（花巻市教育研究所主催事業）＞

期　日 研　修　名 ね　ら　い 対　象

６月８日（水） 管内校長研修講座 学校運営、服務管理等 校 　 長

７月１日（金） 管内副校長・主幹教諭研修会 学校経営等
副 校 長
主 幹 教 諭

11 月 25 日（金） 管内小・中学校教務主任研修会 教育計画、学校運営等 教 務 主 任

期　日 研　修　名 ね　ら　い 対　象

11 月 18 日（金） 市内研究主任研修会 校内研究推進等 研 究 主 任

Ⅴ　事業日程

期　日 事　業　名 対　象 内　容

４月 13 日（水） 教育研究所運営委員会 運営委員 令和４年度運営計画について

６月 ７日（火） 研究班研究員会議（全体） 研究員
年間計画の立案
※その後は各班の計画で推進

８月 １日（月） ふくろう講座 希望者 講義、演習

１月 19 日（木） 第 46 回研究発表会 全教職員
講演、研究成果の発表
市事業成果の発表　など
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学校保健統計
１　令和３年度　小学校体力・運動能力調査結果

・実施した 48 項目のうち 10 項目が全国・県平均を上回っている。

　【H25 13 項目　H26 18 項目　H27 14 項目　H28 12 項目　H29 14 項目　H30 13 項目　R1 6 項目】

・ソフトボール投げは、半数以上の学年で全国・県平均を上回っている。

・握力は、すべての学年で全国・県平均を下回っている。

は、全国・県平均より優れている項目

学

年

区

分

握

力

㎏
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屈
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と
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点
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秒

立
ち
幅
と
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㎝

ソ
フ
ト
ボ
｜
ル
投
げ
ｍ

１

年

R 2  全 国 9.73 12.31 27.28 28.79 19.37 11.31 116.08 8.76 

R 3  県 9.14 11.79 26.28 27.40 19.43 11.73 113.45 8.29 

花 巻 市 7.70 11.88 24.89 27.29 18.12 11.57 115.90 8.74 

全国比較指数 79.1 96.5 91.2 94.8 93.5 97.8 99.8 99.8 

県 比 較 指 数 84.2 100.8 94.7 99.6 93.3 101.4 102.2 105.4 

２

年

R 2  全 国 11.12 14.16 28.91 32.50 29.91 10.65 128.87 11.79 

R 3  県 10.83 14.03 27.15 31.43 29.49 10.79 125.02 11.77 

花 巻 市 10.19 13.96 27.07 31.16 29.47 10.61 125.83 12.13 

全国比較指数 91.6 98.6 93.6 95.9 98.5 100.4 97.6 102.9 

県 比 較 指 数 94.1 99.5 99.7 99.1 99.9 101.7 100.6 103.1 

３

年

R 2  全 国 13.06 16.21 29.98 36.12 37.03 9.95 138.60 15.79 

R 3  県 12.67 15.73 29.30 34.71 36.86 10.28 134.15 15.09 

花 巻 市 12.41 15.57 30.29 34.52 38.94 10.23 138.28 15.85 

全国比較指数 95.0 96.1 101.0 95.6 105.2 97.3 99.8 100.4 

県 比 較 指 数 97.9 99.0 103.4 99.5 105.6 100.5 103.1 105.0 

４

年

R 2  全 国 14.89 18.26 32.26 39.81 45.42 9.61 148.84 19.83 

R 3  県 14.52 17.83 30.80 38.83 44.01 9.88 142.62 18.66 

花 巻 市 14.02 17.92 31.09 38.71 41.62 9.94 143.67 19.72 

全国比較指数 94.2 98.1 96.4 97.2 91.6 96.7 96.5 99.4 

県 比 較 指 数 96.6 100.5 100.9 99.7 94.6 99.4 100.7 105.7 

５

年

R 2  全 国 17.48 20.75 34.09 44.40 53.60 9.15 156.87 23.12 

R 3  県 16.71 19.29 32.73 42.76 50.60 9.52 151.63 22.37 

花 巻 市 16.53 19.32 33.27 43.51 51.12 9.41 153.31 23.46 

全国比較指数 94.6 93.1 97.6 98.0 95.4 97.2 97.7 101.5 

県 比 較 指 数 98.9 100.2 101.6 101.8 101.0 101.2 101.1 104.9 

６

年

R 2  全 国 20.42 21.38 36.02 45.87 56.54 8.91 166.85 26.61 

R 3  県 19.79 21.28 34.83 45.75 59.28 9.10 162.71 25.70 

花 巻 市 18.72 21.47 35.01 46.87 61.31 9.07 164.42 26.87 

全国比較指数 91.7 100.4 97.2 102.2 108.4 98.2 98.5 101.0 

県 比 較 指 数 94.6 100.9 100.5 102.4 103.4 100.3 101.1 104.6 

（男子）
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・実施した 48 項目のうち 15 項目が全国・県平均を上回っている。

　【H25 28 項目　H26 30 項目　H27 21 項目　H28 23 項目　H29 21 項目　Ｈ 30 21 項目　Ｒ 1 17 項目】

・ソフトボール投げは、すべての学年で全国・県平均を上回っている。

・立ち幅とびは、半数の学年で全国・県平均を上回っている。

・握力は、すべての学年で全国・県平均を下回っている。

は、全国・県平均より優れている項目

（女子）

学

年

区

分

握

力

㎏
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体
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回
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体
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屈

㎝
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と
び

回

20
Ｍ
シ
ャ
ト
ル
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ン
回
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Ｍ
走
 
 

秒
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ち
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と
び

㎝

ソ
フ
ト
ボ
｜
ル
投
げ
ｍ

１

年

R 2  全 国 9.15 12.50 28.75 27.30 17.12 11.74 107.81 5.79 

R 3  県 8.58 11.61 28.61 26.87 17.02 11.96 107.21 5.88 

花 巻 市 7.03 11.42 27.37 27.18 16.55 11.77 108.77 6.13 

全国比較指数 76.8 91.4 95.2 99.6 96.7 99.7 100.9 105.9 

県 比 較 指 数 81.9 98.4 95.7 101.2 97.2 101.6 101.5 104.3 

２

年

R 2  全 国 10.47 13.65 31.42 30.53 22.91 11.06 121.75 7.67 

R 3  県 10.24 13.71 29.99 30.81 23.95 11.01 117.63 7.84 

花 巻 市 9.75 13.34 29.83 31.16 24.69 10.77 119.89 8.03 

全国比較指数 93.1 97.7 94.9 102.1 107.8 102.7 98.5 104.7 

県 比 較 指 数 95.2 97.3 99.5 101.1 103.1 102.2 101.9 102.4 

３

年

R 2  全 国 12.37 15.62 33.95 34.85 31.02 10.28 129.89 9.84 

R 3  県 12.06 15.74 32.53 33.97 29.77 10.51 128.11 10.01 

花 巻 市 11.75 15.95 32.96 34.16 31.31 10.49 131.67 10.66 

全国比較指数 95.0 102.1 97.1 98.0 100.9 98.0 101.4 108.3 

県 比 較 指 数 97.4 101.3 101.3 100.6 105.2 100.2 102.8 106.5 

４

年

R 2  全 国 14.50 17.98 36.13 38.43 36.64 9.85 143.71 12.40 

R 3  県 14.08 17.24 34.67 37.62 36.19 10.05 137.94 12.26 

花 巻 市 13.63 17.48 35.87 38.27 35.23 10.01 141.40 12.91 

全国比較指数 94.0 97.2 99.3 99.6 96.2 98.4 98.4 104.1 

県 比 較 指 数 96.8 101.4 103.5 101.7 97.3 100.4 102.5 105.3 

５

年

R 2  全 国 17.35 19.20 39.88 42.80 41.89 9.47 149.20 14.21 

R 3  県 16.62 19.10 37.10 41.49 43.11 9.68 146.41 14.76 

花 巻 市 16.57 18.89 38.03 42.35 43.98 9.50 150.45 15.52 

全国比較指数 95.5 98.4 95.4 98.9 105.0 99.7 100.8 109.2 

県 比 較 指 数 99.7 98.9 102.5 102.1 102.0 101.9 102.8 105.1 

６

年

R 2  全 国 19.86 19.67 40.55 44.05 46.49 9.17 158.10 16.55 

R 3  県 19.41 19.63 39.43 43.60 47.31 9.35 153.58 16.68 

花 巻 市 19.40 19.49 39.09 43.72 47.25 9.32 156.42 17.93 

全国比較指数 97.7 99.1 96.4 99.3 101.6 98.4 98.9 108.3 

県 比 較 指 数 99.9 99.3 99.1 100.3 99.9 100.3 101.8 107.5 
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２　令和３年度　中学校体力・運動能力調査結果

・実施した 24 項目のうち 10 項目が全国・県平均を上回っている。

　【H25 19 項目　H26 12 項目　H27 15 項目　H28 17 項目　H29 15 項目　H30 15 項目　R1 12 項目】

・立ち幅とび、ハンドボール投げは、すべての学年で全国・県平均を上回っている。

・反復横とび、50 Ｍ走は、すべての学年で全国平均を下回っている。

は、全国・県平均より優れている項目

学

年

区

分
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ド
ボ
ー
ル
投
げ
ｍ

１

年

R 2  全 国 25.19 24.25 40.85 50.49 69.90 8.50 185.27 18.44 

R 3  県 24.60 23.35 41.27 48.64 67.59 8.64 183.38 18.21 

花 巻 市 24.70 24.28 42.87 49.88 69.39 8.66 188.12 19.97 

全国比較指数 98.1 100.1 104.9 98.8 99.3 98.2 101.5 108.3 

県 比 較 指 数 100.4 104.0 103.9 102.5 102.7 99.8 102.6 109.7 

２

年

R 2  全 国 30.58 27.57 44.99 54.13 81.40 7.90 203.32 21.34 

R 3  県 30.18 27.02 45.61 52.54 83.78 8.00 201.74 21.41 

花 巻 市 30.11 26.56 44.33 52.59 83.33 8.03 203.72 22.93 

全国比較指数 98.5 96.3 98.5 97.2 102.4 98.4 100.2 107.5 

県 比 較 指 数 99.8 98.3 97.2 100.1 99.5 99.6 101.0 107.1 

３

年

R 2  全 国 35.35 30.35 48.46 56.95 91.82 7.45 215.88 24.44 

R 3  県 35.40 29.53 49.57 55.62 92.19 7.57 216.17 24.78 

花 巻 市 36.90 30.30 49.29 55.16 92.55 7.56 216.16 26.99 

全国比較指数 104.4 99.8 101.7 96.9 100.8 98.5 100.1 110.4 

県 比 較 指 数 104.2 102.6 99.4 99.2 100.4 100.1 100.0 108.9 

（男子）
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・実施した 24 項目のうち 15 項目が全国・県平均を上回っている。

　【H25 21 項目　H26 19 項目　H27 18 項目　H28 21 項目　H29 14 項目　H30 12 項目　R1 9 項目】

・握力、立ち幅とび、ハンドボール投げは、すべての学年で全国・県平均を上回っている。

・反復横とびは、すべての学年で全国平均を下回っている。

は、全国・県平均より優れている項目

（女子）

学
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分
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１

年

R 2  全 国 22.17 21.32 43.28 46.83 51.78 9.06 166.70 11.95 

R 3  県 21.94 20.36 44.22 45.37 53.62 9.14 165.84 12.01 

花 巻 市 22.31 20.95 44.86 45.83 54.56 9.03 166.69 12.82 

全国比較指数 100.6 98.3 103.7 97.9 105.4 100.3 100.0 107.3 

県 比 較 指 数 101.7 102.9 101.4 101.0 101.8 101.2 100.5 106.7 

２

年

R 2  全 国 24.17 22.63 47.61 48.57 58.67 8.79 173.87 13.37 

R 3  県 24.28 22.88 47.57 46.95 57.20 8.91 171.32 13.62 

花 巻 市 24.96 23.10 46.38 47.31 58.00 8.87 175.74 15.34 

全国比較指数 103.3 102.1 97.4 97.4 98.9 99.1 101.1 114.7 

県 比 較 指 数 102.8 101.0 97.5 100.8 101.4 100.5 102.6 112.6 

３

年

R 2  全 国 25.94 24.37 48.98 49.21 55.60 8.75 175.80 14.47 

R 3  県 26.03 24.85 50.92 48.49 59.29 8.71 175.90 14.89 

花 巻 市 27.06 25.68 50.18 48.87 59.61 8.75 177.41 16.60 

全国比較指数 104.3 105.4 102.4 99.3 107.2 100.0 100.9 114.7 

県 比 較 指 数 104.0 103.3 98.5 100.8 100.5 99.5 100.9 111.5 



社　会　教　育

○　令和４年度花巻市生涯学習・社会教育の基本方針・重点施策

○　社会教育委員

○　花巻市立図書館

○　宮沢賢治記念館

○　宮沢賢治イーハトーブ館

○　花巻新渡戸記念館

○　萬鉄五郎記念美術館
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令令和和４４年年度度花花巻巻市市生生涯涯学学習習・・社社会会教教育育のの基基本本方方針針・・重重点点施施策策

ⅠⅠ 基基本本方方針針

１１ 生生涯涯学学習習のの推推進進

花巻市教育振興基本計画第 章の「３ 生涯学習の推進」で掲げた基本方針である「市

民が、生涯を通じて学び、広い視野を持って活動するまち」に基づき、社会経済情勢の変

化への対応や地域課題の解決に向け、市民が生涯を通じて学び、広い視野を持ち、活動し

ていくために、学習や活動のための環境づくりに努め、市民が自主的に生涯学習活動をで

きるよう支援を行います。また、地域と連携して青少年の自立に向けた育成の推進に努め

ます。

２２ 芸芸術術文文化化のの振振興興

花巻市教育振興基本計画第 章の「５ 芸術文化の振興」で掲げた基本方針である「市

民が、地域の歴史や文化、先人に誇りを持ち、芸術文化に親しむまち」を目指すためには

多様な芸術文化活動が、市民の豊かな心を育み、市民生活に潤いを与える大切な活動です。

そのために創造と継承を支援し、市民が身近に親しむことができる環境づくりに努めます。

また、本市は、宮沢賢治や萬鉄五郎をはじめとする多くの先人を輩出するとともに、

早池峰神楽や鹿踊等の民俗芸能を有するなど、多数の芸術文化に恵まれています。

このような先人の事績を価値あるものとして後世に伝えていくために、その保護はも

ちろんのこと、学校や文化・観光施設との連携による有効活用をに努めます。

ⅡⅡ 重重点点施施策策

１１ 生生涯涯学学習習のの推推進進

（１）自主的学習の推進

・多様なニーズやライフスタイルに応じた講座の開設

市民の多様なライフスタイルに対応した各種講座等を開設するとともに、若者の

ニーズを把握し、新たな事業を企画、実施するなど、参加者の拡充に取り組みます。

・自発的・自主的学習活動の支援と相談体制の充実

自発的・自主的な学習活動や講座企画にかかるワークショップの開催など、地域

での生涯学習活動の支援を行うとともに、専門知識や技能を持つ市民を生涯学習講

師として派遣するほか、生涯学習資源検索システム「はなまきまなびガイド」など

により情報提供を行います。

・情報発信の強化

生涯学習に関する講師や地域資源などの情報を発信します。

令和４年度花巻市生涯学習・社会教育の基本方針・重点施策
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・生涯学習関連施設の充実と利用促進

生涯学習施設等の維持管理と充実に努め、その利用促進を図るとともに、新しい

花巻図書館の整備に努めます。

【主な事業】

（２）青少年健全育成の推進

・健全育成活動の推進

人と社会との関わりや地域・自然の中で様々な体験や学習を通し地域の良さを実

感し、自己実現のための向上心を持つ青少年の育成を図るため、関係団体と連携し

ながら青少年の健全育成活動を推進します。

また、２０歳のつどい実行委員会を組織して主体的な式典行事開催を支援し、大

人としての責務の理解や、まちづくり意識の醸成を図ります。

【主な事業】

№ 事業名 事業概要 担当

１ 生涯学習講座開催事業 市民講座、高齢者学級、女性学級、大学協力

講座、コミュニティ生涯学習事業の支援、家

庭教育事業等

生涯学習課

２ 生涯学習活動支援事業 ふれあい出前講座、生涯学習フェア（まなび

学園祭）の開催、まなびキャンパスカードの

利用促進、学習資源検索システム「はなまき

まなびガイド」の運用等

生涯学習課

３ 視聴覚教育推進事業 団体への視聴覚資料・機材の貸出し、各種映

画会の開催

花巻図書館

４ 生涯学習施設整備事業 生涯学園都市会館（まなび学園）及び石鳥谷

生涯学習会館の改修

生涯学習課

５ 読書活動推進事業 ブックスタート及びブックスタートプラス事

業、読み聞かせ事業、みんなでライブラリー

事業、読書おもいで帳の発行

花巻図書館

６ 図書館整備事業費 新花巻図書館の整備 新花巻図書館

計画室

№ 事業名 事業概要 担当

１ 青少年活動推進事業 青少年体験活動事業の開催、青少年関係団体

への補助、２０歳のつどいの開催

生涯学習課
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２２ 芸芸術術文文化化のの振振興興

（１）芸術文化活動の推進

・芸術文化に触れる機会の提供

萬鉄五郎記念美術館の企画展や文化会館を会場とした演劇や音楽の鑑賞、文化芸術

に触れる講座等、様々な分野の優れた芸術に触れる機会をつくります。

・芸術文化活動の支援

若者を含めたより多くの市民が文化活動へ参加する機運を醸成するための、芸術活

動のＰＲと活動成果の発表スペースの確保、児童生徒の文化活動の振興・発展を図る

ための補助金交付による支援に継続して取り組みます。

（２）先人の顕彰

・郷土の先人に対する理解の促進

先人に関する調査研究を進めるとともに、各記念館の相互の連携と機能分担を図

り、先人に関連したより魅力的な市民講座や企画展示等に取り組み、その内容を観光

部門と連携し、広く全国に向け情報発信します。

また、学校教育との連携を図り、先人に対する子どもたちの理解の促進に努めま

す。

№ 事業名 事業概要 担当

１ 芸術文化推進事業 小学生のためのアートセミナーの開催、美術

品貸出事業、市芸術協会への支援、市民芸術

祭、芸術文化全国大会への出場補助、文化会

館自主事業公演 等

生涯学習課

文化会館

２ 萬鉄五郎記念館企画展

示事業

企画展覧会・収蔵資料展の開催 萬鉄五郎記念美

術館

３ 美術普及活動推進事業 萬鉄五郎祭の開催 萬鉄五郎記念美

術館

４ 萬鉄五郎美術館等整備

事業

美術館収蔵施設の整備 萬鉄五郎記念美

術館

№ 事業名 事業概要 担当

１ 先人顕彰推進事業 共同企画展、先人顕彰ギャラリー展の開催 生涯学習課

２ 宮沢賢治普及・啓発

事業

企画展の開催、シンポジウム・研修会・講

座等の開催

宮沢賢治イーハ

トーブ館

３ 企画展示事業 花巻新渡戸記念館、萬鉄五郎記念美術館、

高村光太郎記念館、総合文化財センター、

博物館における企画展示、講座等

花巻新渡戸記念

館、萬鉄五郎記念

美術館、生涯学習

課
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社会教育委員

花巻市社会教育委員名簿

№ 氏　　　名 所　　属　　等

1 浅　沼　清　智 　花巻市立笹間第一小学校長

2 佐　藤　孝　之 　花巻市立宮野目中学校長

3 福盛田　　　弘 　花巻市芸術協会理事

4 伊　藤　　　昇 　花巻市地域公民館連絡協議会会長

5 浅　沼　由美子 　花巻市地域婦人団体協議会副会長

6 堀　合　範　子 　花巻ユネスコ協会事務局長

7 安　部　修　司 　公益社団法人花巻青年会議所理事長

8 似　内　利　正 　一般財団法人花巻市体育協会会長

9 菊　池　朋　子 　ガールスカウト 岩手県 第５団ジュニア部門リーダー

10 新　渕　伸　彦 　花巻市ＰＴＡ連合会監事

11 髙　橋　公　洋 　花巻市教育振興運動推進協議会副会長

12 菊　池　　　豊 　富士大学経済学部教授

13 小　国　朋　身 　早池峰岳神楽保存会会長

14 外　舘　邦　博 　岩手県立生涯学習推進センター所長

15 髙　橋　福　子 　花巻市生涯学習講師

16 菊　池　　　清 　元 花巻市職員

17 佐々木　さつき 　八重畑小学校学習アドバイザー

18 大　竹　佐久子 　八重畑コミュニティ協議会会長

19 髙　橋　典　人 　東和小中学校地域コーディネーター

20 藤　井　輝　雄 　浮田コミュニティ会議事務局

任期：令和 4 年 6 月 1 日から令和 6 年 5 月 31 日まで（2 年間）
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花巻市立図書館花花巻巻市市立立図図書書館館

  

１１ 施施設設概概要要

花花巻巻図図書書館館

所在 花巻市若葉町三丁目 16 番 24 号 
電話 0198 (23) 5334 
ＦＡＸ 0198 (23) 5780 

開館 昭和 48 年 7 月 1 日 
 
敷地面積 3,063 ㎡ 
建築面積 678 ㎡ 
延床面積 1,304 ㎡ 
構造 鉄筋コンクリート造３階建 
駐車場 43 台（花巻市文化会館共用 280 台） 

 
 
 
大大迫迫図図書書館館

所在 花巻市大迫町大迫第 2 地割 51 番地 4 
電話 0198 (48) 2244 
ＦＡＸ 0198 (36) 1133 

開館 平成 22 年 3 月 1 日 
（大迫総合支所内へ移転） 

延床面積 522 ㎡ 
構造 木造２階建 

（大迫総合支所のうち１階東側） 
駐車場 40 台（大迫総合支所共用） 
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石石鳥鳥谷谷図図書書館館

所在 花巻市石鳥谷町中寺林第 7 地割 5 番地 1 
電話 0198 (45) 6882 
ＦＡＸ 0198 (29) 4006 

開館 平成 5 年 5 月 5 日 
 
敷地面積 3,493 ㎡ 
建築面積 840 ㎡ 
延床面積 1,371 ㎡ 
構造 鉄筋コンクリート造２階建 
駐車場 12 台 

 
 
 
東東和和図図書書館館

所在 花巻市東和町安俵 6 区 90 番地 
電話 0198 (42) 3202 
ＦＡＸ 0198 (42) 3208 

開館 平成 17 年 12 月１日 
 
敷地面積 4,589 ㎡ 
建築面積 1,522 ㎡ 
延床面積 1,389 ㎡ 
構造 木造平屋建て（準耐火構造） 
駐車場 50 台 

 
 

２２ 基基本本方方針針

すべての花巻市民を対象に「地域を支える情報基盤」・「生涯学習の拠点」・「知的資産の保

存施設」としての図書館運営を目指します。

 

 

３３ 利利用用案案内内

（１）開館時間 午前９時から午後６時

（２）休館日 毎週月曜日（石鳥谷図書館・東和図書館）

国民の祝・休日（ただし日曜日を除く）

資料整理日（１月を除く毎月１日 ただし、土・日・祝日に当たるときは

最も１日に近い平日）

蔵書整理点検期間（各館ごとに定める年１回１５日以内の期間）

年末年始（１２月２８日から翌年１月３日）

（３）図書館資料の利用

①利用者登録（利用者カードの発行）

個人 市内に在住又は在勤・在学の方、盛岡市、宮古市、北上市、遠野市、奥州市、

雫石町、紫波町、西和賀町に住所を有する方

団体 市内の学校・官公署・事業所・各種団体等

※ 富士大学附属図書館との相互友好協力協定により、花巻市立図書館利用者カード

で富士大学附属図書館への入館と資料の閲覧ができます。

②共通利用

利用者カードは、市立図書館４館及び各館の移動図書館車で共通利用できます。

返す際には、借りた館以外の館へ返却することもできます。

また、訪れた館に借りたい資料がない場合でも、他の館にある場合には、予約

して取り寄せることもできます。

※ 蔵書検索は、どの館でも全館分を調べることができます。

（インターネットのホームページからも検索できます。）

③貸出点数・貸出期間

・図書資料（本・雑誌など）

個人 １人５冊以内（全館合計１０冊まで） １４日以内

団体 １団体５０冊以内 ３０日以内

・映像資料（ビデオテープ・ＤＶＤ）

個人 １人１点（全館合計２点まで） ７日以内

・音楽資料（ＣＤ・カセットテープ）

個人 １人３点以内（各館合計５点まで） ７日以内

団体 １団体１０点以内 ７日以内

・複製絵画（石鳥谷図書館）

１家庭１点 １か月以内
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石石鳥鳥谷谷図図書書館館

所在 花巻市石鳥谷町中寺林第 7 地割 5 番地 1 
電話 0198 (45) 6882 
ＦＡＸ 0198 (29) 4006 

開館 平成 5 年 5 月 5 日 
 
敷地面積 3,493 ㎡ 
建築面積 840 ㎡ 
延床面積 1,371 ㎡ 
構造 鉄筋コンクリート造２階建 
駐車場 12 台 

 
 
 
東東和和図図書書館館

所在 花巻市東和町安俵 6 区 90 番地 
電話 0198 (42) 3202 
ＦＡＸ 0198 (42) 3208 

開館 平成 17 年 12 月１日 
 
敷地面積 4,589 ㎡ 
建築面積 1,522 ㎡ 
延床面積 1,389 ㎡ 
構造 木造平屋建て（準耐火構造） 
駐車場 50 台 

 
 

２２ 基基本本方方針針

すべての花巻市民を対象に「地域を支える情報基盤」・「生涯学習の拠点」・「知的資産の保

存施設」としての図書館運営を目指します。

 

 

３３ 利利用用案案内内

（１）開館時間 午前９時から午後６時

（２）休館日 毎週月曜日（石鳥谷図書館・東和図書館）

国民の祝・休日（ただし日曜日を除く）

資料整理日（１月を除く毎月１日 ただし、土・日・祝日に当たるときは

最も１日に近い平日）

蔵書整理点検期間（各館ごとに定める年１回１５日以内の期間）

年末年始（１２月２８日から翌年１月３日）

（３）図書館資料の利用

①利用者登録（利用者カードの発行）

個人 市内に在住又は在勤・在学の方、盛岡市、宮古市、北上市、遠野市、奥州市、

雫石町、紫波町、西和賀町に住所を有する方

団体 市内の学校・官公署・事業所・各種団体等

※ 富士大学附属図書館との相互友好協力協定により、花巻市立図書館利用者カード

で富士大学附属図書館への入館と資料の閲覧ができます。

②共通利用

利用者カードは、市立図書館４館及び各館の移動図書館車で共通利用できます。

返す際には、借りた館以外の館へ返却することもできます。

また、訪れた館に借りたい資料がない場合でも、他の館にある場合には、予約

して取り寄せることもできます。

※ 蔵書検索は、どの館でも全館分を調べることができます。

（インターネットのホームページからも検索できます。）

③貸出点数・貸出期間

・図書資料（本・雑誌など）

個人 １人５冊以内（全館合計１０冊まで） １４日以内

団体 １団体５０冊以内 ３０日以内

・映像資料（ビデオテープ・ＤＶＤ）

個人 １人１点（全館合計２点まで） ７日以内

・音楽資料（ＣＤ・カセットテープ）

個人 １人３点以内（各館合計５点まで） ７日以内

団体 １団体１０点以内 ７日以内

・複製絵画（石鳥谷図書館）

１家庭１点 １か月以内
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（４）レファレンスサービス（参考業務）

調べたいこと、わからないことなどがありましたら、職員が調べもののお手伝いをしま

す。

（５）複写サービス

図書館の資料に限り、著作権法の範囲内で一部複写（実費）できます。

（６）読書おもいで帳

読書意欲を高めることを目的とし、「花巻市読書おもいで帳」の発行を市内の０歳から中

学生までを対象として実施しています。

（７）移動図書館

移動図書館を運行し、地域や学校、職場の方々に図書の貸出しを行っています。各地区

をそれぞれ毎月巡回します。１人５冊、団体で５０冊まで借りられます。返却は次の巡

回日となります。

（８）視聴覚教育ライブラリー（花巻図書館）

①利用できる団体等

市内の生涯学習教育を実施する学校、官公署及び生涯学習を行う団体。

※ いずれの団体の場合でも、営利目的及び政治、宗教活動には利用できません。

②貸出資料等

・１６ミリ映画フィルム・ビデオテープ・ＤＶＤ（上映に係る著作物利用許諾を得て

います）

・視聴覚関連機器

１６ミリ映写機、プロジェクター、ビデオデッキ、スクリーン、暗幕

※ １６ミリ映写機操作技術者の派遣にも応じます。（日程は要相談）

 
 
 
 

宮宮沢沢賢賢治治記記念念館館
 

 所   在   花巻市矢沢第１地割１番地３６ 

          電 話 0198 （31） 2319 

          ＦＡＸ  0198 （31） 2320 

 開   館   昭和５７年９月２１日 

 

１１  概概        要要  

構 造 鉄筋コンクリート造 平屋建て

延床面積 １，１３５㎡

施設概要 常設展示室、特別展示室、賢治サロン、多目的ルーム、事務室 
付属施設 収蔵庫、ポランの広場（南斜花壇、日時計花壇）

  

２２  展展示示内内容容  

常設展示室では、宮沢賢治の世界観や宇宙観を支える「心象」を鍵に、心象世界の映像を導入とし

て、「科学」「芸術」「宙（そら）」「祈」「農」の５つの部門によって表現と事績の具体像に迫り、合わ

せて時代や地域等との関わりであるフィールドや後に続く若い人びとに託した願いなどを添えて、全

体像を感じとっていただけるようにしています。

特別展示室では、本物に出会える空間として、賢治の直筆原稿等の展示とその作品及び作品に関連

する事柄の解説などの特別展を行っています。

３３  主主なな事事業業  

常設展示、特別展の開催のほか、次の事業を行っています。 
・「賢治の世界」セミナー：市内小中高校を対象に賢治の作品世界や生き方を学ぶ出前講座 
・「賢治の世界」ワークショップ：賢治の世界を体験する「ゆかりの地探訪」など 
・ギャラリートーク：館内展示や特別展に関して学芸員が解説 
・各種記念行事：開館記念日（９月２１日）の開館記念行事のほか周年行事の開催など 

 
４４  入入館館案案内内  

  開館時間 午前８時３０分～午後５時 
  休 館 日 年末年始（１２月２８日～１月１日） 
  入 館 料  

 
 
 
 

※ 宮沢賢治童話村、花巻市博物館、花巻新渡戸記念館との共通入館券もあります。 

５５  令令和和３３年年度度入入館館者者数数  

  

  

区 分 個 人 人以上の団体

小学生・中学生 円 １人につき 円

高校生・学 生 円 １人につき 円

一 般 円 １人につき 円

小学生・中学生 高校生・学生 一 般 入館料免除者 合 計 
人 人 人 人 人
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（４）レファレンスサービス（参考業務）

調べたいこと、わからないことなどがありましたら、職員が調べもののお手伝いをしま

す。

（５）複写サービス

図書館の資料に限り、著作権法の範囲内で一部複写（実費）できます。

（６）読書おもいで帳

読書意欲を高めることを目的とし、「花巻市読書おもいで帳」の発行を市内の０歳から中

学生までを対象として実施しています。

（７）移動図書館

移動図書館を運行し、地域や学校、職場の方々に図書の貸出しを行っています。各地区

をそれぞれ毎月巡回します。１人５冊、団体で５０冊まで借りられます。返却は次の巡

回日となります。

（８）視聴覚教育ライブラリー（花巻図書館）

①利用できる団体等

市内の生涯学習教育を実施する学校、官公署及び生涯学習を行う団体。

※ いずれの団体の場合でも、営利目的及び政治、宗教活動には利用できません。

②貸出資料等

・１６ミリ映画フィルム・ビデオテープ・ＤＶＤ（上映に係る著作物利用許諾を得て

います）

・視聴覚関連機器

１６ミリ映写機、プロジェクター、ビデオデッキ、スクリーン、暗幕

※ １６ミリ映写機操作技術者の派遣にも応じます。（日程は要相談）

 
 
 
 

宮宮沢沢賢賢治治記記念念館館
 

 所   在   花巻市矢沢第１地割１番地３６ 

          電 話 0198 （31） 2319 

          ＦＡＸ  0198 （31） 2320 

 開   館   昭和５７年９月２１日 

 

１１  概概        要要  

構 造 鉄筋コンクリート造 平屋建て

延床面積 １，１３５㎡

施設概要 常設展示室、特別展示室、賢治サロン、多目的ルーム、事務室 
付属施設 収蔵庫、ポランの広場（南斜花壇、日時計花壇）

  

２２  展展示示内内容容  

常設展示室では、宮沢賢治の世界観や宇宙観を支える「心象」を鍵に、心象世界の映像を導入とし

て、「科学」「芸術」「宙（そら）」「祈」「農」の５つの部門によって表現と事績の具体像に迫り、合わ

せて時代や地域等との関わりであるフィールドや後に続く若い人びとに託した願いなどを添えて、全

体像を感じとっていただけるようにしています。

特別展示室では、本物に出会える空間として、賢治の直筆原稿等の展示とその作品及び作品に関連

する事柄の解説などの特別展を行っています。

３３  主主なな事事業業  

常設展示、特別展の開催のほか、次の事業を行っています。 
・「賢治の世界」セミナー：市内小中高校を対象に賢治の作品世界や生き方を学ぶ出前講座 
・「賢治の世界」ワークショップ：賢治の世界を体験する「ゆかりの地探訪」など 
・ギャラリートーク：館内展示や特別展に関して学芸員が解説 
・各種記念行事：開館記念日（９月２１日）の開館記念行事のほか周年行事の開催など 

 
４４  入入館館案案内内  

  開館時間 午前８時３０分～午後５時 
  休 館 日 年末年始（１２月２８日～１月１日） 
  入 館 料  

 
 
 
 

※ 宮沢賢治童話村、花巻市博物館、花巻新渡戸記念館との共通入館券もあります。 

５５  令令和和３３年年度度入入館館者者数数  

  

  

区 分 個 人 人以上の団体

小学生・中学生 円 １人につき 円

高校生・学 生 円 １人につき 円

一 般 円 １人につき 円

小学生・中学生 高校生・学生 一 般 入館料免除者 合 計 
人 人 人 人 人

宮沢賢治記念館
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宮宮沢沢賢賢治治イイーーハハトトーーブブ館館
 

 所   在   花巻市高松第１地割１番地１  

          電 話 0198 （31） 2116 

          ＦＡＸ  0198 （31） 2132 

 開   館   平成４年１０月１０日 

 

１１  概概        要要  

構 造 鉄筋コンクリート造 ２階建て（一部地下）

延床面積 ９２２㎡

施設概要 企画展示室、ホール（ 席）、書籍販売・喫茶コーナー、講義室、図書室、書庫、

事務室等 
  

２２  運運営営方方針針  

宮沢賢治とその作品に関心のある人に向けて、宮沢賢治に関する作品や研究論文などの文献を収

集し、分類整理して公開しているほか、調査研究が深められるよう企画展や講演会、研究会等を開

催します。

  

３３  主主なな事事業業  

（１） 資料の収集、保存、公開、情報発信

（２） 企画展の開催

「宮沢賢治とエスペラント展」 ～ 、「宮沢賢治―沢村澄子 現象的書展」 ～ 、

「イラスト展 ひかるの世界」 ～ 、「賢治さんの世界を描く絵画展」１月下旬～３

月下旬

（３） 講演会、研究会等の開催

４４  入入館館案案内内  

      開館時間 午前８時３０分～午後５時

休 館 日 年末年始（１２月２８日～１月１日）

入 館 料 無料

５５  令令和和３３年年度度入入館館者者数数  

小・中学生 高校生・学生 一 般 合 計

人 人 人 人

  

６６  宮宮沢沢賢賢治治学学会会イイーーハハトトーーブブセセンンタターー会会員員数数  

令和元年度 令和２年度 令和３年度

人 人 人

宮沢賢治イーハトーブ館 花花巻巻新新渡渡戸戸記記念念館館

所   在   花巻市高松 9 地割 21 番地 

            電  話  0198 （31） 2120 

            Ｆ Ａ Ｘ  0198 （31） 2120 

開   館   平成 3 年 10 月 10 日 

 

１１  概概      要要  

敷地面積 ㎡

構 造 鉄筋コンクリート造平屋建

建築面積 ㎡

施設概要 常設展示室、企画展示室、収蔵庫、事務室等

駐 車 場 乗用車 台 大型バス 台

２２  展展示示内内容容  

（１）常設展示 ①武将としての新渡戸氏 ②新渡戸氏と信仰 ③武術・兵学者としての新渡戸氏

④新渡戸氏と新田開発 ⑤新渡戸氏を支えた人々 ⑥新渡戸稲造と花巻

（２）特別展示 新渡戸稲造の生涯を紹介

３３  入入館館案案内内  

開館時間 午前 時 分～午後 時 分（見学は午後 時まで）

休 館 日 年末年始 月 日～ 月 日

入 館 料

① 単独入館料

② 共通入館料（新渡戸記念館、賢治記念館、童話村賢治の学校、博物館）

４４  主主なな事事業業  

（１）展示事業

・特別展 「新渡戸稲造の著作集」 月 日～ 月 日

・特別展 「八重樫豊澤～新渡戸傅の書画の師匠～」 月 日～ 月 日

・特別展 「収蔵資料展～雛人形展」 月 日～ 月 日

・共同企画展「新渡戸十次郎」 月 日～ 月 日

個人 団体（ 人以上）

小 中 高 校 生 円 円

一 般 円 円

小・中学生 高校生・学生 一 般

館共通券 円 円 円

館共通券 円 円 円

館共通券 円 円 円

花花巻巻新新渡渡戸戸記記念念館館

所   在   花巻市高松 9 地割 21 番地 

            電  話  0198 （31） 2120 

            Ｆ Ａ Ｘ  0198 （31） 2120 

開   館   平成 3 年 10 月 10 日 

 

１１  概概      要要  

敷地面積 ㎡

構 造 鉄筋コンクリート造平屋建

建築面積 ㎡

施設概要 常設展示室、企画展示室、収蔵庫、事務室等

駐 車 場 乗用車 台 大型バス 台

２２  展展示示内内容容  

（１）常設展示 ①武将としての新渡戸氏 ②新渡戸氏と信仰 ③武術・兵学者としての新渡戸氏

④新渡戸氏と新田開発 ⑤新渡戸氏を支えた人々 ⑥新渡戸稲造と花巻

（２）特別展示 新渡戸稲造の生涯を紹介

３３  入入館館案案内内  

開館時間 午前 時 分～午後 時 分（見学は午後 時まで）

休 館 日 年末年始 月 日～ 月 日

入 館 料

① 単独入館料

② 共通入館料（新渡戸記念館、賢治記念館、童話村賢治の学校、博物館）

４４  主主なな事事業業  

（１）展示事業

・特別展 「新渡戸稲造の著作集」 月 日～ 月 日

・特別展 「八重樫豊澤～新渡戸傅の書画の師匠～」 月 日～ 月 日

・特別展 「収蔵資料展～雛人形展」 月 日～ 月 日

・共同企画展「新渡戸十次郎」 月 日～ 月 日

個人 団体（ 人以上）

小 中 高 校 生 円 円

一 般 円 円

小・中学生 高校生・学生 一 般

館共通券 円 円 円

館共通券 円 円 円

館共通券 円 円 円
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花花巻巻新新渡渡戸戸記記念念館館

所   在   花巻市高松 9 地割 21 番地 

            電  話  0198 （31） 2120 

            Ｆ Ａ Ｘ  0198 （31） 2120 

開   館   平成 3 年 10 月 10 日 

 

１１  概概      要要  

敷地面積 ㎡

構 造 鉄筋コンクリート造平屋建

建築面積 ㎡

施設概要 常設展示室、企画展示室、収蔵庫、事務室等

駐 車 場 乗用車 台 大型バス 台

２２  展展示示内内容容  

（１）常設展示 ①武将としての新渡戸氏 ②新渡戸氏と信仰 ③武術・兵学者としての新渡戸氏

④新渡戸氏と新田開発 ⑤新渡戸氏を支えた人々 ⑥新渡戸稲造と花巻

（２）特別展示 新渡戸稲造の生涯を紹介

３３  入入館館案案内内  

開館時間 午前 時 分～午後 時 分（見学は午後 時まで）

休 館 日 年末年始 月 日～ 月 日

入 館 料

① 単独入館料

② 共通入館料（新渡戸記念館、賢治記念館、童話村賢治の学校、博物館）

４４  主主なな事事業業  

（１）展示事業

・特別展 「新渡戸稲造の著作集」 月 日～ 月 日

・特別展 「八重樫豊澤～新渡戸傅の書画の師匠～」 月 日～ 月 日

・特別展 「収蔵資料展～雛人形展」 月 日～ 月 日

・共同企画展「新渡戸十次郎」 月 日～ 月 日

個人 団体（ 人以上）

小 中 高 校 生 円 円

一 般 円 円

小・中学生 高校生・学生 一 般

館共通券 円 円 円

館共通券 円 円 円

館共通券 円 円 円

花花巻巻新新渡渡戸戸記記念念館館

所   在   花巻市高松 9 地割 21 番地 

            電  話  0198 （31） 2120 

            Ｆ Ａ Ｘ  0198 （31） 2120 

開   館   平成 3 年 10 月 10 日 

 

１１  概概      要要  

敷地面積 ㎡

構 造 鉄筋コンクリート造平屋建

建築面積 ㎡

施設概要 常設展示室、企画展示室、収蔵庫、事務室等

駐 車 場 乗用車 台 大型バス 台

２２  展展示示内内容容  

（１）常設展示 ①武将としての新渡戸氏 ②新渡戸氏と信仰 ③武術・兵学者としての新渡戸氏

④新渡戸氏と新田開発 ⑤新渡戸氏を支えた人々 ⑥新渡戸稲造と花巻

（２）特別展示 新渡戸稲造の生涯を紹介

３３  入入館館案案内内  

開館時間 午前 時 分～午後 時 分（見学は午後 時まで）

休 館 日 年末年始 月 日～ 月 日

入 館 料

① 単独入館料

② 共通入館料（新渡戸記念館、賢治記念館、童話村賢治の学校、博物館）

４４  主主なな事事業業  

（１）展示事業

・特別展 「新渡戸稲造の著作集」 月 日～ 月 日

・特別展 「八重樫豊澤～新渡戸傅の書画の師匠～」 月 日～ 月 日

・特別展 「収蔵資料展～雛人形展」 月 日～ 月 日

・共同企画展「新渡戸十次郎」 月 日～ 月 日

個人 団体（ 人以上）

小 中 高 校 生 円 円

一 般 円 円

小・中学生 高校生・学生 一 般

館共通券 円 円 円

館共通券 円 円 円

館共通券 円 円 円

花巻新渡戸記念館
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（２）教育普及事業

・移動研修 月中旬予定

・出前講座（随時）

（３）開館記念行事

・「新渡戸フェスティバル」 郷土芸能と講演 月 日

（４）資料収集

５５  令令和和３３年年度度入入館館者者数数  

単独券入館者数 共通券入館者数 

合計 小・中 

高校生 
一般 

入館料 

免除者 
計 

小・中 

学生 

高・大 

学生 
一般 計 

77 1,321 1,670 3,068 156 64 1,766 1,986 5,054 

萬鉄五郎記念美術館 
 
所在 花巻市東和町土沢５区１３５番地 
 電話 ０１９８（４２）４４０２ 
 FAX ０１９８（４２）４４０５ 
 
開館 昭和５９年５月２１日 
 
 

１１  概概要要  

敷地面積 ３３０３．８７㎡ 
構造  鉄筋コンクリート２階建 銅板瓦 
建築面積 ４５７．１９㎡（建物床面積 ７０７．２５㎡） 
施設概要 １階展示室、２階展示室、遺品展示室、ロビー、事務室、収蔵庫 
付属施設 八丁土蔵（萬鉄五郎生家の土蔵を移築。八丁土蔵ギャラリー、喫茶コーナーとし

て使用） 
萬鉄五郎記念美術館収蔵施設（旧土沢小学校を美術館収蔵庫含めた倉庫に改修） 

 

２２  展展示示内内容容  

萬鉄五郎記念美術館は日本の近代美術の先駆者の一人、萬鉄五郎（1885－1927）を顕彰するため

1984 年 5 月開館しました。当館は萬の生地である土沢が一望できる、彼が好んで描いた「舘山」に

位置しています。 
「萬の生涯」や「萬と土沢」をテーマに、油彩画・水墨画・素描などの作品にあわせ、ノート・書

簡・写真や遺品など、この画家に関する資料を所蔵・展示しています。 
また、日本近代や岩手の近現代美術を中心に、国内外の展覧会を開催しています。 

 

３３  運運営営方方針針  

萬鉄五郎記念美術館は、県央の中核美術館施設として美術館教育の役割の一端を担っています。 
萬鉄五郎の調査研究と、展示、保存を中心に、萬と関わりの深い美術家や岩手の近現代美術家につい

て、学芸活動の推進を図るとともに、市内外の人々に優れた美の鑑賞機会を数多く提供しています。 
また、萬鉄五郎作品資料の収集とあわせて、それらの資料を画像・映像データとして広く一般の人々

や研究者に資料提供しています。 
 

（１） 開館時間 午前８時３０分～午後５時（入館は４時３０分まで） 
（２） 休館日 月曜日（休日の場合はその翌日）、年末年始（１２月２９日～１月３日） 
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萬鉄五郎記念美術館 
 
所在 花巻市東和町土沢５区１３５番地 
 電話 ０１９８（４２）４４０２ 
 FAX ０１９８（４２）４４０５ 
 
開館 昭和５９年５月２１日 
 
 

１１  概概要要  

敷地面積 ３３０３．８７㎡ 
構造  鉄筋コンクリート２階建 銅板瓦 
建築面積 ４５７．１９㎡（建物床面積 ７０７．２５㎡） 
施設概要 １階展示室、２階展示室、遺品展示室、ロビー、事務室、収蔵庫 
付属施設 八丁土蔵（萬鉄五郎生家の土蔵を移築。八丁土蔵ギャラリー、喫茶コーナーとし

て使用） 
萬鉄五郎記念美術館収蔵施設（旧土沢小学校を美術館収蔵庫含めた倉庫に改修） 

 

２２  展展示示内内容容  

萬鉄五郎記念美術館は日本の近代美術の先駆者の一人、萬鉄五郎（1885－1927）を顕彰するため

1984 年 5 月開館しました。当館は萬の生地である土沢が一望できる、彼が好んで描いた「舘山」に

位置しています。 
「萬の生涯」や「萬と土沢」をテーマに、油彩画・水墨画・素描などの作品にあわせ、ノート・書

簡・写真や遺品など、この画家に関する資料を所蔵・展示しています。 
また、日本近代や岩手の近現代美術を中心に、国内外の展覧会を開催しています。 

 

３３  運運営営方方針針  

萬鉄五郎記念美術館は、県央の中核美術館施設として美術館教育の役割の一端を担っています。 
萬鉄五郎の調査研究と、展示、保存を中心に、萬と関わりの深い美術家や岩手の近現代美術家につい

て、学芸活動の推進を図るとともに、市内外の人々に優れた美の鑑賞機会を数多く提供しています。 
また、萬鉄五郎作品資料の収集とあわせて、それらの資料を画像・映像データとして広く一般の人々

や研究者に資料提供しています。 
 

（１） 開館時間 午前８時３０分～午後５時（入館は４時３０分まで） 
（２） 休館日 月曜日（休日の場合はその翌日）、年末年始（１２月２９日～１月３日） 
 
 
 
 
 
 

萬鉄五郎記念美術館 
 
所在 花巻市東和町土沢５区１３５番地 
 電話 ０１９８（４２）４４０２ 
 FAX ０１９８（４２）４４０５ 
 
開館 昭和５９年５月２１日 
 
 

１１  概概要要  

敷地面積 ３３０３．８７㎡ 
構造  鉄筋コンクリート２階建 銅板瓦 
建築面積 ４５７．１９㎡（建物床面積 ７０７．２５㎡） 
施設概要 １階展示室、２階展示室、遺品展示室、ロビー、事務室、収蔵庫 
付属施設 八丁土蔵（萬鉄五郎生家の土蔵を移築。八丁土蔵ギャラリー、喫茶コーナーとし

て使用） 
萬鉄五郎記念美術館収蔵施設（旧土沢小学校を美術館収蔵庫含めた倉庫に改修） 

 

２２  展展示示内内容容  

萬鉄五郎記念美術館は日本の近代美術の先駆者の一人、萬鉄五郎（1885－1927）を顕彰するため

1984 年 5 月開館しました。当館は萬の生地である土沢が一望できる、彼が好んで描いた「舘山」に

位置しています。 
「萬の生涯」や「萬と土沢」をテーマに、油彩画・水墨画・素描などの作品にあわせ、ノート・書

簡・写真や遺品など、この画家に関する資料を所蔵・展示しています。 
また、日本近代や岩手の近現代美術を中心に、国内外の展覧会を開催しています。 

 

３３  運運営営方方針針  

萬鉄五郎記念美術館は、県央の中核美術館施設として美術館教育の役割の一端を担っています。 
萬鉄五郎の調査研究と、展示、保存を中心に、萬と関わりの深い美術家や岩手の近現代美術家につい

て、学芸活動の推進を図るとともに、市内外の人々に優れた美の鑑賞機会を数多く提供しています。 
また、萬鉄五郎作品資料の収集とあわせて、それらの資料を画像・映像データとして広く一般の人々

や研究者に資料提供しています。 
 
（１） 開館時間 午前８時３０分～午後５時（入館は４時３０分まで） 
（２） 休館日 月曜日（休日の場合はその翌日）、年末年始（１２月２９日～１月３日） 
 
 
 
 
 
 

萬鉄五郎記念美術館
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（３） 入館料 
①常設展入館料 

区分 個人 20 人以上の団体 
一般 400 円 350 円 

高校･学生 250 円 200 円 
小・中学生 150 円 100 円 

②特別入館料 
特別展示を行う場合の入館料は、展示内容に応じその都度定める。 

 
４４  主主なな行行事事  

（１）常設展示  
萬鉄五郎の油彩画・水墨画・素描などの作品にあわせ、ノート・書簡・写真や遺品など資料を、

少年期から晩年に至るまで彼の生涯をたどり、人間性を感じられるように展示構成しています。 
また、収蔵品により岩手の近現代美術と萬との関わりも紹介しています。 

 
（２）企画展覧会 
①「萬鉄五郎 私の履歴書」

会期：令和 年 月 日（土）～ 月 日（日）

一般 （ ）円、高・大 （ ）円、小・中 （ ）円

②「五味太郎作品展 絵本の時間 」

会期：令和 年 月 日（土）～ 月 日（日）

一般 （ ）円、高・大 （ ）円、小・中 （ ）円

③「橋場あや展」

会期：令和 年 月 日（土）～ 月 日（日）

一般 （ ）円、高・大 （ ）円、小・中 （ ）円

④「小田島孤舟展」（先人顕彰事業） 
会期：令和 年 月 日（土）～令和 年 月 日（日）

常設展入館料に同じ

※（ ）内 名以上の団体料金

（３）教育普及  
・館長講座 
美術に親しむことを目的に、館長による美術講座を開催。 

・ハイビジョン上映出前講座 随時 
萬作品のほか東和地区の歴史、文化、自然、風俗等を題材にしたハイビジョンソフトをＤＶＤ

へ変換し、広く公開しながら保存を行っていきます。また要望があった公共施設等に主張して上

映会を行います。 
 
（４）美術普及活動 

「第 42 回萬鉄五郎祭」 令和 4 年 5 月 3 日（火・祝） 
同日開催「土沢アートクラフトフェア」会場での式典内容放送、 
写生作品募集及び展示 令和 4 年 5 月 12 日（木）～5 月 29 日（日） 

 
５５  令令和和３３年年度度入入館館者者数数  

一般 高校・学生 小・中学生 無料 計

人 人 人 人 人



文　　化　　財

○　花巻市の文化財

○　花巻市博物館

○　花巻市総合文化財センター

○　石鳥谷歴史民俗資料館

○　大迫郷土文化保存伝習館

○　石鳥谷農業伝承館
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花巻市の文化財
令和４年６月１日現在

国 県 市 国 県 市 国 県 市 国 県 市 国 県 市

 絵画

 彫刻

 工芸品

 書跡

 典籍

 古文書

 考古資料

 歴史資料

 衣食住

 生業

 信仰
 年中行事に関す
 る風俗習慣

 民俗芸能

 衣食住

 生業

 信仰
 年中行事に関す
 る風俗習慣

 民俗芸能

 動物

 植物(うち特天(註2))

 地質鉱物

国 県 市 合計 国 県 市 計 国 県 市 計 国 県 市 計 国 県 市 計

（註2）　「特天」…特別天然記念物

国 県 市 国 県 市 国 県 市 国 県 市 国 県 市
有形文
化財

国 県 市 国 県 市 国 県 市 国 県 市 国 県 市

 生業
 年中行事に関す
 る風俗習慣

 民俗芸能

計

 演劇

 名勝（註1）

 音楽

計
無
形
文
化
財

計

記
念
物

 史跡

 工芸技術等

合　計

花花　　巻巻 石石鳥鳥谷谷 東東　　和和

天
然
記
念
物

　　　所在地域

 種別分類

花花巻巻市市全全体体 花花　　巻巻

有
形
文
化
財

 文化的景観

令和４年６月１日現在

大大　　迫迫花花巻巻市市全全体体

計

 伝統的建造物群

計

無
形
民
俗
文
化
財

有
形
民
俗
文
化
財

民
俗
文
化
財

指定元

花花巻巻市市のの文文化化財財

指定元
計

指定元 指定元合
計

（註1）　国指定名勝「イーハトーブの風景地」は、花巻２か所（釜淵の滝・イギリス海岸）、東和１か所（五輪峠）を一群指定

東東　　和和

指定元
計

大大　　迫迫

 建造物

美
術
工
芸
品

計

石石鳥鳥谷谷

計

　　　　　　所在地域

 種別分類

花花巻巻市市全全体体 花花　　巻巻 大大　　迫迫 石石鳥鳥谷谷 東東　　和和

登録元 合
計

登録元

 建造物

登録元
計

登録元
計

登録元
計

計
選択元

計

　　　　　　所在地域

 種別分類

花花巻巻市市全全体体 花花　　巻巻 大大　　迫迫 石石鳥鳥谷谷 東東　　和和

選択元

民
俗
文
化
財

無
形
民
俗
文
化
財

計

選択元
計

選択元合
計

選択元
計

(1) (1) (1) (1)

11

無
形
民
俗
文
化
財
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４　花巻市指定文化財一覧

大
分類

中
分類

小
分類

指定
元

所在
地域

所在地
所有者

（管理者）
指定年月日

国 東和 東和町谷内 花巻市 昭和44年12月18日

国 東和 東和町田瀬 花巻市 昭和51年2月3日

国 東和 東和町北成島 毘沙門堂 平成2年9月11日

県 大迫 大迫町内川目 早池峰神社 昭和47年10月27日

県 東和 東和町北成島 個人 昭和54年2月27日

県 東和 東和町田瀬 田瀬薬師堂奉賛会 昭和54年2月27日

県 東和 東和町谷内 丹内山神社 平成2年5月1日

市 花巻 城内 鳥谷崎神社 昭和35年5月7日

市 花巻 西宮野目 三嶽神社 昭和37年4月7日

市 花巻 桜町四丁目 花巻市 昭和54年12月12日

市 花巻 桜町四丁目 花巻市 昭和54年12月12日

市 花巻 矢沢 花巻市 平成元年11月24日

市 花巻 太田 昌歓寺 平成13年3月21日

市 花巻 矢沢 胡四王神社 平成13年3月21日

市 花巻 愛宕町 妙圓寺 平成14年3月27日

市 花巻 石神町 鼬幣稲荷神社 平成15年11月20日

市 花巻 城内 花巻市 平成29年2月28日

市 石鳥谷 石鳥谷町大興寺 大興寺 昭和54年6月1日

市 東和 東和町谷内 個人 昭和45年4月14日

市 東和 東和町中内 個人 昭和52年8月30日

市 東和 東和町土沢 個人 昭和52年8月30日

市 東和 東和町土沢 個人 平成元年10月19日

市 東和 東和町石鳩岡 石鳩岡観音堂保存会 平成13年11月16日

市 東和 東和町舘迫 立石神社、保存会 平成14年11月21日

市 東和 東和町舘迫 立石神社、保存会 平成17年6月16日

市 花巻 花城町 個人 昭和35年12月7日

市 花巻 藤沢町 個人 昭和35年12月7日

市 花巻 高松（花巻市博物館） 妙圓寺 昭和60年2月23日

市 花巻 高松（花巻市博物館） 花巻市 昭和60年2月23日

市 花巻 中北万丁目 八坂神社 平成8年9月26日

市 花巻 中北万丁目 八坂神社 平成8年9月26日

市 花巻 南川原町 光徳寺 平成11年3月17日

市 大迫 大迫町大迫 妙琳寺 平成4年3月5日

市 大迫 高松（花巻市博物館） 花巻市 平成17年3月25日

市 石鳥谷 石鳥谷町中寺林 光林寺 平成7年6月16日

市 石鳥谷 石鳥谷町松林寺 松林寺子安地蔵保存会 平成12年6月23日

市 石鳥谷 石鳥谷町松林寺 松林寺子安地蔵保存会 平成12年6月23日

国 東和 東和町北成島 毘沙門堂
大正9年8月16日（旧法）
昭和25年8月29日（新法施行）

国 東和 東和町北成島 毘沙門堂
大正9年8月16日（旧法）
昭和25年8月29日（新法施行）

国 花巻 鍛治町 勝行院
昭和4年4月6日（旧法）
昭和25年8月29日（新法施行）

県 花巻 北笹間 延妙寺 昭和47年10月27日

県 東和 東和町北成島 毘沙門堂 昭和49年2月15日

県 東和 東和町安俵 凌雲寺 昭和50年3月4日

県 東和 東和町安俵 凌雲寺 平成5年9月7日

県 東和 東和町谷内 丹内山神社 平成6年9月16日

県 花巻 湯本 白山神社 大日堂 平成18年9月26日

市 花巻 鍛治町 個人 昭和34年7月5日

市 花巻 双葉町 松庵寺 昭和34年9月7日

市 花巻 十二丁目 円通寺 昭和35年5月7日

市 花巻 矢沢 寳昌寺 昭和35年12月7日

市 花巻 南笹間 南笹間八幡宮 昭和38年5月4日

有
形
文
化
財

美
術
工
芸
品

彫
刻

光林寺の絵画 1面13幅

鼬幣稲荷神社本殿（棟札含む）

浄光寺山門

建
造
物

絵
画

｢熊谷家｣本屋及び付属屋 5棟

土仏観音堂宇

鏑八幡神社本殿

重要文化財　 毘沙門堂

昌歓寺山門 1棟

平澤屏山画「蝦夷風俗十二ヶ月屏風三月、四月」

花巻城内伊藤家住宅

早池峰神社本殿 1棟

絵馬扁額 20枚

重要文化財　 伊藤家住宅

重要文化財　 旧小原家住宅

同心家屋（旧今川家）1棟

六歌仙図 1面

布袋児戯図 1面

小絵馬 121枚

熊野神社本殿 1棟

重要文化財　 木造毘沙門天立像 1体 付木造二鬼坐像 2体

木造伝阿弥陀如来立像（頭後補）1体

名称

妙圓寺本堂 1棟

胡四王神社拝殿と本殿

中内熊野神社本殿

丹内山神社一ノ鳥居

諸葛孔明図 1幅

立石神社寄宮及び石碑群

立石神社及び神社所有文化財一括

石鳩岡観音堂及び内外付属文化財一括

花鳥図襖絵 8枚

木造阿弥陀如来立像 1体

重要文化財　 木造阿弥陀如来坐像 1体

重要文化財　 木造伝吉祥天立像 1体

釈迦如来坐像 1体

獅子頭 1頭

馬頭観音立像 1体

地蔵菩薩坐像 1体

同心家屋（旧平野家）1棟

円城寺門 1棟

丹内山神社本殿 付厨子 1棟

三嶽神社拝殿 1棟

妙琳寺阿弥陀如来真向絵像

絹本著色顕如上人真影 1幅

鶏路直筆短冊並びに軸物 1枚､1幅

薬師堂（田瀬薬師堂）1棟

木造大日如来坐像 2体　 伝嘉慶三年銘像 元禄十三年銘像

木造十一面観音立像

木造仁王像 2躯

木造十一面観音菩薩立像 2体

阿弥陀如来坐像 1体

雪蕉筆俳人画像 1幅
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大
分類

中
分類

小
分類

指定
元

所在
地域

所在地
所有者

（管理者）
指定年月日名称

市 花巻 北笹間 延妙寺 昭和52年12月9日

市 花巻 矢沢 個人 昭和54年3月10日

市 花巻 桜町 遍照院 昭和54年3月10日

市 花巻 太田 清水寺 昭和54年3月10日

市 花巻 四日町 廣隆寺 昭和56年3月12日

市 花巻 上小舟渡 小舟渡八幡宮 平成8年9月26日

市 花巻 花城町 専念寺 平成9年3月14日

市 花巻 四日町 順覺寺 平成9年3月14日

市 花巻 東十二丁目 歓喜寺 平成9年3月14日

市 花巻 矢沢 寳昌寺 平成9年3月14日

市 花巻 御田屋町 宗青寺 平成9年3月14日

市 花巻 四日町 自性院 平成9年3月14日

市 花巻 四日町 自性院 平成9年3月14日

市 花巻 坂本町 瑞興寺 平成9年3月14日

市 花巻 坂本町 瑞興寺 平成9年3月14日

市 花巻 御田屋町 円城寺 平成9年3月14日

市 花巻 愛宕町 妙圓寺 平成9年3月14日

市 花巻 桜木町 安浄寺 平成9年3月14日

市 花巻 中根子 延命寺 平成9年3月14日

市 花巻 轟木 将軍寺 平成9年3月14日

市 花巻 太田 昌歓寺 平成9年3月14日

市 花巻 轟木 円徳寺 平成10年5月21日

市 花巻 南川原町 光徳寺 平成11年3月17日

市 花巻 南川原町 光徳寺 平成11年3月17日

市 花巻 矢沢 胡四王神社 平成11年3月17日

市 花巻 愛宕町 妙圓寺 平成14年3月27日

市 大迫
大迫町内川目（郷土文化保存伝習
館）

花巻市 平成元年6月16日

市 大迫
大迫町内川目（郷土文化保存伝習
館）

花巻市 平成元年6月16日

市 大迫 大迫町大迫 到岸寺 平成元年6月16日

市 大迫 大迫町内川目 桂林寺 平成元年6月16日

市 大迫 大迫町内川目 桂林寺 平成元年6月16日

市 大迫 大迫町亀ヶ森 中興寺 平成4年3月5日

市 大迫 大迫町大迫 到岸寺 平成4年3月5日

市 大迫
大迫町内川目
（郷土文化保存伝習館）

早池峰神社 平成4年3月5日

市 大迫 大迫町内川目 花巻市 平成4年3月5日

市 石鳥谷 石鳥谷町中寺林 光林寺 平成7年6月16日

市 石鳥谷 石鳥谷町松林寺 松林寺子安地蔵保存会 平成12年6月23日

市 石鳥谷 石鳥谷町五大堂 光勝寺 平成17年3月31日

市 東和 東和町谷内 丹内山神社 昭和32年3月31日

市 東和 東和町安俵 凌雲寺 昭和32年3月31日

市 東和 東和町田瀬 田瀬薬師堂奉賛会 昭和39年7月21日

市 東和 東和町北成島 毘沙門堂 昭和55年6月25日

県 花巻 城内 鳥谷崎神社 昭和56年12月4日

県 花巻 愛宕町 雄山寺 昭和56年12月4日

県 花巻 高松（花巻市博物館） 花巻市 平成11年11月2日

県 花巻 高松（花巻市博物館） 花巻市 平成11年11月2日

県 花巻 城内 花巻市 平成27年11月6日

市 花巻 愛宕町 雄山寺 昭和34年9月7日

市 花巻 高松（花巻市博物館） 個人 昭和34年9月7日

市 花巻 城内 鳥谷崎神社 昭和35年5月7日

有
形
文
化
財

美
術
工
芸
品

工
芸
品

彫
刻

釈迦如来坐像 1体

十一面観音立像 1体

大日如来坐像 1体

懸仏薬師如来坐像 1体

厨子入地蔵菩薩立像 1体

阿弥陀如来立像 1体

阿弥陀如来立像 1体

大日如来坐像 1体

阿弥陀如来坐像 1体

阿弥陀如来坐像 1体

阿弥陀如来立像 1体

太子孝養像 1体

釈迦三尊像 1体

千手観音立像 1体

地蔵菩薩立像 1体

木造親鸞聖人坐像 1体

獅子頭 1頭

阿弥陀如来立像 1体

阿弥陀如来坐像 1体

烏枢沙摩明王立像 1体

釈迦如来坐像 1体

阿弥陀如来立像（本尊）1体

阿弥陀如来立像 1体

宇賀弁才天坐像 1体

弁才天立像 1体

到岸寺薬師如来坐像

中興寺釈迦三尊坐像

桂林寺秋葉権現立像

薬師堂十王仏・大日如来像

凌雲寺仏像（薬師如来立像）

丹内山神社仏像（不動明王立像）

光勝寺の仏像 14体

松林寺の仏像 2体

光林寺の仏像 19体

藍革威胴丸 1領 兜、大袖、小具足付（南部義政公甲冑）

早池峰神社文禄四年銘獅子頭

時鐘　南部盛岡城楼鐘

阿弥陀如来立像 1体

岳妙泉寺四天王立像

岳妙泉寺延命地蔵尊半跏像

不動明王立像

桂林寺十一面観音半跏像

南部利剛夫人乗物（駕籠）1乗

揆奮場関係資料 1式

北松斎の遺品（羽織）2点

到岸寺延命地蔵三尊立像

鷹頭御陳太刀 1腰

桶側二枚胴具足 1領 兜、大袖、小具足付（北松斎の甲
冑）

新山堂早池峰三尊像

鳳凰御陳太刀 1腰



― 86 ―

大
分類

中
分類

小
分類

指定
元

所在
地域

所在地
所有者

（管理者）
指定年月日名称

市 花巻 高松（花巻市博物館） 花巻市 昭和38年5月4日

市 花巻 高松（花巻市博物館） 花巻市 昭和52年12月9日

市 花巻 高松（花巻市博物館） 花巻市 昭和60年2月23日

市 花巻 上小舟渡 小舟渡八幡宮 平成8年9月26日

市 大迫 大迫町亀ヶ森 個人 昭和55年10月19日

市 石鳥谷 石鳥谷町松林寺 松林寺子安地蔵保存会 平成12年6月23日

市 東和 東和町谷内 丹内山神社 昭和39年7月21日

市 東和 東和町土沢 個人 昭和52年8月30日

市 東和 東和町土沢 個人 平成17年12月12日

書跡 市 石鳥谷 石鳥谷町中寺林 光林寺 平成7年6月16日

県 花巻 花巻市博物館 花巻市 平成28年9月6日

市 花巻 南川原町 光徳寺 昭和35年12月7日

市 花巻 愛宕町 雄山寺 昭和40年3月18日

市 花巻 高松(花巻新渡戸記念館) 個人 平成30年2月28日

市 石鳥谷 石鳥谷町中寺林 光林寺 平成7年6月16日

市 石鳥谷 石鳥谷町松林寺 松林寺子安地蔵保存会 平成12年6月23日

県 東和 東和町谷内 丹内山神社 昭和40年3月19日

市 花巻 高松（花巻市博物館） 個人 昭和56年3月12日

市 花巻 高松（花巻市博物館） 個人 昭和56年3月12日

市 花巻 高松（花巻市博物館） 個人 平成16年7月29日

市 花巻 高松（花巻市博物館） 花巻市 平成17年3月18日

市 大迫
大迫町大迫
（花巻市総合文化財センター）

花巻市 平成13年7月25日

市 花巻 城内 個人 昭和34年9月7日

市 花巻 膝立 八坂神社 昭和35年5月7日

市 花巻 円万寺 個人 昭和35年5月7日

市 花巻 城内 個人 昭和54年3月10日

市 花巻 湯本 花巻温泉㈱ 昭和62年4月2日

市 花巻 上小舟渡 小舟渡八幡宮 平成8年9月26日

市 花巻 上小舟渡 小舟渡八幡宮 平成8年9月26日

市 花巻 中根子（駒形神社） 個人 平成16年7月29日

市 花巻 二枚橋町 国（国土交通省） 平成17年12月27日

市 花巻 北湯口 八坂神社 平成27年3月25日

市 花巻 田力 個人 平成27年3月25日

市 花巻 太田 清水寺 平成28年3月7日

市 花巻 北笹間 東光寺 平成28年3月7日

市 大迫 大迫町亀ヶ森 個人 平成元年6月16日

市 大迫 大迫町亀ヶ森 花巻市 平成17年3月25日

市 石鳥谷 石鳥谷町大興寺 個人（大興寺） 平成元年3月31日

市 石鳥谷 石鳥谷町中寺林 光林寺 平成7年6月16日

市 石鳥谷 石鳥谷町松林寺 松林寺子安地蔵保存会 平成12年6月23日

市 石鳥谷 石鳥谷町好地 熊野神社 平成24年4月26日

市 東和 東和町谷内 丹内山神社 昭和39年7月21日

市 東和 東和町土沢 個人 平成6年8月18日

市 東和 東和町土沢 個人 平成9年5月22日

市 東和 東和町上浮田 個人 平成17年6月16日

市 東和 東和町安俵 個人 平成17年6月16日

市 花巻 花巻市御田屋町 滝田信夫 平成26年3月25日

市 東和 花巻市東和町北成島 青木一則 平成29年2月28日

猫塚家文書諸御用日記　33冊

無形文
化財

工芸技術等

花巻傘

追分の碑 2基

歴
史
資
料

永徳四年の碑 1基

有
形
文
化
財

松川家墓誌銘（瑞興寺出土）3枚

小舟渡八幡宮献額(弘化2年銘) 1面

鏑八幡神社「刀剣」

松尾神社石碑（南部杜氏の碑）

工
芸
品

美
術
工
芸
品

考
古
資
料

　
古
文
書 浅野長吉証文 1点

太平記外古文書 7点

松林寺文書類 94点

光林寺文書 4冊22通

脇指銘新藤二郎義国 1口

梅忠就栄作雲龍図鍔

花巻人形古型

鏑八幡神社「神輿」

浄光寺山門の山号額

丹内山神社擬宝珠

鏑八幡神社社宝「鏑矢」

鰐口 1口

亀ヶ森愛宕神社鉄灯籠

鰐口 1口

盛岡藩北家御次留書帳 59冊

勅額本書 1幅

丹内山神社経塚出土品 1括

松林寺の棟札類 21枚

立石遺跡出土の土製品

天保義民碑

経塚壷（高松山経塚群出土）1点

松川家墓誌銘（地蔵寺出土）3枚

正慶の碑（2年）1基

正慶の碑（元年）1基

白磁四耳壷、渥美片口鉢（高松山経塚群出土）2点

三筋壷（高松山経塚群出土）1点

八坂神社の青面金剛像庚申塔

田力の青面金剛像七庚申塔

丹内山神社棟札

貞治の碑

追分の碑 1基

清水寺嘉永3年算額、清水寺明治25年算額

東光寺慶応2年算額

小舟渡八幡宮献額(寛保3年銘) 1面

光林寺の石塔 5基

稗貫氏の宝篋印塔

庫理遺跡出土須恵器長頸瓶 3点及び水鳥戯画線刻文土器破
片 4点

安俵五輪塔

浮田宝塔

成島和紙
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大
分類

中
分類

小
分類

指定
元

所在
地域

所在地
所有者

（管理者）
指定年月日名称

生業 国 石鳥谷
石鳥谷町中寺林
（石鳥谷歴史民俗資料館）

花巻市 昭和57年4月21日

信仰 県 東和 東和町上浮田 個人 昭和56年3月31日

民俗芸
能 市 花巻 高松（花巻市博物館） 個人 平成13年3月21日

市 花巻 矢沢 保存会 平成7年11月22日

市 大迫 大迫町内 保存会 平成17年3月25日

市 石鳥谷 石鳥谷町五大堂 振興会 平成13年1月15日

市 石鳥谷 石鳥谷町好地 保存会 平成17年12月26日

市 石鳥谷 石鳥谷町新堀 保存会 平成17年12月26日

市 東和 東和町北成島 保存会 平成5年4月15日

市 東和 東和町土沢 保存会 平成14年11月21日

市 花巻 双葉町 松庵寺 平成16年7月29日

市 花巻 花城町 実行委員会 平成30年5月28日

 岳神楽 大迫 大迫町内川目岳 保存会

 大償神楽 大迫 大迫町内川目大償 保存会

 円万寺神楽 花巻 膝立 保存会

 幸田神楽 花巻 幸田 保存会

 胡四王神楽 花巻 矢沢 保存会

県 和賀の大乗神楽  北笹間大乗神楽 花巻 北笹間 保存会
平成13年5月11日(北上市内の四神
楽団体とともに五神楽団体一括指
定)

県 大迫 大迫町外川目 保存会
令和2年4月7日
令和2年11月27日（「神楽資
料」を追加指定）

県 東和 東和町落合 保存会 昭和49年2月15日

県 東和 東和町石鳩岡 保存会

昭和56年3月31日
(平成23年3月9日、早池峰大償
流土沢神楽とともに国選択
※）

県 東和 東和町土沢 保存会

昭和56年3月31日
(平成23年3月9日、早池峰岳流
石鳩岡神楽とともに国選択
※）

県 東和 東和町倉沢 保存会
平成7年9月1日
（平成31年3月28日国選択※）

県 東和 東和町上浮田 保存会 平成30年4月13日

市 花巻 花城町ほか 保存会 昭和35年12月7日

市 花巻 葛 保存会 昭和36年7月5日

市 花巻 南笹間 保存会 昭和36年7月5日

市 花巻 湯本 保存会 昭和36年7月5日

市 花巻 二枚橋 保存会 昭和52年12月9日

市 花巻 葛 保存会 平成8年9月26日

市 花巻 湯本 保存会 平成9年11月18日

市 花巻 小瀬川 保存会 平成11年3月17日

市 花巻 鍋倉 保存会 平成12年4月18日

市 花巻 葛 保存会 平成14年9月26日

市 花巻 上根子 保存会 平成15年3月26日

市 花巻 糠塚 保存会 平成17年3月18日

市 花巻 太田 保存会 平成20年9月25日

市 花巻 湯本 保存会 平成25年4月25日

市 大迫 大迫町内川目 保存会 昭和36年9月1日

市 大迫 大迫町外川目 保存会 昭和36年9月1日

市 大迫 大迫町外川目 保存会 平成17年3月25日

市 大迫 大迫町外川目 保存会 平成17年3月25日

市 大迫 大迫町外川目 保存会 平成17年3月25日

市 石鳥谷 石鳥谷町南寺林 保存会 昭和50年1月21日

市 石鳥谷 石鳥谷町関口 保存会 昭和50年1月21日

市 石鳥谷 石鳥谷町八幡 保存会 昭和50年1月21日

市 石鳥谷 石鳥谷町大瀬川 保存会 昭和61年6月27日

市 石鳥谷 石鳥谷町新堀 保存会 昭和61年6月27日

市 石鳥谷 石鳥谷町大瀬川 保存会 昭和63年1月18日

市 石鳥谷 石鳥谷町八重畑 保存会 平成3年2月26日

市 石鳥谷 石鳥谷町大瀬川 保存会 平成3年2月26日

民
俗
文
化
財

県 花巻の山伏神楽

平成13年5月11日
（三神楽団体一括指定）

（うち円万寺神楽は、昭和51
年12月25日国選択※）

八木巻神楽

年
中
行
事
に
関
す
る
風
俗
習
慣

花巻まつり

胡四王蘇民祭

石鳥谷まつり

松庵寺盆踊り

有
形
民
俗

文
化
財

無
形
民
俗
文
化
財

昭和51年5月4日
（二神楽団体一括指定）

豊沢大念仏剣舞

鹿踊り（湯本鹿踊）

倉沢人形歌舞伎

民
俗
芸
能

種森神楽

大念仏（葛大念仏）

花巻ばやし

奴踊り（南笹間奴踊）

春日流八幡鹿踊

早池峰大償流土沢神楽

国

太田大念佛剣舞

熊野神社十二番角力式(泣き相撲)

早池峰岳流石鳩岡神楽

しし踊り（春日流落合鹿踊）

竪沢鹿踊

貴船神楽

羽山神楽

葛神楽

早池峰岳流浮田神楽

糠塚鹿子踊

上根子神楽

旭の又神楽

春日流鍋倉鹿踊り

小瀬川神楽

まいりのほとけ 10幅（松崎阿弥陀堂什宝）

重要有形民俗文化財　南部杜氏の酒造用具 1788点

上郷虫追い祭り

重要無形民俗文化財

 早池峰神楽

土沢祭り

あんどんまつり（あんどん山車）

上ノ山鹿踊

大瀬川さんさ踊り

湯本田植踊

十日市神楽

合石神楽

光勝寺五大尊蘇民祭

大瀬川神楽

大瀬川奴踊り

葛神楽本（言立本）

岩脇さんさ踊

中乙念仏踊

八重畑田植踊



大
分類

中
分類

小
分類

指定
元

所在
地域

所在地
所有者

（管理者）
指定年月日名称

市 石鳥谷 石鳥谷町江曽 保存会 平成5年3月2日

市 石鳥谷 石鳥谷町新堀 保存会 平成5年3月2日

市 石鳥谷 石鳥谷町富沢 保存会 平成6年3月3日

市 石鳥谷 石鳥谷町五大堂 保存会 平成9年3月27日

市 石鳥谷 石鳥谷町八幡 保存会 平成17年12月26日

市 東和 東和町東晴山 保存会 昭和35年2月1日

市 東和 東和町谷内 保存会 昭和40年8月27日

市 東和 東和町倉沢 保存会 昭和40年8月27日

市 東和 東和町谷内 保存会 昭和40年8月27日

市 東和 東和町舘迫 保存会 昭和40年8月27日

市 東和 東和町北川目 保存会 昭和42年3月29日

市 東和 東和町上浮田 保存会 昭和43年6月10日

市 東和 東和町中内 保存会 昭和45年4月14日

市 東和 東和町谷内 保存会 昭和45年4月14日

市 東和 東和町田瀬 保存会 昭和49年12月25日

市 東和 東和町砂子 保存会 昭和52年6月16日

市 東和 東和町田瀬 保存会 昭和52年6月16日

市 東和 東和町田瀬 保存会 昭和52年6月16日

市 東和 東和町倉沢 保存会 昭和60年5月31日

※国選択とは、文化財保護法に基づいて「記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財」として国の選択を受けたもの

県 東和 東和町谷内 個人 昭和40年3月19日

県 石鳥谷 石鳥谷町江曽 個人 昭和44年6月6日

県 石鳥谷 石鳥谷町好地 個人 平成4年3月27日

市 花巻 高松 個人 昭和57年4月27日

市 花巻 城内 花巻市 昭和63年9月1日

市 花巻 上根子 熊野神社 平成3年5月24日

市 花巻 中笹間、栃内
岩手中央土地改良区、個
人

平成17年12月27日

市 大迫 大迫町外川目 個人 平成13年7月25日

市 大迫 大迫町外川目 個人 平成13年7月25日

市 石鳥谷 石鳥谷町新堀 個人 昭和51年2月3日

市 東和 東和町土沢 花巻市 昭和32年3月31日

市 東和 東和町土沢 花巻市 昭和41年5月23日

市 東和 東和町毒沢 花巻市 平成5年4月15日

市 東和 東和町下浮田 個人 平成5年4月15日

市 東和 東和町安俵 個人 平成10年3月5日

市 東和 東和町谷内 個人 平成17年6月16日

 釜淵の滝 花巻 湯本地内台川河川内 国（県）

 イギリス海岸 花巻 下似内、上小舟渡、北上川河川内
国（国土交通省）
花巻市、個人

 五輪峠 東和 東和町田瀬 白土牧野農業協同組合

県 花巻 矢沢 個人 平成22年10月1日

市 花巻 矢沢 胡四王神社、花巻市 平成13年3月21日

植
物

国
特別

大迫 大迫町内川目 国

昭和3年2月7日(旧法)
昭和25年8月29日(新法施行)
昭和32年6月19日(特別天然記
念物)
平成2年12月19日(追加指定･
名称変更)

国 東和 東和町石鳩岡
（稲荷神社隣地）

花巻市
昭和2年4月8日(旧法)
昭和25年8月29日(新法施行)

国 花巻 西宮野目 花巻市
昭和10年4月11日(旧法)
昭和25年8月29日(新法施行)

県 花巻 北笹間 個人 昭和47年10月27日

中野一里塚1対

社風流砂子神楽

天
然
記
念
物

丹内山神社社風流神楽

東半月流野金山かながら獅子踊

立石百姓踊

丹内山神社経塚

丹内山神社雅楽

社風流沼の沢神楽

倉沢サンサ踊

五大堂神楽

金津流丹内獅子躍

早池峰大償流晴山神楽

八幡獅子踊り

早池峰岳流中内神楽

早池峰大償流倉沢神楽

太田目田植踊

弘渕神楽

熊堂古墳群

花巻城本丸跡

早池峰岳流白土神楽

好地旧一里塚

江曽一里塚

北笹間のならかしわ

丹内山神社付属建物及び境内

毒沢城跡

田屋ヶ井戸

土沢城跡

是信房関係史跡(一つ柏､盲清水､上人塚)3か所

秋葉太神楽

花巻矢沢地区のゼニタナゴ生息地

 カズクリ自生地

 早池峰山及び薬師岳の高山帯・森林植物群落

新堀城址

押蕪墳墓

倉沢城跡

アバクチ洞穴遺跡

春日流八日市鹿踊

千刈田神楽

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

胡四王山のヒメギフチョウ群棲地

動
物

史
跡

名
勝

国

風穴洞穴遺跡

 花輪堤ハナショウブ群落

名勝

 イーハトーブの風景地
　鞍掛山 七つ森 狼森
　釜淵の滝 イギリス海岸
　五輪峠 種山ヶ原

平成17年3月2日
 (六か所一群指定)
平成18年7月28日
(｢イギリス海岸｣追加指定・
名称変更・七か所一群指定)

 
民
俗
芸
能

 
無
形
民
俗
文
化
財

 
民
俗
文
化
財
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大
分類

中
分類

小
分類

指定
元

所在
地域

所在地
所有者

（管理者）
指定年月日名称

市 花巻 仲町 個人 昭和47年11月11日

市 花巻 膝立 個人 昭和47年11月11日

市 花巻 外台 花巻市 平成9年11月18日

市 花巻 上根子 個人 平成9年11月18日

市 花巻 四日町 廣隆寺 平成9年11月18日

市 花巻 高松 個人 平成12年4月18日

市 花巻 北笹間 個人 平成12年4月18日

市 花巻 北湯口 八坂神社 平成12年4月18日

市 花巻 高松 個人 平成13年3月21日

市 花巻 轟木 個人 平成17年12月27日

市 花巻 上諏訪 個人 平成28年3月7日

市 大迫 大迫町亀ヶ森 個人 昭和56年11月1日

市 大迫 大迫町内川目 個人 昭和56年11月1日

市 大迫 大迫町内川目 個人 昭和56年11月1日

市 大迫 大迫町外川目 個人 昭和56年11月1日

市 大迫 大迫町内川目 個人 平成元年6月16日

市 大迫 大迫町内川目 個人 平成11年9月27日

市 大迫 大迫町内川目 個人 平成11年9月27日

市 石鳥谷 石鳥谷町新堀 長善寺 昭和51年2月3日

市 石鳥谷 石鳥谷町長谷堂 米斗利沢神社 平成17年12月26日

市 石鳥谷 石鳥谷町大興寺 長谷寺 平成17年12月26日

市 石鳥谷 石鳥谷町中寺林 光林寺 平成17年12月26日

市 石鳥谷 石鳥谷町中寺林 光林寺 平成17年12月26日

市 石鳥谷 石鳥谷町新堀 長善寺 平成17年12月26日

市 石鳥谷 石鳥谷町五大堂 保存会 平成17年12月26日

市 東和 東和町石鳩岡 花巻市 昭和45年4月14日

市 東和 東和町毒沢 個人 昭和45年4月14日

市 東和 東和町中内 個人 昭和45年4月14日

市 東和 東和町谷内 個人 昭和45年4月14日

市 東和 東和町前田 個人 昭和46年9月6日

市 東和 東和町北川目 個人 昭和46年9月6日

市 東和 東和町前田 個人 昭和46年9月6日

市 東和 東和町土沢 個人 昭和46年9月6日

市 東和 東和町東晴山 個人 昭和49年12月25日

市 東和 東和町中内 個人 昭和51年9月27日

市 東和 東和町土沢 個人 昭和51年9月27日

市 東和 東和町田瀬 個人 昭和51年9月27日

市 東和 東和町北川目 個人 昭和51年9月27日

市 東和 東和町町井 個人 昭和51年9月27日

市 東和 東和町毒沢 個人 昭和51年9月27日

市 東和 東和町土沢 個人 昭和58年1月26日

市 東和 東和町土沢 個人 昭和58年1月26日

市 東和 東和町倉沢 個人 平成3年12月5日

市 東和 東和町前田 個人 平成12年6月15日

市 東和 東和町町井 個人 平成17年6月16日

市 東和 東和町町井 個人 平成17年6月16日

市 東和 東和町石鳩岡 花巻市 昭和45年4月14日

市 東和 東和町南成島 個人 昭和55年6月25日

市 東和 東和町毒沢 個人 平成17年6月16日

上諏訪のキタゴヨウ

史
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植
物

中内熊野神社のうば杉

白山杉

蝙蝠岩弘法大師霊場の花崗岩

五角柱状安山岩節理

七ツ滝のおう穴

町井のケヤキ

下小山田八幡神社のスギ

倉沢のヒイラギ

米斗利沢神社の杉

愛宕神社の種蒔き桜

町井の夫婦杉

銀杏岡のイチョウ

金毘羅さんの赤松

前田の吉野桜

丹内山神社じい杉の根

毒沢の栃の木

秋葉のカスミ桜

田瀬舘跡の杉

町井のサイカチ

梅

毒沢のサワラと桜の寄木

泥金山のシラキ自生地

登呂桂

長善寺のシダレイチョウ

光林寺のサワラ

光林寺の杉

長善寺の桜樹（エドヒガン）

才ノ神のサワラ

山祇桂

内室堤のイワテヤマナシ

小鵇ヶ清水の桜

北湯口八坂神社境内の樹木

北笹間のサイカチ

前郷の榧

下中内のオンコ

前田の染井吉野桜

中川目のヒガン桜

八日市場の雲南桜

長谷寺の杉

諏訪神社千歳桜

上住郷のカヤの木

稲荷神社千本桂

岡田の梅

千本カツラ

三川長根の種まき桜

廣隆寺の大いちょう

子安地蔵尊かつら

奥州街道名残りの松

地
質
鉱
物
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入 館 料

① 単独入館料

② 共通入館券（博物館、賢治記念館、新渡戸記念館、童話村賢治の学校）

③ 特別入館料 特別展示を行う場合の入館料については、展示内容に応じその都度定める。

５５  主主なな事事業業  

（１） 企画展示、テーマ展示

・テーマ展「屏風と襖」 月 日 ～ 月 日

・特別展「シャガール、ピカソ、ダリからロックウェルまで

世紀巨匠の版画達展 コレクション」 月 日 ～ 月 日

・テーマ展「花巻のやきもの－縄文から現代－」 月 日 ～ 月 日

・共同企画展「ぐるっと花巻・再発見！ 山の暮らし」  月 日 ～ 月 日

・テーマ展「花巻人形」       月 日 ～ 月 日

（２） 教育普及活動

１ 令和 年度博学連携推進研修会

令和 年 月 日

２ 講座・体験学習

・館長講座

・学芸員講座

・体験学習

勾玉つくり、琥珀玉つくり、花巻人形絵付け、縄文弓矢・火起こし

６６  令令和和３３年年度度入入館館者者数数  

個人 団体（ 人以上）

小 ・ 中 学 生 円 円

高 校 生 ・ 学 生 円 円

一 般 円 円

小・中学生 高校生・学生 一 般

館共通券 円 円 円

館共通券 円 円 円

館共通券 円 円 円

一 般 高校生・学生 小・中学生 無料入館者 合 計

人 人 人 人 人

花花巻巻市市博博物物館館

所   在   花巻市高松第 26 地割 8 番地 1 

            電  話  0198 （32)  1030 

            Ｆ Ａ Ｘ  0198 (32)  1050 

開   館   平成 16 年 4 月 24 日 

 

 

１１  概概      要要    

敷地面積 約 ㎡

構 造 鉄筋コンクリート造 階建

延床面積 ㎡

施設概要 常設展示室、企画展示室、足跡化石ひろば、講座・体験学習室

一般収蔵庫、特別収蔵庫、燻蒸室、写場、機械室

２２  組組織織体体制制  

博物館等の施設の管理運営形態の統一を図るため、平成 年 月から、石鳥谷歴史民俗資料館を

花巻市博物館の分館としています。

また、令和元年 月から、東和コミュニティセンター内の展示室において、旧東和ふるさと歴史

資料館に展示していた収蔵品の一部を展示しています。 

３３  展展示示内内容容  

常設展示は、考古、歴史の人文系の展示内容となっています。考古分野は、旧石器時代から古代ま

でを扱っていますが、市内の縄文時代の遺跡や遺物および熊堂古墳群などを取り上げています。

歴史分野では、近世の花巻城を中心とした城下のにぎわい、藩と守り、学問と寺子屋などのテーマ

を取り上げています。

これらの常設展示とは別に館建設造成工事中に見つかったアケボノゾウ足跡化石のモニュメント

広場を設けています。

また、企画展示室では美術・工芸を中心としたテーマ展のほか、自主企画展、巡回展などを開催し

ています。

４４  入入館館案案内内  

開館時間 午前 時 分～午後 時 分

休 館 日 資料整理日 月 日～ 月 日

年末年始 月 日～ 月 日

写真 
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入 館 料

① 単独入館料

② 共通入館券（博物館、賢治記念館、新渡戸記念館、童話村賢治の学校）

③ 特別入館料 特別展示を行う場合の入館料については、展示内容に応じその都度定める。

５５  主主なな事事業業  

（１） 企画展示、テーマ展示

・テーマ展「屏風と襖」 月 日 ～ 月 日

・特別展「シャガール、ピカソ、ダリからロックウェルまで

世紀巨匠の版画達展 コレクション」 月 日 ～ 月 日

・テーマ展「花巻のやきもの－縄文から現代－」 月 日 ～ 月 日

・共同企画展「ぐるっと花巻・再発見！ 山の暮らし」  月 日 ～ 月 日

・テーマ展「花巻人形」       月 日 ～ 月 日

（２） 教育普及活動

１ 令和 年度博学連携推進研修会

令和 年 月 日

２ 講座・体験学習

・館長講座

・学芸員講座

・体験学習

勾玉つくり、琥珀玉つくり、花巻人形絵付け、縄文弓矢・火起こし

６６  令令和和３３年年度度入入館館者者数数  

個人 団体（ 人以上）

小 ・ 中 学 生 円 円

高 校 生 ・ 学 生 円 円

一 般 円 円

小・中学生 高校生・学生 一 般

館共通券 円 円 円

館共通券 円 円 円

館共通券 円 円 円

一 般 高校生・学生 小・中学生 無料入館者 合 計

人 人 人 人 人

花花巻巻市市博博物物館館

所   在   花巻市高松第 26 地割 8 番地 1 

            電  話  0198 （32)  1030 

            Ｆ Ａ Ｘ  0198 (32)  1050 

開   館   平成 16 年 4 月 24 日 

 

 

１１  概概      要要    

敷地面積 約 ㎡

構 造 鉄筋コンクリート造 階建

延床面積 ㎡

施設概要 常設展示室、企画展示室、足跡化石ひろば、講座・体験学習室

一般収蔵庫、特別収蔵庫、燻蒸室、写場、機械室

２２  組組織織体体制制  

博物館等の施設の管理運営形態の統一を図るため、平成 年 月から、石鳥谷歴史民俗資料館を

花巻市博物館の分館としています。

また、令和元年 月から、東和コミュニティセンター内の展示室において、旧東和ふるさと歴史

資料館に展示していた収蔵品の一部を展示しています。 

３３  展展示示内内容容  

常設展示は、考古、歴史の人文系の展示内容となっています。考古分野は、旧石器時代から古代ま

でを扱っていますが、市内の縄文時代の遺跡や遺物および熊堂古墳群などを取り上げています。

歴史分野では、近世の花巻城を中心とした城下のにぎわい、藩と守り、学問と寺子屋などのテーマ

を取り上げています。

これらの常設展示とは別に館建設造成工事中に見つかったアケボノゾウ足跡化石のモニュメント

広場を設けています。

また、企画展示室では美術・工芸を中心としたテーマ展のほか、自主企画展、巡回展などを開催し

ています。

４４  入入館館案案内内  

開館時間 午前 時 分～午後 時 分

休 館 日 資料整理日 月 日～ 月 日

年末年始 月 日～ 月 日

写真 
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石石鳥鳥谷谷歴歴史史民民俗俗資資料料館館

所    在   花巻市石鳥谷町中寺林第 7 地割 7 番地 1 

            電 話 0198 （45） 4513 

  開    館   昭和 56 年 11 月 3 日 

 

 

１１  概概      要要  

敷地面積 ㎡

資 料 館 鉄骨造平屋建 ㎡

展示室、収蔵室、管理室

収 蔵 庫 鉄筋コンクリート造平屋建 ㎡（昭和 年 月増築）

２２  展展示示内内容容  

石鳥谷地域の縄文時代から近代までの資料を展示しています。

また、収蔵庫には南部杜氏の酒造りの歴史を物語る酒造用具が納められ、酒造工程を紹介していま

す。酒造用具のうち 点は、昭和 年 月、国の重要有形民俗文化財に指定されています。

３３  入入館館案案内内  

開館時間 午前 時 分～午後 時 分

休 館 日 月 日～ 月 日

入 館 料

４４  令令和和３３年年度度入入館館者者数数  

一 般 高校生・学生 小・中学生 無料入館者 合 計

人 人 人 人 人

 

 

区 分 個人 団体（ 人以上）

小 ・ 中学生 円 円

高校生 ・ 学生 円 円

一 般 円 円

写真 花花巻巻市市総総合合文文化化財財セセンンタターー
 

 所   在   花巻市大迫町大迫第３地割39番地１ 

          電 話 0198 （29） 4567 

          ＦＡＸ  0198 （48） 3001 

 開   館   平成23年５月22日 

 

１１  概概        要要  

設置目的 花巻市内の埋蔵文化財（遺跡）は約 か所に及び、土器・石器などの出土資料は

旧市町ごとに分散して保管していたため、市内の埋蔵文化財を一ヵ所に集約して恒久

的に収蔵保管し、調査研究や整理作業を行うとともに、市内の文化財の展示公開や情

報発信を行う拠点施設として整備したものです。

構 造 鉄筋コンクリート２階建て

延床面積 ㎡

施設概要 １階：事務室、体験学習室、研修企画展示室、展示室、特別収蔵庫、収蔵庫など

２階：会議室、調査研究室、整理作業室、図書資料室、写場、図面保管室など

  

２２  展展示示内内容容  

平成 年３月に閉館した早池峰山岳博物館の資料が移管されたことにより、当センターの展示室では

「早池峰の自然と文化」をテーマにした展示を行っています。早池峰山の自然・文化・歴史・人など４

つのテーマにまとめ、早池峰山の高山植物、動物、地質のほか、ハヤチネウスユキソウが縁で結ばれた

友好都市関係資料、早池峰信仰から生まれたユネスコ無形文化遺産の早池峰神楽などを、映像や模型・

写真を使って分かりやすく紹介しています。また、館内では市内の遺跡から発掘した出土品の整理作業

も見学することができるようになっています。

 
３３  入入館館案案内内  

  開館時間 午前９時～午後５時（入館は午後４時 分まで） 
  休 館 日 年末年始（ 月 日～１月３日） 
  入 館 料  

 
 

４４  令令和和３３年年度度入入館館者者数数  

  

  

  

  

５５  そそのの他他

文化財センターでは、勾玉づくり（材料費実費）・弓矢体験（無料）・火起こし体験（無料）など、古

代人に思いを馳せるいろいろな体験学習を行うことができます（午前９時～午後４時）。

また、各県の発掘調査報告書や早池峰山岳博物館に寄贈された貴重な山岳図書類を収蔵した図書資料

室があり、希望者は閲覧することができます。

 個 人 団体（ 人以上）

小中高校生 円 円

一 般 円 円

小中高校生 一 般 無料入館者 合 計 
人 人 人 人
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石石鳥鳥谷谷歴歴史史民民俗俗資資料料館館

所    在   花巻市石鳥谷町中寺林第 7 地割 7 番地 1 

            電 話 0198 （45） 4513 

  開    館   昭和 56 年 11 月 3 日 

 

 

１１  概概      要要  

敷地面積 ㎡

資 料 館 鉄骨造平屋建 ㎡

展示室、収蔵室、管理室

収 蔵 庫 鉄筋コンクリート造平屋建 ㎡（昭和 年 月増築）

２２  展展示示内内容容  

石鳥谷地域の縄文時代から近代までの資料を展示しています。

また、収蔵庫には南部杜氏の酒造りの歴史を物語る酒造用具が納められ、酒造工程を紹介していま

す。酒造用具のうち 点は、昭和 年 月、国の重要有形民俗文化財に指定されています。

３３  入入館館案案内内  

開館時間 午前 時 分～午後 時 分

休 館 日 月 日～ 月 日

入 館 料

４４  令令和和３３年年度度入入館館者者数数  

一 般 高校生・学生 小・中学生 無料入館者 合 計

人 人 人 人 人

 

 

区 分 個人 団体（ 人以上）

小 ・ 中学生 円 円

高校生 ・ 学生 円 円

一 般 円 円

写真 花花巻巻市市総総合合文文化化財財セセンンタターー
 

 所   在   花巻市大迫町大迫第３地割39番地１ 

          電 話 0198 （29） 4567 

          ＦＡＸ  0198 （48） 3001 

 開   館   平成23年５月22日 

 

１１  概概        要要  

設置目的 花巻市内の埋蔵文化財（遺跡）は約 か所に及び、土器・石器などの出土資料は

旧市町ごとに分散して保管していたため、市内の埋蔵文化財を一ヵ所に集約して恒久

的に収蔵保管し、調査研究や整理作業を行うとともに、市内の文化財の展示公開や情

報発信を行う拠点施設として整備したものです。

構 造 鉄筋コンクリート２階建て

延床面積 ㎡

施設概要 １階：事務室、体験学習室、研修企画展示室、展示室、特別収蔵庫、収蔵庫など

２階：会議室、調査研究室、整理作業室、図書資料室、写場、図面保管室など

  

２２  展展示示内内容容  

平成 年３月に閉館した早池峰山岳博物館の資料が移管されたことにより、当センターの展示室では

「早池峰の自然と文化」をテーマにした展示を行っています。早池峰山の自然・文化・歴史・人など４

つのテーマにまとめ、早池峰山の高山植物、動物、地質のほか、ハヤチネウスユキソウが縁で結ばれた

友好都市関係資料、早池峰信仰から生まれたユネスコ無形文化遺産の早池峰神楽などを、映像や模型・

写真を使って分かりやすく紹介しています。また、館内では市内の遺跡から発掘した出土品の整理作業

も見学することができるようになっています。

 
３３  入入館館案案内内  

  開館時間 午前９時～午後５時（入館は午後４時 分まで） 
  休 館 日 年末年始（ 月 日～１月３日） 
  入 館 料  

 
 

４４  令令和和３３年年度度入入館館者者数数  

  

  

  

  

５５  そそのの他他

文化財センターでは、勾玉づくり（材料費実費）・弓矢体験（無料）・火起こし体験（無料）など、古

代人に思いを馳せるいろいろな体験学習を行うことができます（午前９時～午後４時）。

また、各県の発掘調査報告書や早池峰山岳博物館に寄贈された貴重な山岳図書類を収蔵した図書資料

室があり、希望者は閲覧することができます。

 個 人 団体（ 人以上）

小中高校生 円 円

一 般 円 円

小中高校生 一 般 無料入館者 合 計 
人 人 人 人
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石石鳥鳥谷谷農農業業伝伝承承館館
 

所   在   花巻市石鳥谷町中寺林第 7 地割 28 番地 1 

            電 話 0198 (45) 6566 

開   館   平成 11 年 7 月 

  

１１  概概      要要  

敷地面積 ㎡

伝 承 館 木造平屋建

㎡

展示室、体験室、管理室

  

２２  展展示示案案内内  

「今・学ぶ、先人の想いと知恵」をテーマに、石鳥谷の農業や年中行事など、昭和初期の稲作

に使用された道具類の展示を中心に、農村文化について紹介しています。実際に使われていた用

具類に触れることで、先人の思いと知恵を学ぶことができます。 
また、花巻出身の詩人・童話作家である宮沢賢治の農業指導者としての一面や、葛丸川とその

周辺の自然に関する作品などについて紹介しています。 
  

３３  入入館館案案内内  

開館時間 午前 時 分～午後 時 分

休 館 日 月 日～ 月 日

入 館 料 
 
 
 
 
 

連 絡 先 文化財課 電話 （ ）   

  

４４  令令和和３３年年度度入入館館者者数数  

  

  

区           分 個  人 団体（ 人以上）

小 ・ 中 学 生 円 円

高校生・大学生 円 円

一 般 円 円

小・中学生 高校生・大学生 一般 合計

人 人 人 人

大大迫迫郷郷土土文文化化保保存存伝伝習習館館
 
   所   在   花巻市大迫町内川目第１地割２番地 

            電 話 0198 （48） 5864 

   開   館   昭和 56 年 5 月 

 
１１  概概      要要  

敷地面積 ㎡ 
伝 習 館 鉄筋コンクリート造平屋建  

高床式  ㎡ 
    伝承ホール、展示室、管理室 

 
２２  展展示示案案内内  

ユネスコ無形文化遺産 早池峰岳神楽の伝承と後継者育成を目的とした施設です。館内には岳神楽

が練習と公開を行う神楽舞台を設え、展示室では神楽道具や旧岳妙泉寺の歴史資料、さらに映像資料

などで神楽の魅力を紹介しています。 
 
３３  入入館館案案内内  

開館期間 月 日～ 月 日

開館時間 午前 時 分～午後 時

休 館 日 毎週月曜日

  入 館 料  
区 分 個 人 

小学生 円

中学生・高校生 円

大学生・一般 円

 
伝承ホール使用料

神楽伝習のための利用料１団体１回につき 円

使用時間 午前 時～午後 時

連 絡 先 文化財課 電話 （ ）

４４  令令和和３３年年度度入入館館者者数数      

小学生 中学生・高校生 大学生・一般 合計

人 人 人 人
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石石鳥鳥谷谷農農業業伝伝承承館館
 

所   在   花巻市石鳥谷町中寺林第 7 地割 28 番地 1 

            電 話 0198 (45) 6566 

開   館   平成 11 年 7 月 

  

１１  概概      要要  

敷地面積 ㎡

伝 承 館 木造平屋建

㎡

展示室、体験室、管理室

  

２２  展展示示案案内内  

「今・学ぶ、先人の想いと知恵」をテーマに、石鳥谷の農業や年中行事など、昭和初期の稲作

に使用された道具類の展示を中心に、農村文化について紹介しています。実際に使われていた用

具類に触れることで、先人の思いと知恵を学ぶことができます。 
また、花巻出身の詩人・童話作家である宮沢賢治の農業指導者としての一面や、葛丸川とその

周辺の自然に関する作品などについて紹介しています。 
  

３３  入入館館案案内内  

開館時間 午前 時 分～午後 時 分

休 館 日 月 日～ 月 日

入 館 料 
 
 
 
 
 

連 絡 先 文化財課 電話 （ ）   

  

４４  令令和和３３年年度度入入館館者者数数  

  

  

区           分 個  人 団体（ 人以上）

小 ・ 中 学 生 円 円

高校生・大学生 円 円

一 般 円 円

小・中学生 高校生・大学生 一般 合計

人 人 人 人



花巻市教育のあゆみ

○　花巻市教育のあゆみ
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花巻市教育のあゆみ
年　　度 主　要　事　項

平成 17 年度 ・新「花巻市」誕生（旧花巻市、大迫町、石鳥谷町、東和町の 1 市 3 町が合併）

・花巻市博物館入館者 10 万人達成

・新花巻市 PTA 連合会誕生

平成 18 年度 ・スクールガード事業に着手

・合併後、初の市内小学校音楽発表会開催

・国指定名勝「イーハトーブの風景地」にイギリス海岸が追加指定

・宮沢賢治生誕 110 年記念国際大会

・全国神楽大会ハヤチネ 2006 を開催

・佐藤昌介生誕 150 年記念式典

・桜台小学校、南城小学校、湯本小学校、笹間第一小学校、宮野目中学校の耐震補強工事完了

・教育委員会事務局を石鳥谷総合支所へ移転

・国の重要文化財「旧伊藤家住宅」の復旧工事完了

平成 19 年度 ・教育委員会事務局に教育部を設置、総務課を教育企画課に改称

・市内 26 か所に振興センターを設置し公民館を廃止、社会教育部門を市長部局へ補助執行

・全国中学校ソフトボール大会開催

・「花巻市教育振興基本計画」「花巻市スポーツ振興計画」「花巻市子ども読書活動推進計画」を策定

・合併後、初の市内小学校水泳・陸上記録会開催

・新市初の統合新築校となる（仮称）東和小学校建設用地決定

・稲荷神社遺跡から県内初の「方形配石住居跡」を発見

・太田小学校、矢沢中学校、八幡小学校、湯本中学校の耐震補強工事完了

・石鳥谷中学校屋内運動場完成

・田瀬中学校が東和中学校との統合により閉校

・「花巻市生涯学習振興計画」を策定

平成 20 年度 ・西南中学校校舎完成

・岩手・宮城内陸地震発生

・宮沢賢治記念館入館者 600 万人達成

・「早池峰神楽」がユネスコ無形文化遺産代表一覧表への登録の国内候補に決定

・石鳥谷小学校の耐震補強工事完了

・外川目小学校が大迫小学校との統合により閉校

平成 21 年度 ・芸術文化、スポーツに関する事務、施設を市長部局へ移管

・教育部に就学養育課、（仮称）東和小学校統合準備室を設置し、学校教育課を小中学校課に、文化課を文化財課

に改称

・保育園の運営事務を教育委員会へ移管

・東和地区 6 小学校を統合して新設する東和小学校の建設工事に着手

・「早池峰神楽」のユネスコ無形文化遺産代表一覧表に記載が決定

・友好都市中華人民共和国大連市西崗区と教育交流事業及び青少年派遣交流事業を実施

（市内中学生及び教員の派遣と大連市西崗区訪問団の市内学校訪問）

・石鳥谷中学校校舎完成

・西南中学校屋内運動場完成

平成 22 年度 ・（仮称）東和小学校統合準備室を東和小学校統合準備室に改称

・「早池峰神楽」ユネスコ無形文化遺産保護条約記載証明書贈呈式（文化庁）

・友好都市中華人民共和国大連市西崗区と教育交流事業及び青少年派遣交流事業を実施 ( 訪問）

・第 41 回ジュニアオリンピック陸上競技大会男子走り高跳びＡクラスで石鳥谷中学校 3 年石川周平選手が

　2m01cm を跳び優勝（岩手県中学校記録を 12 年ぶりに更新）
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年　　度 主　要　事　項

平成 22 年度 ・大連市西崗区修学旅行訪問団受入（小中学生）

・東日本大震災発生

・東和小学校整備（校舎・屋内運動場・屋外環境・プール・クラブハウス等）工事完了

・石鳥谷中学校屋外環境整備・プール・クラブハウス工事完了

・西南中学校屋外環境整備・プール・クラブハウス工事完了

・文化庁が「石鳩岡神楽・土沢神楽」を記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財に選択

・東和地区 6 小学校（土沢小・成島小・浮田小・谷内小・田瀬小・小山田小）統合により閉校

平成 23 年度 ・東和小学校開校

・花巻、南城、湯口、湯本、矢沢、宮野目、西南学校給食共同調理場を花巻、南城、湯口、湯本、矢沢、宮野目、

　西南学校給食センターに改称

・早池峰山岳博物館閉館（展示資料等は、総合文化財センターに移管）

・花巻市総合文化財センター完成、開館

・「図書館整備市民懇話会」を設置

・湯口小学校と前田小学校の統合により前田小学校閉校

・北上市立成田小学校が南城小学校や北上市立飯豊小学校との統合により閉校

平成 24 年度 ・大迫小学校、内川目小学校及び亀ケ森小学校の学校給食調理業務を民間に委託

・大迫郷土文化保存伝習館新装開館

・「第二次花巻市子ども読書活動推進計画」を策定

・博物館において「吉村作治の古代七つの文明展」を開催

・図書館整備市民懇話会から「花巻図書館への提言」提出

・花巻歴史民俗資料館閉館

平成 25 年度 ・湯口学校給食センターの調理業務を民間に委託

・「花巻中央図書館基本計画」を策定（建設地変更により中止）

・小学校トイレ洋式化完了

・第 14 回成人式大賞 2014　成人式準大賞受賞（新成人式研究会主催、文部科学省後援）

平成 26 年度 ・健康こども部こども課と教育部就学養育課を統合し、教育部こども課を設置

　こどもセンター、ファミリーサポートセンター、子育て支援センターを教育部に移管

・花巻市博物館入館者 30 万人達成

・「花巻市いじめ防止等のための基本方針」「イーハトーブ花巻子育て応援プラン」を策定

・第 15 回成人式大賞 2015　成人式準大賞受賞（新成人式研究会主催、文部科学省後援）

平成 27 年度 ・「第２期花巻市教育振興基本計画」「花巻市教育大綱」を策定

・全国中学校ハンドボール大会開催

・「第二期花巻市生涯学習振興計画」を策定

・第 16 回成人式大賞 2016　成人式大賞受賞（新成人式研究会主催、文部科学省後援）

・「花巻市公立保育園再編指針」を策定

平成 28 年度 ・湯口中学校校舎完成

・全国神楽大会ハヤチネ 2016 を開催

・日居城野保育園・南城保育園・湯本保育園を閉園し、市内法人に移管へ

・花巻新渡戸記念館入館者 50 万人達成

平成 29 年度 ・小中学校課に学校給食管理室を設置

・「第三次花巻市子ども読書活動推進計画」を策定

・花巻市病後児保育室開設

・大迫中学校校舎完成

・大迫学校給食センター完成

・「新花巻図書館整備基本構想」を策定

・湯口中学校整備（屋内運動場・屋外環境・クラブハウス等）工事完了

・内川目保育園閉園
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年　　度 主　要　事　項

平成 30 年度 ・小中学校課を学務管理課、学校教育課に再編

・はなまきポラン保育園開園

・こども発達相談センター改築

・大迫中学校整備（屋内運動場・クラブハウス）工事完了

・西公園保育園増築

・第 19 回成人式大賞 2019　成人式アイデア賞受賞（新成人式研究会主催、文部科学省後援）

・文化庁が「倉沢人形歌舞伎」を記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財に選択

令和元年度 ・「花巻市立小中学校における適正規模・適正配置に関する基本方針」を策定

・市内小中学校、公立幼稚園、公立保育園、こども発達相談センター エアコン整備

・笹間保育園を閉園し、市内法人に移管へ

・浮田保育園閉園

・第２期「イーハトーブ花巻子育て応援プラン」を策定

・大迫中学校整備（自転車置場・屋外照明・屋外環境）工事完了

令和２年度 ・「花巻市教育大綱」を改定

・「第３期花巻市教育振興基本計画」を策定

・「花巻市公立保育園・幼稚園の適正配置に関する基本指針」を策定

・大迫小学校、内川目小学校、亀ケ森小学校の統合により、内川目小学校、亀ケ森小学校が閉校

・大迫中学校整備（グラウンド）工事完了

令和３年度 ・「第四次花巻市子ども読書活動推進計画」を策定

・東和ふるさと歴史資料館閉館
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